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離婚前提の交際０日婚




　結婚を意識するようになってから、密ひそかに彼と挙式したいと思っていた式場がある。

　都内の一等地にあり、結婚式場である教会はもちろん、プールやエステサロン、レストランやブランドショップなど様々な施設が充実している世界的にも有名なホテルだ。

　ここで結婚式を挙げたカップルは永遠に結ばれるという話を聞いて、絶対に結婚式を挙げたいと思っていた。それなのに……。

　たった二カ月間の付き合いだった、三十代の女性ウエディングプランナーは、私の様子を窺うかがいながらキャンセル手続きを進めていく。

「はい、確かにキャンセルを承りました」

「ありがとうございました。……親身に相談に乗ってくださったのに、本当にすみません」

「そんなっ……！　とんでもございません。今後、素敵なご縁があることを願っております」

　深々と頭を下げる彼女に再度「ありがとうございました」と言って、幸せそうに結婚式の相談や打ち合わせをしているカップルを眺めながらサロンを後にした。

　私、泉いずみ野の々の花かは二十歳から付き合い始めて六年になる恋人がいた。……そう、つい三日前まで〝いた〟のだ。

　結婚の約束を交わして式場を予約し、同どう棲せいを始めるために半年かけてふたりで住むマンションを見つけ、家具なども揃そろえていた。同棲前に結婚の報告も兼ねて両家に挨拶に行って、来月からはふたりでの新生活が始まると信じて疑わなかったのに……。

　三日前のことを思い出したら泣きそうになってしまい、足が止まる。

　廊下の先に進めば、ずっと憧れていた教会がある。一度だけ見学させてもらったけれど、天井がガラス張りになっているから太陽の光が降り注ぎ、とても神秘的な空間だった。できるならここで永遠の愛を誓いたかったな。

　ふと、廊下にあった鏡に目を向ければ、今にも泣きそうな自分の顔が映っている。

　背中まである、ナチュラルだけど艶っぽさもあるアッシュベージュ色の髪は、彼の好みに合わせたものだった。クリッとした猫目もかわいいって言ってくれたよね。

　身長一七〇センチの彼には、私が一六〇センチあるからヒールのある靴は履かないでくれと言われていたけれど、そんなのもう関係ない。

　ここに来る前に新調した五センチヒールの靴。最初は履き慣れていないから歩くのが難しかったけれど、慣れたら平気でたった五センチの高さなのに視界が変わって世界が違って見えた。

　これからは彼の好みに合わせることもない、自由なんだって前向きになろうと思っていたのに、どうしてもセンチメンタルになってしまう。

「三カ月前から浮気していて、あっという間に相手を妊娠させたとか信じられない」

　ぽつりと漏れた声は、誰もいない廊下に響いた。

　六年もの長い月日を一緒に過ごしてきたというのに、浮気相手とは出会って三カ月で妊娠＆結婚だなんて、あんまりじゃないだろうか。

　今でも彼が私に向かって土下座をして、別れてくれと懇願してきたことを鮮明に覚えている。もろもろのキャンセル代はもちろん、一緒に住むはずだったマンションの違約金もこれまで買い揃えた家具のお金も、そして私に対する慰謝料も渡すから別れてくれと言う。

　あんな姿を目まの当たりにしたら、ともに過ごした六年間はまるでたった数日間だったような関係に思えた。

　普通だったら別れたくないと泣いて引き止めたり、怒りで一発や二発くらい殴ったりしても当然なのに、そんな気はまったく起きなかった。

　だって彼にとって私はもう必要のない存在になっていたのだから。今さらどうしたって別れる以外の選択肢はない。

　だったら騒ぐだけ無駄。私は黙って彼の要求を受け入れて別れを選んだ。

　こっちは浮気をされた側だ、なにも悪くない。だから泣いたら負けのような気がしてこの三日間、できるだけ前向きに考えてきた。

　浮気されたのがむしろ結婚前でよかった。お金だって戻ってきたし慰謝料として結構な金額をもらえた。

　あんな最低な男のことなんて早く忘れるべきだと自分に言い聞かせてきた。そして、短い間ながらもお世話になったウエディングプランナーに直接挨拶をしたかったし、ここで彼と結婚式を挙げようと夢見ていた自分に、別れを告げるために来た。

　だけど六年という月日は長い。そばにいるのが当たり前になりすぎた。……やっぱり寂しいよ。

　それに中学生の時に両親を交通事故で亡くしてからというもの、ひとりで私を大切に育ててくれた祖母にはなんて言う？

　この前、結婚を考えている人を紹介したいと電話で伝えた時には、『ののちゃんもお父さんとお母さんのように、一生そばにいたいと思える人と出会えたのね』と言いながら泣いて喜んでいたじゃない。優しい祖母のことだ、自分のことのように悲しむに決まっている。

　破談を伝えた時の祖母の反応を想像すると胸が張り裂けそう。

　ダメだ、今日は元カレと決別するために来たのだから、いつまでもセンチメンタルな気持ちでいるわけにはいかない。

　最後に憧れていた式場を見学させてもらって、元カレのことはすっぱりと忘れよう。

　ちょうど通りかかったスタッフに声をかけて今日は挙式の予定はないこと、誰でも自由に見学できることを確認し、教会へと向かう。

　しかし近付くにつれ、男女の声が聞こえてきた。どうやら先客がいるようだ。

　開いているドアから入ろうとした時、男女の会話がよりはっきりと耳に届いた。

「交際を始めて三カ月が過ぎたし、そろそろキミとの結婚を考えているのだが、どうだろうか」

「えっ？　本当ですか？」

　えっとプロポーズだよね？　だけど、さっきの切り出し方はいかがなものだろうか。

　それも三カ月付き合っただけで結婚？　なに？　その超スピード婚は。あぁ、でも愛しあっていれば交際期間など関係ないんだろうな。現に私は六年も付き合って結婚まで至らなかったのだから。

　場所や切り出し方はどうであれ、大切なのは言葉だ。女性なら誰もが憧れる場所で男性はプロポーズの言葉を言うのだろうか。

　本来なら邪魔しないように立ち去るべきだけれど、どうしても気になってしまい聞き耳を立てた。

「あぁ、キミさえよければ結婚しよう」

「ぜひ！」

　食い気味に言う女性に対し、男性は淡々と続けた。

「それならよかった。では結婚したらキミの生活のすべてと自由を保障しよう。俺の金もいくらでも使ってくれてかまわない。三年間俺と夫婦でいてくれさえすれば、離婚したっていい。その際は慰謝料も渡す。その代わり、絶対に俺に愛を求めないでくれ」

　な、なにそのプロポーズは……！　結婚しようと言っているくせに三年間の期限付きで、愛を求めるな？

　信じられない言葉に呆あっ気けに取られ、そっと中の様子を盗み見る。男性は背を向けていてその表情を窺うことは叶かなわないが、こちらを向いていた綺き麗れいな女性はポカンとしちゃっている。

「そうと決まれば、お互いの家族に挨拶に行こうか。できればオペのない来週の水曜日に行きたいんだが、都合はどうだ？」

　まるで業務連絡かなにかのような話し口調に女性も我に返ったのか、怒りで身体からだを震わせた。

「なに言っているんですか？　そんなふざけた結婚、するわけがないでしょ!?」

　女性の言い分はもっともだ。好きな人からそんな結婚を提案されたって喜んで受け入れられるわけがない。しかし男性は意味がわからないというように首を傾かしげた。

「どうしてだ？　どうせキミも俺の家柄目当てで近付いてきたんだろ？　だったら利害が一致していると思うんだが」

「……っ！　最低!!　あんたとの結婚なんてお断りよ！」

　女性は顔を真っ赤にして、「二度と連絡してこないで」と言いながら、こちらに向かってきた。

　慌てて背を向けた私には気にもとめず、女性は去っていった。

　いや、当然だよね。私だってあんなプロポーズをされたら別れを選ぶ。だって結婚って愛しあう者同士がするものでしょ？

　それなのに愛を求めるな、三年だけ夫婦ならいいって……。

　世の中には実に様々な人がいるんだと痛感する。

　最後にもう一度、憧れの教会を目に焼きつけていきたかったけれど、あんな場面を見て聞いてしまった手前、男性がいる教会に入る勇気はない。

　諦めて帰ろうとした時、男性が深いため息を漏らした。

「また一から結婚相手を探さなければいけないのか。……面倒だな」

　天井が高い教会でボソッと囁ささやいたひと言は、外にいた私の耳にもしっかりと届いた。

　今、面倒って言ったよね？　この人にとって結婚っていったいなんだろう。また一からやり直しみたいに言うなんて。

　そもそも条件がおかしくない？　つまり男性が求める結婚は愛のない三年間だけの契約結婚ってことでしょ？　そんな結婚、誰がするの？

　そんなあり得ない条件を受け入れてくれる相手がいるなら、私が募集したいくらいだ。とりあえず祖母を悲しませないために結婚してくれる人を。

　ん？　ちょっと待って。とんでもない条件だと思っていたけれど、私にとっては好条件じゃない？

　早く結婚して祖母を安心させたいし、結婚がなくなったって言って悲しませたくもない。でもしばらくは恋愛なんてこりごりだ。もうあんな思いは二度としたくないもの。

　だったら私にとって三年間の結婚期間というのは非常に好都合ではないだろうか。三年間夫婦を続ければ、祖母にも性格の不一致だったと言えば離婚理由にも納得してもらえるだろうし、それだけの時間があればまた新たな恋愛をしてみようって気持ちになれると思う。

　まさに利害が一致している。

　どうしよう、思い切って声をかけてみる？　だって向こうも結婚相手に困っているようだったし、声をかけて嫌がられることはないよね？

　祖母に近いうちに挨拶に行くって言っちゃったもの、これは最大のチャンスだ。

　チラッと教会の中を覗のぞき見ると、男性は椅子に座っていた。

　後ろ姿しか見えない彼に結婚を持ちかけるのもどうかと思うが、この際相手がどんな人だっていい。羽振りはよさそうだし、髪も短くて清潔感がある。元カレよりはマシなはず。

　両手をギュッと握りしめて気合いを入れ、教会の中に足を踏み入れた。

　バクバクと心臓が高鳴る中、男性と少し距離を取って隣に腰を下ろした。そして小さく深呼吸をして男性を見る。

　当然相手はいきなり隣に座った私を見て驚いている。だけどびっくりしたのはこっちも同じだ。

「え……えっ？　高たか清し水みず先生？」

　思わず名前を口にしてしまうと、彼は片眉を上げた。

「俺のことをそう呼ぶということは、うちの病院に勤めているのか？」

「あっ！　いえ、そのっ……！」

　ど、どうしよう。まさか結婚を持ちかけようと思っていた相手が、自分の勤め先のドクターだとは、夢にも思わないじゃない？

　相手が院長のひとり息子で、後継者の高清水理り人ひとだったなんて……。いや、さっきオペがどうとか言っていた時点で、数えるほどしか聞いたことがないとしても彼の声を思い出し、気付くべきだったのかもしれない。

　高校を卒業後、医療事務の資格を取った私が受付事務として働いている『高清水総合病院』は、がんセンターや救急救命室、さらにはドクターヘリが配備されている病院だ。毎日千人近くの患者さんが外来に訪れている。

　多くのドクターが働く病院だけど、高清水先生を知らない人はいないと思う。事務員の間でも有名人だ。

　後継者ということを抜きにしても彼はなにかと目立っていた。三十二歳という若さながら外科の消化器外科専門医として、数多くの難しいオペを成功させており、そのメスさばきは神がかっていると評判だ。

　彼の技術を学ぶために他の病院からドクターが研修に来るほどだった。

　それに加えて一八五センチの長身で、体力づくりのために身体を鍛えているらしく逞たくましい。

　黒色の短髪はいつも綺麗にセットされていて清潔感があり、たまに前髪が下ろされた状態で出勤すると、みんな『前髪があるのもカッコいい』と騒ぎ立てるほど。

　それに加えて羨うらやましくなるほどのくっきりの二ふた重え瞼まぶたに、筋の通った高い鼻と形のいい唇。すべてが完璧で、世の男性は誰もが高清水先生のような顔に生まれたかったと思うのではないだろうか。

　彼の虜とりこになっているのは病院スタッフ、患者、出入りする医療品メーカーの営業など実に様々。

　出会いの場は多くあるはずなのに、仕事ひと筋の高清水先生に浮いた話は一度もなく、彼女はいないと噂うわさで聞いたことがあった。

　それなのに三年間だけ結婚してくれる相手を探していたなんて……。

　呆ぼう然ぜんとして言葉を出せずにいると、高清水先生は深いため息を漏らした。

「いくら必要なんだ？」

「えっ？」

　主語のない言葉にポカンとなる中、彼はチラッと私を見る。

「さっきのネタで俺を脅すつもりだったんじゃないのか？」

「脅すって……！　そんなわけないじゃないですか！」

　すぐに反論したものの、彼は信じられないようで疑いの目を向けてきた。

「じゃあなぜ声をかけてきた？」

「それはっ……」

「それは？」

　すかさず聞かれ、返答に困ってしまう。

　どうしよう、正直に話す？　だけど相手は高清水先生だよ？　いくら契約結婚とはいえ不釣り合いすぎる。そもそも私では彼の方からお断りされるのでは？

　グルグルと考えていると、高清水先生が片眉を上げた。

「脅すつもりではなかったのなら、振られた俺を嘲笑いにきたのか？」

「まさかっ……！」

　一介の医療事務員でしかない私は、そんな度胸など持ち合わせていない。しかし彼の疑いは晴れないようで自嘲気味に笑う。

「笑いたければ笑えばいい。現にどんなに努力したところで、親の七光りで医者になれただけだと言う人間も少なくない。常に俺の失脚を狙っている輩やからもいるくらいだ。そういうやつらが今この場にいたら、これ見よがしに笑うだろうな」

　耳を疑う話に言葉が出てこない。だってそんな話、噂でも聞いたことがなかったから。しかし医療事務員の私にはドクター間の立場や上下関係はもちろん、病院の運営側の事情など知る由もないのは当然だ。でも……。

「患者さんはそんなこと、絶対に誰も思っていませんよ」

「えっ？」

　さっきの彼の言葉が引っかかり、言葉が口をついて出てしまった。一瞬、なにを生意気なことを言おうとしているのだろうと後悔したものの、医療事務員だからこそ聞けた患者の声を思い出すと、伝えたい思いが大きくなっていく。

「私は医療事務員なので、退院していく患者さんと接する機会が多いんです。……よく高清水先生のおかげで命を救われた、感謝しているって声を聞きます。皆さん、本当に嬉うれしそうに退院していくんです」

　だから一度も話したことがない高清水先生が、誰からも好かれている理由がわかった。

「この前、退院された山やま田ださんを覚えていますか？」

　実際に患者さんの名前を出すと、高清水先生は驚きながらも「あぁ」と頷うなずいた。

「高清水先生が、退院後も不安なことがあったら、いつでも連絡をくれていいって言ってくれたから、安心して退院できると話してくださいました。あ、あと昨日入院した大おお内うちさんは、どの病院でも治らないと言われたのに、高清水先生だけが絶対に治してみせると言ってくれて、本当に高清水先生と出会えてよかったと言っていましたよ」

　これはほんの一部に過ぎない。他にも多くのエピソードがある。とにかくみんな、口を揃えて『高清水先生に出会えてよかった』と言う。

「先生たちの派閥とか、どの先生の腕がいいとか、正直私にはわかりません。でも退院していく患者さんが、高清水先生が素晴らしいドクターだと証明してくださっているのではないのでしょうか？」

　そんな高清水先生が次期院長の病院なら、これからも安心して働けると思っている。実際に給料はいいし福利厚生も手厚い。人間関係も問題がなく、できるならずっとここで働き続けたいと思っているから。

「きっと高清水先生のことを悪く言っているのは、ほんの一部の人間ですよね？　ほとんどの人は私のように高清水先生のことを尊敬しているはずですから」

「尊敬、か」

　ぽつりと呟つぶやいた彼にハッと我に返る。

　いくら本心とはいえ、あまりに上から目線だったのでは？　何様だよとか、医療事務員のお前になにがわかるって怒られる？

　すぐに謝ろうとした時、高清水先生は少しだけ頬を緩めた。

「医療事務員のキミにしか聞けない患者の声を話してくれてありがとう。……救えない命もある現場にいる中で、救えた患者の声が聞けて嬉しいよ」

「い……いいえ、そんな」

　びっくりした。いつも遠目に見ていた高清水先生は厳しい顔をしていたから、初めて柔らかい表情を見てまだ心臓が驚いている。

　それにしてもちょっと表情を崩しただけでこんなにも人の目を惹ひきつけるくらいだ、彼が笑ったらどうなるのだろうか。

　想像したら心臓が壊れそうで、慌てて妄想を止める。

「しかし、そうなるとますますなぜキミが俺に声をかけてきたのか気になるな。それに見たところ、俺だと気付いていなかっただろ？」

　話を戻されて、「あっ……」と声が漏れたが続かない。

　私が彼に声をかけた理由、正直に話してもいいのだろうか。でもどうごまかしたらいいのかわからないし、そもそも話を聞いてこっちから契約結婚を持ちかけたって、断られる可能性が高い。

　私では自分と釣り合わないと言われたら、「わかりました。図ずう々ずうしい提案をしてしまい、すみませんでした」と言ってこの場を去ればいい。

　そう心に決めて、私の答えを待つ彼を見つめた。

「三年間、夫婦でいる結婚相手は私ではダメでしょうか？」

「えっ？」

　目を見開く高清水先生に、早口で捲まくし立てた。

「実は長年付き合ってきた結婚間近の恋人に振られたばかりで……。でも、家族には近々恋人と一緒に挨拶に行くと言ってしまったんです。その時、すごく喜んでくれたから、悲しませたくないですし安心させたいんです。それに私、しばらくは恋愛なんてこりごりですし、高清水先生の言う利害の一致だと思い、思い切って声をかけさせていただきました」

「なるほど」

　どうやら、突然声をかけた理由には納得してくれたようだ。

　ホッと胸を撫なで下ろした時、なぜか高清水先生は神妙な面持ちで私を見つめてきた。

「あの、高清水先生？」

　視線に耐えきれなくて声をあげると、彼はゆっくりと口を開いた。

「結婚は人生の大きな決断だ。女性ならとくにそうだろう。……それに離婚したら戸籍に残る。そうなってもキミは困らないのか？」

　てっきりすぐにお断りされると思っていたのに、これは予想外の反応だ。心なしか高清水先生が私の心配をしているようにも見える。

「えっと……それはさっきプロポーズした女性にも言えることではないでしょうか？」

　彼女だって女性だ。離婚となれば、戸籍に残るのは同じなのに。

「違うさ、彼女が俺に求めていたのは次期院長夫人という肩書きと、贅ぜい沢たくな暮らしだ。現に俺と交際していた三カ月間も事あるごとに俺を連れ回して欲しい物をねだり、友人に自慢していたからな。だから俺の条件をふたつ返事で受け入れてくれると思ったんだが……」

　ブツブツと呟きながら顎に手を当てること数秒、高清水先生はため息交じりに続けた。

「そんな彼女だから俺の言う条件が気に入らなかったんだな。三年間の契約が余計だったようだ」

　ひとり納得する彼に対し、私はどう反応すればいいのやら……。

　だけど、なぜ高清水先生は三年という条件を出したのだろうか。なにか意味があるの？

「あの、どうして三年間だけなんですか？」

　気になって聞いてみたところ、高清水先生は少しだけ表情を曇らせた。

「キミと同じで家族のためなんだ。幼い頃からかわいがってくれている祖父が肺がんを患っていてね、三年持つかどうか……。祖父は俺が病院を継ぐのを楽しみにしていた。そして、それと同じくらい俺の幸せを望んでいるんだ。愛妻家だった祖父は結婚が最高の幸せだと思っている。そんな祖父を安心させたい」

　高清水先生が早く結婚したい理由に、正直驚いた。てっきり両親に結婚しないと病院を継がせないとか言われたり、周りからの圧力がすごかったりして、それを回避するために結婚したいものだとばかり……。

　でも三年という期限付きなのにも、これで納得がいった。

「私も両親が亡くなってから、私をひとりで育ててくれた祖母を安心させてあげたいんです」

「そうだったのか」

「はい」

　彼の事情を知った今、よりいっそう私たちは、お互い必要としている気がしてならない。

「もし高清水先生さえよければ、私と三年間の契約結婚をしてくださいませんか？」

　だって私も高清水先生も同じ理由で結婚を望んでいる。だったら、私も協力してほしいし彼の力にもなりたい。

「それは……さっきも言ったが、最近まで結婚を考えていた恋人がいたのなら、結婚に対しての憧れもあっただろう。それなのに離婚前提の愛のない契約結婚をして本当にいいのか？」

　さっきからずっと私の心配ばかりするけれど、それは高清水先生にも言えることだ。

「高清水先生こそ結婚相手に対する理想とか条件とかなかったんですか？　それに高清水先生は次期院長という立場です。それなのに一介の医療事務員である私が相手でもいいんですか？　不釣り合いだと思うのですが」

　思ったことを言ったところ、彼は複雑そうな顔で口を開いた。

「結婚に対する憧れがあったら、誰でもいいから祖父を安心させるためだけに結婚したいと思わないさ。それに俺に近付いてくるのは昔からさっきのような人ばかりで、同じ女性のキミには申し訳ないが、俺は女性に対していい感情を思っていない。できるなら一生独身でいたいくらいだ」

「そうなんですね」

　なるほど、これで高清水先生にずっと浮いた話がなかったことにも納得だ。

「それとキミは不釣り合いだと言うが、そんなことは絶対にない。キミたち医療事務員がいるから病院が成り立っているんだ。むしろうちの病院で働いているのなら、これほど好条件な相手はいないかもしれないな。出会いに関しても説明がつくし、変に疑われることもないだろう」

　再びブツブツと呟いたかと思えば、高清水先生は真剣な面持ちで私を見つめた。吸い込まれそうなほど綺麗な瞳にドキッとなる。

「最後にもう一度聞く。……キミは本当に俺と結婚して後悔しないのか？　後悔しないのなら、俺としてはぜひ結婚してほしい」

　私が知っている高清水先生は真面目で、真摯に医者という仕事に向き合う人。その分、常に冷静で冷たくもある人だと思っていた。

　だけど実際の彼は違うのかもしれない。結婚を急ぐ理由から、祖父を大切にしていることが伝わってくるし、私の心配までしてくれた。

　そんな彼となら離婚前提だとしても、三年間良好な契約関係を築けるのではないだろうか。そう思えば思うほどそんな気がしてくる。

「……後悔はしないと思います。この縁を逃がして、祖母を悲しませることの方が後悔すると思いますから」

「縁、か。……確かにここでキミと出会ったということは、なにかの縁があるのだろう」

　そう言うと高清水先生は私との距離を縮めた。

「ではまずは、俺の奥さんになるキミの名前を聞いてもいい？」

「あっ、すみません。自己紹介もまだでしたね。泉野々花といいます。歳は二十六歳です」

「俺は……言わなくてもわかるよな」

「はい、病院で働いていて高清水先生を知らない人はいませんので」

　すると高清水先生は席を立ち、私に向かって手を差し出した。

「今後について話をしたいから、場所を移そう」

　確かにここではいつ、誰が見学に来るかわからないから、三年後に離婚が決まっている契約結婚の話などできそうにない。

「ホテルの近くにおすすめのバーがあるんだ。夕食には少し早いが、そこでうまい飯と酒でも飲みながら話を詰めようと思ったが、飲める？」

「はい、飲めますよ」

　照れくささを感じつつも、ずっと差し出された手を取らないのも失礼だと思いそっと手を重ねた。

「それならよかった」

　ギュッと手を握られてドキッとしてしまう。

「じゃあ行こうか、野々花」

「えっ？」

　今、ナチュラルに『野々花』って言ったよね？

　突然の名前呼びに動揺する私とは違い、高清水先生は余裕たっぷりに続ける。

「夫婦になるのだから、手を繋つなぐのも名前で呼ぶのも当然だろ？　野々花も理人って呼べよ」

「そんなっ……！」

　呼び捨てなんて恐れ多いし、ハードルが高すぎる。だけど、契約とはいえお互いの家族に疑われないためにも名前で呼ぶべきかな？

「じゃあ……理人さんでいいでしょうか？」

「他人行儀な気がするが……まぁ、いいだろう。じゃあさっそく行こうか」

　私の手を握ったまま歩き出そうとする彼を、慌てて引き止めた。

「すみません、もう少し教会を見てもいいですか？」

「俺は外に出ていようか」

「いいえ、すぐ済むので大丈夫です」

　気遣う彼にそう言って手を離してもらい、ゆっくりとバージンロードを進んでいく。

「実は今日、結婚式のキャンセルに来たんです。それで最後にずっと憧れていた教会を見て、元カレへの想いを完全に断ち切ろうと思って」

　聞かれてもいないことを話してしまい、彼には申し訳なく思うが、誰かに話すことで気持ちの整理ができる気がするし、なぜか高清水先生には知ってほしいと思った。

「そうだったのか」

　彼に嫌がる様子はなく、私の後を追ってきて肩を並べた。そしてお互い神様の前で足を止める。

「長年交際して結婚まで考えた相手だったんだ、正直、つらくないのか？」

「それは……どう、なんでしょう」

　当事者なのに自分の気持ちがよくわからない。

「悲しいですしショックでしたけど、別れることになった理由が浮気された挙句に相手が妊娠したからだったんです。それを聞いたら私と彼の関係がちっぽけなものに思えてしまって、怒ることも泣くこともできなかったんですよね」

「そう、か」

　言葉が途切れると同時に、横から視線を感じた。ゆっくりと視線を向けると、私を見つめる彼と目が合う。

　彼はそれ以上なにも言わないけれど、表情を見ていれば心配していることが伝わってきてなぜか泣きそうになってしまった。

「あ、でも本当に結婚してから浮気されなくてよかったって、自分でも驚くほど前向きになれているんです。それに今でも彼に未練があったら、こうして理人さんに契約結婚の話を持ちかけていないと思います」

　私は彼に振られたことで祖母を悲しませてしまうことばかり考えていた。

　もしかしたら彼の気持ちが離れていたように、私も彼から気持ちが離れていたのかもしれない。ただ、早く祖母を安心させたい一心で彼との結婚に躍起になっていたのかも。そう思えば思うほどそんな気がしてしまう。

「だからもうつらくないので、大丈夫です」

　表情が曇ったままの理人さんに精いっぱいの笑顔で言うと、「それならいい」と納得してくれて胸を撫で下ろす。

　すると理人さんは再び私の手を強く握った。

「俺はたとえ契約だとしても婚姻関係がある限り、絶対に浮気はしないから安心してくれ」

「えっ？」

　ドキッとするようなことを言うと、理人さんは私と視線を合わせるように屈かがんだ。

「野々花を悲しませたり苦しませたりすることはしないと今、神様の前で誓うよ」

「理人さん……」

　まるで本当の結婚式で永遠の愛を誓うような甘い言葉に、胸が苦しくなる。

　しばらく恋愛はこりごりだって思っていたのに、不意に優しくされると嫌でも胸がときめく。いや、きっとそれは私だけではないはず。

　こんな風に優しい言葉をかけられたら、誰だってドキドキしてしまうよ。

「そのためにも契約内容を詰めよう」

　彼は私の手を握って踵きびすを返し、バージンロードを戻っていく。

「すぐ近くに、落ち着いた雰囲気の過ごしやすいバーがあるんだ。野々花も気に入るといいんだけど」

『野々花』と呼んで歩を進める彼に、私の胸は高鳴ったまま。チラッと隣を歩く理人さんの横顔を盗み見る。

　こんなにもドキドキしていることに、深い意味などないよね。ただ優しい言葉をかけてもらえたから嬉しかっただけ。

　そう自分に言い聞かせて向かった先の彼おすすめのバーで、私たちは三年間の結婚生活に関する契約書を作成したのだった。










条件１．家族の前や病院内では円満夫婦を演じること




　翌週の水曜日のお昼前。向かった先は都内にある、祖母がひとりで暮らす築五十年以上になる平屋建ての一軒家。

　ここは亡き母の実家であり、両親が結婚当初から暮らしていた家で、私が生まれ育った家でもある。

　広い庭先にある畑では祖母が昔から野菜を育てていて、今も収穫間近の茄な子すやピーマンがある。

　その畑を眺めることができる茶の間に不釣り合いな高級スーツを着た理人さんが、祖母に向かってテレビでよく見る台詞を言っていた。

「どうかお孫さん……野々花さんを僕にください」

　丁寧に頭を下げた理人さんに、祖母は困惑している。

「そんなっ……！　顔を上げてください、高清水さん」

　顔を上げた理人さんに、祖母は目を赤くした。

「私はののちゃんが選んだ相手なら、誰であっても反対するつもりはありません。……娘たちの忘れ形見のののちゃんを、どうかこれからは私の代わりに高清水さんが守ってやってください」

「おばあちゃん……」

　祖母が目を細めた瞬間、涙がこぼれ落ちた。

「あら、ダメね。歳を取ると涙脆もろくなって困るわ。でもののちゃんに素敵な人を紹介してもらえて嬉しくって。本当によかったわね」

　祖母に満面の笑みで言われ、チクリと胸が痛む。

　理人さんの姿を見るや否いなや、祖母は感激していた。前もって結婚を考えている人だと伝えていたから余計かもしれない。あまりの歓迎ぶりに最初は理人さんも戸惑っていたほどだ。

「結婚式は挙げるの？」

「はい、もちろんです」

　すぐに理人さんが答えると、祖母は顔を綻ばせた。

「長生きはするものね。ののちゃんの花嫁姿が見られるなんて。楽しみにしているわ」

「……うん」

　この笑顔を見たかったから理人さんと契約結婚をすると決めたんだ。だから祖母が喜んでくれて嬉しいはずなのに、なぜかずっと胸の痛みが取れることはなかった。

　それから私たちは祖母お手製の料理を昼食にご馳ち走そうになり、本音を言えばもっとゆっくり長居したいところだったけれど、早々に家を後にした。




「せっかく顔を見せてやれたのに、切り上げてしまい申し訳ない」

「いいえ、そんな。また今度ゆっくり来ればいいんですから気になさらないでください」

　半年以上先まで、オペの予約が入っている理人さんが一日休みを取れるのは非常に稀まれ。だから私も今日に合わせて有休を取って、両家の挨拶に行くことになったのだ。

　シフト制の理人さんとは違い、医療事務員である私は、外来がない日は休み。

　ごくたまに日曜や祝日など、救急外来の受付に駆り出されることもあり、その場合は交代で出勤している。

「うちの挨拶が一カ所で済むなら夕方までゆっくりできたんだけどな。どんなに一緒に暮らそうと言っても、祖父が頑かたくなに祖母との思い出の詰まった家から出たがらないんだ」

　運転をする彼を見たら、困ったように眉尻を下げて続ける。

「俺も両親もなにかあったら心配だから一緒に暮らそうと説得しても、お手伝いさんやヘルパーさんの助けを借りれば、ひとりでも暮らしていけるって言って聞かないんだ」

「そうなんですね」

　理人さんのお父様は院長だから、何度か見かけたことがある。彼と似ていて常に厳しい表情をしており、近寄りがたい印象だった。しかしその前の院長であったおじい様は見たことがない。

　いや、でもあの院長の父だ。理人さんの話を聞いていると頑固そうな感じがするしすごく怖い人なのかも。

　理人さんが祖母の大好きな芋いも羊よう羹かんを持ってきてくれたように、私も彼に聞いておじい様の好きなきんつばを買ってきた。

　反対されることはないから、契約通りに仲なか睦むつまじいフリをしてくれたらいいって言っていたけれど、果たして本当にそうなのだろうか。

　今さらながら緊張してきた私に気付いたのか、理人さんはクスリと笑った。

「療養中だが俺が結婚相手を連れていくって言ったら、電話越しでもわかるくらい喜んでいたから大丈夫だ。……野々花のおばあ様と同じように、感激してくれるだろう」

「それならいいんですけど……」

　でも失礼のないように気を付けることに越したことはない。まずはしっかりと挨拶をして、少しでも好印象を持ってもらわないと。




　しかしそんな私の心配をよそに、理人さんの言う通りおじい様は玄関で私を見るや否や泣いて喜んでくれた。

「生きているうちに、理人の嫁さんを紹介してもらえる日がくるとは……！」

　おじい様は目に涙を溜ためてギュッと私の両手を握った。

「野々花さん、どうか理人をよろしくお願いします！」

「は、はい」

　返事をしながらも困惑する中、見兼ねた理人さんが助け船を出してくれた。

「じいちゃん、ここ玄関だから。いきなり泣きながら言われたら野々花が困るだろ？」

「すまん、理人。いやー、理人から連絡をもらった時からこの瞬間が待ち遠しくて。ささ、どうぞ上がってください野々花さん」

「ありがとうございます」

　上機嫌で先を行くおじい様は、とても余命宣告されたようには見えないほど元気そう。

「な？　反対されることはないって言っただろ？」

「はい、そのようですね」

　コソッと耳打ちしてきた理人さんは、前を歩くおじい様を見て続ける。

「俺が結婚するって聞いてから、まるで病気が治ったように元気に過ごしているってお手伝いさんやヘルパーさんから聞いて耳を疑ったけど、どうやら本当のようだ。……ここ最近はずっとベッドに臥ふせっていたんだ。今の祖父からは想像もつかないだろ？」

「はい。でもそれだけ理人さんがおじい様にとって、特別な存在だってことですよね」

「そうなのかもしれないな」

　そう話す理人さんはどこか複雑そう。でも今の彼の心情は痛いほど理解できてしまう。私も喜ぶ祖母を見てずっと胸を痛めていたから。

「座って待っててくれ。ばあさんが好きだった、とっておきのお茶を淹いれてやろう」

「手伝うよ。野々花は座ってて」

「わかりました」

　おじい様に寄り添って理人さんはキッチンへと向かう。ふたりの後ろ姿を見送ってから通された茶の間に目を向けた。

　そこには亡くなった理人さんの祖母が作ったものだろうか、手作りの刺し繍しゅうの飾りや人形などが飾られていた。その横にはおじい様と一緒に写っている写真もあった。

　この部屋を見ただけでおじい様が、どれほど亡くなった理人さんの祖母を愛していたのかが伝わってきて胸が熱くなる。

　少しして戻ってきたおじい様に、渡せずにいた手土産を渡すと、感激してまた泣き出してしまった。

「まさか孫嫁に好物のきんつばをもらえる日がくるとは……！　ばあさんにも分けてやらないとな」

　ここまで喜ばれると、罪悪感にさいなまれる。

「私が用意したどら焼きもなかなかうまいんだ、お茶ともよく合うだろう。ぜひ食べてみてください」

「ありがとうございます」

　理人さんと並んで座り、おじい様は私たちの向かい側に腰を下ろした。

「それにしても野々花さんがうちの病院で働いていて、知り合ったきっかけが患者さんからの言付けだったと聞いた時は、血は争えないと思ったよ」

　感慨深そうに話すおじい様の言う通り、私たちは契約結婚をするにあたって様々な条件を決めた。

　まずは、〝結婚期間は三年〟〝家族の前や病院内では円満夫婦を演じること〟。

　他にも〝お互いの生活に干渉しない〟〝条件さえ守れば、これまで通りに自由に生活してもいい〟〝必要があれば、協力しあうこと〟。

　そして、〝お互いを束縛しない〟〝恋愛感情を抱いてはいけない〟と事細かに取り決めた。

　さらにふたりの出会いや結婚に至るまでの経緯をどうするか話し合った。

　契約結婚を持ちかけた席で私が伝えた患者の話を出会いのきっかけにし、そこから話す機会が増えて交際に至ったことにしてある。

「私は医者、ばあさんは看護師だった。同じ病院で働いているからこそ、互いに理解できることもあった。……理人と野々花さんも私たちのように支えあう関係を築いていってほしいと思うよ」

　お茶を飲んだおじい様は、満面の笑みで私と理人さんを見つめる。

「理人が本気で結婚したいと思える相手と出会えて本当によかった。これで心残りはないと思ったが、人間は欲張りな生き物だ。今度は曾ひ孫まごを抱くまでは死ねなくなったな」

　そう言って笑うおじい様とは違い、私と理人さんは顔を見合わせて苦笑いしてしまう。

「もちろん急せかしているわけではないからな？　ふたりだけの新婚生活も大切だ。しかしいずれは子供も授かる日がくるだろう。その時は私に一番に報告するんだぞ？」

「あ、あぁ。わかったよ」

　どう考えても、すっごく曾孫を期待されているよね？　いや、でも当然のことだ。祖母も口には出さなかったけれど、きっと私と理人さんに赤ちゃんができることを楽しみにしているはず。

　そう思うとますます胸はチクチクと痛むばかりだった。




「さっきは悪かったな、祖父が余計なことを言って。野々花は気にすることないから」

　おじい様の自宅を後にして、彼の実家に向かう車内で理人さんは申し訳なさそうに謝ってきた。

「いいえ、おじい様の願いはもっともです。きっとおばあちゃんも同じだと思いますし……」

　言葉が続かずにいると、理人さんは小さなため息をひとつこぼした。

「今になって後悔している？」

　図星をつかれてドキッとしてしまう。いや、正確には違う。

「おばあちゃんは喜んでくれていましたし、後悔まではいきませんけど……胸は痛んでいます」

　正直な気持ちを打ち明けたら、理人さんは「俺もだ」と言った。

「こうすることが一番の解決策だと信じて疑わなかったが、野々花のおばあ様や祖父の喜ぶ顔を見たら、本当にこれが正解だったのかと疑ってしまったよ」

　やっぱり理人さんも同じことを考えていたんだね。

「だが、今さら後戻りなどできないし、嘘うそをついてしまった以上、俺は最後まで嘘をつき通すつもりだ。……もし、野々花にその覚悟がないならまだ間に合う。結婚の話はなかったことにしてもいい」

　理人さんとの契約結婚をなかったことに？　祖母をあんなに喜ばせた後にそんなことできる？

　そもそも最初から予想できていたこと。私も覚悟を決めるべきだ。理人さんの言う通り、最後まで嘘をつき通すべきだ。

「すみません、変なこと言って。大丈夫です、覚悟はできています」

　当初の予定通り、三年間は円満な夫婦生活を続けて価値観の違いなどを理由に離婚すればいい。

「それならよかった。……ひとつ、条件の変更をお願いしてもいいか？」

「なんでしょうか」

　理人さんと契約結婚をするにあたって作った条件のうち、どれを変更したいのだろうか。

「結婚生活は三年と決めたが、場合によっては延長してほしい。さっきの祖父を見たら祖父が亡くなるまでは離婚できないと思ってさ。人間とは神秘的な生き物で医学では説明できない奇跡が起こったりもするんだ。もちろん野々花が恋愛や結婚をしたいと思える相手と出会えたら、約束通り三年で別れる」

「わかりました」

　とはいえ、三年経たっても私は恋愛や結婚をしたいと思わなそう。その時は喜んで延長する。

　すぐに答えると、理人さんは「ありがとう」と安あん堵どしながら言った。

「後はうちの両親だけだな。少し気難しいところはあるが、祖父の決定には逆らえない人たちだから、反対されることはないと思う。だから、なにを言われても気にしないでほしい」

　えっと……それは遠回しに反対される可能性があるって言っているのでは？




　顔が引きつった私を乗せて彼が向かった先は、都内でも有名な高級住宅街。その中でもとくに目立つ三階建ての洋館が理人さんの実家のようだ。

「お待ちしておりました。どうぞ」

　私と理人さんを出迎えてくれたのは五十代くらいの女性の家政婦だった。だけど見るからに歓迎されていない様子で、笑顔もなくリビングに案内された。

「旦那様、奥様。いらっしゃいました」

　私たちを案内すると家政婦はキッチンへと向かう。そして彼の両親はソファから立ち上がることもなく私を見た。

　お父様は病院で見たままの厳しい表情をしていて、お母様はというと品定めするように私を上から下まで見る。

　やはりこれは完全に反対される雰囲気だよね。

「来たか」

「どうぞこちらへ」

　ふたりに言われ、一気に緊張が高まる。すると理人さんがそっと私の腰に腕を回した。

　びっくりして彼を見れば、目が合った途端に優しく微ほほ笑えまれた。

「緊張しなくてもいい、大丈夫だから」

　私を安心させる言葉とともに背中を撫でられては、今度は違った意味で緊張してしまう。突然甘い雰囲気を出されても、どう反応したらいいのやら。

　口をパクパクさせるだけしかできずにいる中、お父様はわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「仲が良いのはわかったから、早くこちらに座りなさい」

　どうやら彼の両親の目にはそう映ったようで、お父様同様、お母様も気まずそうに目を伏せた。

　理人さんと交わした条件のひとつに、『家族の前や病院内では円満夫婦を演じること』がある。それを実行しただけなのに、絶対に今の私の顔は真っ赤に違いない。

　それが恥ずかしくて、理人さんの顔をまともに見ることができなくなってしまう。

「行こう、野々花」

「は、はい」

　両親がいるソファに移動する時も理人さんの手は、私の腰に回されたまま。それはソファに並んで座ってからも続いた。

「理人、初めて顔を合わせる場でもあるんだ。少し離れたらどうだ？」

　お父様の言う通りだ、これでは挨拶どころではない。しかし理人さんは一向に私から離れようとしなかった。

「べつにこのままでもいいだろ？　父さん、母さん。こちらが泉野々花さん。俺は彼女とできるだけ早くに結婚するつもりだ」

　最悪なかたちで紹介され、慌てて私も頭を下げた。

「はじめまして。ご挨拶が遅くなってしまい、申し訳ございません。泉野々花と申します」

「あなたのことは、少し調べさせていただきました。主人の病院の会計窓口で働いているそうね」

「は、はい……！」

　お母様の声はどこか棘とげを含んでいて、声が上擦ってしまった。

「父が認めたとなれば、私たちはあなたを家族として迎え入れる。……だが、うちの病院で働いているなら重々理解していると思うが、理人は私の後継者だ。今後、あなたの言動がすべて理人の評価に繋がることを忘れないでほしい」

　私のことを家族として迎え入れるといっても、それはおじい様が認めたから渋々といったところだろうか。

　でも当然だ。私だって最初は自分では理人さんに不釣り合いで、契約結婚を持ちかけても断られると思っていたのだから。

「はい、肝に銘じます」

　私が怯ひるむことなく言ったことが意外だったのか、両親は顔を見合わせて気まずそうに目を泳がせた。

「わかってくれたならいい」

　バツが悪そうにお父様が言った後すぐに、理人さんのスマホが鳴った。彼は電話の相手を確認すると顔をしかめた。

「悪い、病院からだ」

　そう言いながらも、なぜか理人さんは電話に出ることなく私と両親を交互に見る。するとお父様は深いため息を漏らした。

「患者のことだろう。家族といえど、患者の個人情報を明かすのは許されないことだと、お前が一番わかっているはずだ。私たちのことは気にせずに早く電話に出てきなさい」

　それを聞いて、理人さんは私のことを心配して電話に出るのをためらっているのだと気付き、慌てて言った。

「どうぞ電話に出てください」

　私の言葉を聞き、理人さんは「すぐに戻る」と言ってリビングから出ていった。キッチンから家政婦が紅茶と焼き菓子を持ってきて、テーブルに並べている間はお互い口を閉ざしたままで、気まずい空気が流れる。

　並べ終えた家政婦が小さく頭を下げてリビングから出ていくと、お母様が口を開いた。

「野々花さんといったかしら」

「はい、そうです」

「先ほど主人も言ったように、お義と父う様が野々花さんを理人の相手に認めたから受け入れるだけであって、私たちの思いは違うということをしっかりと覚えておいてください」

　会ってすぐに反対されているとわかってはいた。本当はここで「安心してください。三年後には離婚しますから」と言いたいところだけれど、理人さんとお互いの家族の前では仲睦まじい夫婦を演じると決めたんだ。

　こういう時は、どういった態度に出るのが正解なのだろうか。下手なことを言って怪しまれたら困るし……。

　模範解答を模索している間も、お母様は続ける。

「それと近々、長年離れ離れだった理人の大切な幼なじみが帰国予定なの。その子も理人と同じ、優秀な医者でね。……もしかしたら理人、あの子と再会して野々花さんへの気持ちが薄れてしまうかもしれないわね」

「えっ？」

　どういうこと？　理人さんは女性に対していい感情を持っていないって言っていたのに。いや、べつに理人さんに特別な存在がいたっていなくたって私には関係のないことだ。

　条件のひとつに、『お互いのプライベートには干渉しない』ともあるし。

「あら、ごめんなさい。これから結婚するっていうのに動揺させるようなことを言ってしまって。でもあなたたちは愛し合っているんですもの。なにがあってもふたりの関係は壊れることはないと願っているわ」

　にっこりと微笑みながら声に棘を生やして言われ、いよいよ返答に困ってしまう。妻が直球で嫌みを言っているというのに、お父様は口を開くことなく紅茶を飲んでいる。

　理人さんになにを言われても気にするなって言われたからスルーしちゃうけど、これが愛する人の母親に言われた言葉だったら、さすがに泣いてしまうかもしれない。

　それを期待しているのか、お母様もジッと私の様子を窺っている。その期待に応えられなくて申し訳ない。

　とりあえず、なにか言って理人さんとの仲を疑われたら困るから笑顔で乗り切ろう。

　先ほどのお母様のように微笑み返したら、向こうは目を見開いた。そして次の瞬間、睨にらまれてしまう。

　もしかしたら対応を間違えたかもしれない。ここは落ち込んだり、泣いたりするべきだったのかも。

　いよいよなにも言えなくなった時、電話を終えた理人さんが戻ってきて難を逃れた。

　それからは結婚式の話となり、理人さんは式を挙げる際に招待するべきリストや式場を選ぶポイントなど、ふたりから色々と指南されていた。




「無事に両親への挨拶を終えてくれてよかったよ。ありがとう」

　帰りの車内で、理人さんから開口一番に言われたひと言に顔が引きつる。

　誰がどう見たって無事に終えたとは思えない。理人さんが戻ってきてからご両親の態度は、まるで私などいないかのようだった。

「理人さんはあれで無事に挨拶が終わったと思っているんですか？」

　思わず皮肉交じりに言えば、彼は困ったように眉尻を下げた。

「俺としては無事に終わったと思っている。……まぁ、普通に考えたらそう思えないだろうけど」

　苦笑いしながら言う理人さんに、「そうですよ」と言い返してしまった。

「私が本物の結婚相手だったら、好きな人のご両親のあんまりな態度に泣いてましたよ」

　彼とは契約の関係だからこそ乗り切れただけだ。

「もしかしたらご両親は、理人さんと結婚してほしい女性がいたのかもしれませんよ」

　いや、間違いなくいる。だからお母様はあんな意味深なことを言って私を揺さぶったに違いない。それを私に追及する資格はないけれど、とっても嫌な思いをしたのだからこれくらいの意地悪は許されるだろう。

「そうだろうな。……だからどんな女性を連れていったって、両親は納得しないんだ。そうわかっていたのに悪かった」

　嫌みたっぷりに言ってみたものの、予想外の答えが返ってきて「い、いいえ」の後の言葉が続かなかった。

　え？　なに？　じゃあどうしてその人と結婚しないの？

　疑問が喉元まで出かかった時、先に彼が口を開いた。

「結婚に対して理想はないが、昔から何事も自分の意志で決めて生きていきたいと思ってきた。だから結婚も親の決めた相手とはしたくない。ましてや相手は幼なじみといえど、絶対に恋愛対象にならない相手だ。彼女とだけは結婚できないと思っているのにあり得ないだろ？」

「そう、なのでしょうか。ご家族も望んでいることで、なにより気心が知れている相手だからこそ結婚相手に相応ふさわしいと思うのですが」

　今は恋愛対象に見られないとしても、この先はわからない。結婚後に愛が芽生える可能性だってある。その思いで言ってみたが、どうやら違ったようで彼は深いため息を漏らした。

「とにかく彼女だけは恋愛対象になることはないし、結婚をしたいとも思えないから」

　あれほど結婚してくれるなら誰でもいいと言っていた人が、こんなにはっきりと結婚したくないと思う相手って、いったいどんな人なんだろう。

　変に興味を引かれるが、お互いのプライベートに干渉しないという約束を思い出す。

　彼もこれ以上は話したくなさそうな雰囲気だし、聞かないほうがいいよね。

「話は逸それたが、結婚後は約束通り俺と一緒に暮らしてもらう。両親と会うのは新年などの節目ぐらいだろう。その時は悪いが仲が良い夫婦を演じてほしい」

「はい、それはもちろんです」

　やはり聞かなくて正解だったようだ。これ以上詮索することなく返事をした。

　私と理人さんは契約結婚。それも期間限定で離婚が決まっていると改めて自分に言い聞かせる。

　ちょうど車は私のアパート前に到着し、彼は車を停めた。

「送ってくださり、ありがとうございました」

　シートベルトを外して降りようとした時、急に彼に腕を掴つかまれた。びっくりして顔を上げれば、目が合った途端に理人さんはにっこり微笑んだ。

　なにかを企たくらんでいるかのような笑顔に、身体中に寒気が走る。

「さて、野々花。無事にお互いの家族へ挨拶を済ませたことだし、次のステップに進もうか」

「つ、次……ですか？」

　なんだろう。なぜかものすごく嫌な予感がする。

「あぁ」

　そう言って理人さんは私の腕を離すと、手をひらひらさせた。

「今日はお疲れ様」

「……はい、お疲れ様でした」

　次のステップがものすごく気になるけど、聞いても教えてくれなさそうな雰囲気だったため、私はそのまま車から降りた。すると理人さんは窓を開ける。

「家に入ったらすぐに戸締まりをして電気をつけろよ。それまでここにいるから」

「え？　大丈夫ですよ、帰っても」

　ここにはもう何年住んでいると思っているの？　治安も悪くないし、防犯カメラも設置されているし、ドアはオートロックでセキュリティも万全なのに。

「契約とはいえ野々花は今、俺の婚約者だ。心配して当然だろ？」

「それはっ……そう、ですが」

　元カレにもここまで過保護に心配されたことはないから、ものすごく照れくささを感じて目が泳いでしまう。

　そんな私の心情はバレバレなのか、理人さんは笑いをこらえながら続けた。

「わかったら早く家に入れ」

「は、はい」

　クルリと回れ右をしてアパートに向かおうとした時、「おやすみ、野々花」と優しい声が背後からかけられて思わず足が止まる。

　チラッと振り返ってみれば、理人さんは本当に帰る様子はなく私を見送っている。

　元カレにも家までは送ってもらっていたけれど、こうして中に入るまで見届けてもらったことはない。それなのに……。

　優しい顔で手を振る姿に、まるで彼に大切にされている恋人であるかのような錯覚に陥る。

　そんなわけないと自分に言い聞かせて小さく頭を下げ、足早に家に入った。彼に言われた通りに戸締まりをして部屋の電気をつける。

　そのままベランダに向かい窓を開けて外に出ると、理人さんの車が去っていくところだった。

「本当に待っててくれたんだ」

　家賃が安い場所を求めて、都心から離れた場所に住んでいる私とは違い、理人さんは病院の近くにある都内の一等地の高層マンションで暮らしていると言っていた。

　ここから理人さんの住むマンションまで車で三十分ほどかかる。アパート前まで送ってくれたのだから、帰ってもよかったのに。

　そう思う一方で、大切にされている気がして温かな気持ちで胸がいっぱいになる。

　恋愛に興味はない、女の人が嫌い。結婚にも理想がない人の言動とはとても思えないや。きっと患者さんたちが言っているように、クールな見た目とは違い優しい人なんだろうな。

　そんなことを考えながら夜風に当たっていると寒さを感じた。そろそろ十一月に入り、冬本番を迎える頃。暖を求めて急いで部屋の中に入った。

　無事に挨拶を終え、後は結婚式に向けて準備を進めるだけ。その前に明日も仕事だ。今日は疲れたし早めに寝よう。

　軽くシャワーを済ませ、すぐにベッドに入って眠りに就いた。理人さんが去り際ぎわに言っていた意味深な言葉をすっかりと忘れて……。




　一週間後――。

「最初聞いた時はどうして恋人と別れたことも高清水先生と付き合っていたことも言ってくれなかったの!?って悲しくなったけど、でも別れた理由も高清水先生が相手だけに野々花が言えなかったことにも納得したわ」

　昼休みに病院内にある、受診患者も利用できる食堂で何度も頷いているのは、同じ医療事務として働く同い年の二ふた岡おか奈な津つ希きだ。

　身長が一五〇センチの小柄な彼女は、いつも肩まである黒髪を後ろでひとつにまとめている。清せい楚そなイメージを抱くが性格は明るくて噂好き。ミーハーな一面もある。

「ねぇ、鈴すず木き君もそう思うでしょ？」

　奈津希の隣でうどんを啜すすっているのは、私たちと同い年の鈴木淳じゅん。研修医の彼は身長一七五センチの爽やかな好青年で、社交的で誰に対しても優しい。

　どの診療科に行っても患者や看護師から好かれ、ファンも多いらしい。鈴木君と奈津希は高校の同級生で、偶然にも病院で再会した。

　それから奈津希と一緒にいる私も自然と仲良くなり、時間が合えばいつもこうして昼食をともにしたり、仕事終わりに食事に行ったりしている。

「まぁ……相手が相手だからな」

「そうだよね！　だけど本当にすごいよ野々花！　あんな大物を釣り上げるなんて親友として鼻が高い」

「釣り上げるって……高清水先生を魚みたいな言い方するなよ」

　興奮気味な奈津希に鈴木君は呆あきれ顔。

「えぇーだって本当のことじゃん。私も野々花に続いて早く素敵な彼氏をゲットしないと！　大きな声を出したらなんか喉渇いちゃった。ちょっと買ってくるね」

　まるで台風のように捲し立てた奈津希の後ろ姿を見送った鈴木君は、深いため息を漏らした。

「忙せわしないところは、本当に昔と変わらないな」

「やっぱり奈津希は昔からあんな感じだったんだ」

「あぁ、高校生の時はもっとうるさかったけど」

　今よりも元気な奈津希が想像できて、苦笑いしてしまう。

　それにしても理人さんが一週間前に言っていた、〝次のステップ〟というのが、病院で私たちの結婚を公表することだったなんて。

　家族や職場では仲が良い夫婦でいようと約束したけれど、突然すぎない？　それも両家に挨拶を済ませた次の日の理事会で、理人さんは私と結婚することを報告したというのだから驚いた。

　せめてひと言欲しかった。あっという間に噂が広まっちゃって彼のファンからの鋭い視線にさらされ、まさに針の筵むしろだったのだから。

　だけど理人さんが私のことを〝大切な存在〟と言ってくれたり、病院ですれ違いざまに声をかけてくれたりして、そのおかげで彼のファンは表立って私になにも言うことはできないようで、今のところはただ視線を感じる以外なにもない。

　それも一週間も経てば慣れとは恐ろしいもので、今だってこうして食堂でご飯を食べているだけでチラチラ見られているけれど、気にならなくなった。それは奈津希と鈴木君の存在が大きいのかもしれない。

「話は戻るけど、悪かったな。そんなに前に元カレと別れていたことに気付いてやれなくて」

　申し訳なさそうに言う鈴木君に、胸がチクリと痛む。

「ううん、そんな……！　言わなかった私が悪いんだから気にしないで」

　と言っても鈴木君の表情は晴れない。

　ふたりには半年前に元カレとは別れており、三カ月前から理人さんとの交際が始まってつい先日プロポーズされたばかりだと話した。

　これも理人さんと話を合わせたもので、お互い知人に聞かれたら同じ話をして矛盾点がないようにしている。

　だけど本当のところはつい先日元カレに振られたばかりで、その数日後に勢い余ってこっちから契約結婚を持ちかけたなんてことは、絶対に言えそうにない。

　奈津希は、患者さんの気持ちを伝えたことがきっかけで恋が始まったなんて素敵！とひとり盛り上がっていたけれど、鈴木君は違う。

　それよりも悲惨な振られ方をした時、私の力になれなかったことを申し訳なく思っているようだ。

　鈴木君はとにかく優しい人だった。それでいて気遣いもできる人でもある。

　三人で食事に行ったら決まって彼が率先して注文してくれるし、グラスが空くタイミングで店員を呼んでくれたりもする。

　そんな鈴木君に嘘をついていることに対して、罪悪感が半端ない。

「そうは言っても相当つらかっただろ？　浮気された挙句に相手は妊娠したっていうんだから」

　そうだよね、普通はあんな振られ方をしたら、すぐに立ち直ることはできないはず。そう思うと、やっぱり私もとっくに元カレへの気持ちは離れていたんだと今さらながら実感してしまう。だけどそれを正直に話したら怪しまれる。

「でも、理人さんのおかげで立ち直ることができたから本当に大丈夫だよ」

　当たり障さわりのない返事をしたつもりだったのに、なぜか鈴木君は目を見開いた。

「〝理人さん〟か。正直、噂を聞いた時は信じられなかったけど、実際に泉が高清水先生のことを名前で呼んでいるのを聞いたら噂は本当だったんだって実感したよ」

　ひと呼吸置き、鈴木君は真剣な面持ちで私を見る。

「泉は今、幸せ？」

　幸せなのか――。答えはもちろん……。

「うん、幸せだよ」

　理人さんとの結婚は私にとってメリットしかない。大好きな祖母を悲しませることなく、あんなに喜ぶ姿を見ることができたのだから。

　その思いで言うと、鈴木君は「そっか」と力なく呟いて目を伏せた。

「泉が幸せなら友達として心配することはなにもないな。おめでとう、泉」

「う、うん。ありがとう」

　笑顔で言ってくれているのに、悲しげに見えるのは気のせいだよね？　いや、もしかしたら友達だったのに、今まで秘密にされていたことがショックだったのかも。

「あの、相談もせず、理人さんと付き合っていたことも言わなくてごめんね」

　私が逆の立場だったら、やっぱりどうして言ってくれなかったんだろうって寂しいと思う。

「いや、二岡が言っていたように相手があの高清水先生なら言えなくて当然だよ。……でも、今後はなにかあったらいつでも相談して」

「うん、わかったよ」

　私の返事を聞いてやっと鈴木君の表情は和らいだ。

「約束だからな？」

「わかったってば」

　念を押して言う彼にクスリと笑えば、鈴木君もまた笑う。

　初めてできた男友達という存在だ。鈴木君とはこれからもいい関係を築いていけたらいいな。

　それから少しして飲み物を買ってきた奈津希が戻ってきて、再び理人さんのことを追及されっぱなしだった。




　午後の勤務も残りわずか。患者の会計を済ませて領収書を渡した。

「こちらが領収書になります。お大事になさってください」

「ありがとうございました」

　最後の患者の背中を見送り終えると、ふうと息が漏れてしまう。

　午後は主に予約分の診療や診療科によっては手術の予定が多く入っている。だから午前に比べたら忙しくないのに、今日はどの診療科も予約患者が多くて会計も途切れることがなかったから疲労困こん憊ぱいだ。

　シフトによって受診患者の会計窓口業務、入退院窓口業務と分かれている。どちらも大変だけれど、その日の患者数によっては会計窓口業務の方がつらいかもしれない。

　最終処理を終えて事務所に戻り、残りの雑務をこなしていると人もまばらになってきた。

「野々花、そろそろ終わる？」

　声をかけてきたのは帰り支度を終えた奈津希だった。

「うん。でもあと少しかかるから先に帰っていいよ」

　たしか今夜は、奈津希が毎週楽しみにしているドラマが放送される日だったよね。

「そう？　じゃあ悪いけど先に上がるね。お疲れ様」

「お疲れ様」

　手をひらひらさせてドアへ向かう奈津希を見送りながらパソコンに目を向け、私も早く帰ろうと残りの作業に取りかかった時。

「の、野々花ー！」

　今さっき帰ったはずの奈津希が、大きな声をあげて戻ってきた。

「もう仕事は終わり！」

「え？　なに急に」

　どうしたの？と聞く間もなく奈津希は私の腕を引いた。

「終わらないなら私が代わりにやっておくから、野々花は早く上がって」

　つい一分前にはドラマの放送を楽しみに帰ろうとしていたのに、代わりにやっておくってどういうこと？

「ちょっと奈津希ってば、いったいどうしたの？」

　わけもわからぬまま貴重品が入ったバッグを渡されてポカンとしていると、奈津希はニヤニヤしながらドアを指さした。

「ほら、早く帰らないと」

　彼女の指さす方向に目を向けたら、開いたドアの先で白衣を脱いだ理人さんが小さく手を振っていた。

「理人さん？」

　どうしてここに？　今まで一度も事務室に来たことなんてなかったのに。

　戸惑いを隠せずにいると、理人さんは残っていた他の医療事務員に「お疲れ様」と言いながらこちらに向かってきた。

「仕事は終わった？」

「えっと……」

　あと少しで終わりますと私が言うより先に奈津希が口を開いた。

「はい、野々花はちょうど今終わったところです！」

「ちょ、ちょっと奈津希？」

「お疲れ、野々花。また明日ね」

　一方的に言って奈津希は私の背中を押した。

「この後の予定は？」

「とくにないですけど……」

　私の返事を聞いて理人さんは「じゃあ行こう」と言って、私の腰に腕を回した。すると奈津希だけではなく、残っていた同僚たちも黄色い悲鳴をあげる。

　こうなっては離してくださいとは言えそうにない。職場でも円満夫婦を演じることと約束をしたのだから。

「はい」

　少しぎこちなくなってしまうのは仕方がないこと。理人さんみたいな人と少しでも身体が触れたら誰だってドキドキしちゃって冷静ではいられないもの。

　奈津希たちに見送られ、廊下を進む時も彼の腕は私の腰に回ったまま。それを見た廊下ですれ違う人たちからの視線をヒシヒシと感じる。

「見て、あれ」

「噂は本当だったんだ。羨ましい」

「ふたりが一緒にいるところを初めて見たけど、お似合いじゃない？」

　聞こえてくる声にいたたまれなくなる私とは違い、理人さんは満足げ。

「いい感じに俺たちのことが浸透しているな」

「そのようですね」

　私たちしか聞こえないボリュームで話した後、彼に聞いた。

「どうして急に事務室に来たんですか？」

「急患もなく、患者の容態も落ち着いているから早く上がれたんだ。だから衣装合わせに行こうと思って」

「行こうって言われても、衣装合わせの日は今日じゃないですよ？」

　予約が必要だし、この時間なら閉店しているはず。

「それなら大丈夫。以前、あそこの店の店主のオペを担当したことがあって、それ以来の付き合いなんだ。連絡を入れたら店を開けといてくれると言っていた」

　なるほど。店主は理人さんの患者だったんだ。

「でも疲れているんじゃないですか？　打ち合わせにも付き合っていただいていますし、衣装合わせは私ひとりでも大丈夫ですよ？」

　今日だってオペが入っていたはず。結婚式の打ち合わせに新婦だけが来ているカップルも多い。だから無理することないのに、彼は忙しい合間を縫ってできるだけ一緒に来てくれている。それだけで十分なのに。

「体力が基本の医者だぞ？　疲れていないさ。それに無理はしていない、打ち合わせもだが、俺が行きたいから行くんだ」

　甘い声で囁かれた言葉に胸がギュッと締めつけられる。

「それならいいですけど……」

　真まっ直すぐ前を見つめたまま、必死に胸の高鳴りを鎮しずめていく。

　どうして契約結婚の相手の私にここまでしてくれるのだろう。忙しいのだから面倒なことは私に任せておけばいいのに。

　優しい言葉をかけられると、まるで本当に理人さんと愛しあって結婚するような錯覚に陥ってしまうから気を付けないと。

　私と彼は期間限定の夫婦になるだけで、愛しあって結婚するわけではないのだから。

　それから駐車場へと向かい、理人さんが運転する車でドレスショップへと向かった。




「大変お似合いです！　新郎様も惚ほれ直されると思いますよ」

　ウエディングドレスを試着した私を見て、スタッフがべた褒めしてきた。

　ハリ感のあるパリッとした生地で、胸元がレースでウエストからふんわりと広がるＡラインのウエディングドレスは素敵だけれど、私に似合っているかわからない。

「そうでしょうか？」

「はい！　新郎様は新婦様をとても愛していらっしゃいますから」

　一点の曇りもない笑顔で言われたら、ただ「ありがとうございます」としか言えない。

　理人さんはとにかく外では私を心から愛しているように接してくる。家族の前と職場だけかと思いきや、結婚式の打ち合わせの席でもそう。

　ピタリと私に寄り添い、スタッフの前でもお構いなしに愛いとしそうに見つめてくるからたまったものじゃない。

「お待たせいたしました」

　スタッフにカーテンを開けてもらい、待っていた理人さんの前に立つ。すると彼は立ち上がりジッと私を見つめた。

「あの、どうでしょうか？」

　やっぱりドレスに負けちゃっている？　スタッフにすすめられるがまま試着したけれど、違うドレスにした方がよかった？

　なにも言わない理人さんに不安を覚える。だけど次の瞬間、彼は目を細めた。

「とても似合ってる。……綺麗だよ」

「えっ？」

「綺麗だ」

　繰り返し伝えられた言葉に、かあっと身体中が熱くなっていく。

「あ、ありがとう……ございます」

　なにこれ、どうしてこんなにドキドキしているの？　スタッフの前だから言ってくれただけなのに胸が苦しくてたまらない。

　目を合わせるのも難しくなる中、スタッフがクスリと笑った。

「それでは次のドレスの試着をしましょうか」

「はい、お願いします」

　ドキドキしていることに気付かれたくなくて、急いで試着室に戻った。

「やはり私の言った通りでしたね。新郎様、間違いなくウエディングドレス姿の新婦様に惚れ直されていましたよ」

「そうだといいんですけど」

　私の胸はまだ高鳴ったままで、笑ってごまかすだけで精いっぱいだ。

　だけどドレスを脱がせてくれているスタッフにも胸の鼓動は伝わっていたようで、「仲がよろしくて羨ましいです」と言われてしまった。

　理人さんは仲が良いフリをしているだけとわかっているのに、どうして私は毎回ドキドキしちゃうの？

　なぜか本当に彼に愛されていると錯覚してしまう。……そんなわけないのに。

　もう何度同じことを自分に言い聞かせてきただろうか。いい加減に慣れなくちゃ。




　私は理人さんと契約結婚をするんだ。私も割り切って仲が良い夫婦を演じなければいけない。

　まるで呪文のように理人さんと一緒に過ごす時に頭の中で唱え、少しずつ慣れてきた頃。

　理人さんとの契約から三カ月後に家族や友人、病院関係者を大勢招いた私たちの結婚式が盛大に執り行われた。

「あなたはこの女性と結婚し、夫婦になろうとしております。あなたは健康な時もそうでない時も、この人を愛し、この人を敬い、この人を慰め、この人を助け、その命の限り固く節操を守ることを誓いますか？」

　神父の問いに、白のタキシード姿の理人さんは力強い声で「はい、誓います」と述べた。

　次に私の名前を呼び、神父は同じ言葉を述べていく。

　参列客の中には、この日を心待ちにしてくれていた祖母がいる。さっきも控室で私のウエディングドレス姿を見て涙を浮かべ、心から祝福してくれた。

　おじい様だって今日が楽しみで仕方がなかったと言っていたじゃない。大丈夫、彼となら三年間、ちゃんと夫婦を演じることができるはず。

　私も誓いの言葉を述べ、最後に神父は「それでは誓いのキスを」と言う。

　ゆっくりとベールがめくられると、タキシード姿のカッコいい理人さんが鮮明に見えた。

　これから誓いのキスをするというのに、決してこの人を愛してはいけないなんておかしな話だ。でも好きになってはいけない人。それを彼は望んでいないのだから。

　ゆっくりと端整な彼の顔が近付くスピードに合わせて目を閉じる。最初で最後になるだろう理人さんとのキスで、私たちの契約結婚生活はスタートしたのだった。










条件２．お互いの生活に干渉しない




　六時になると設定しておいたスマホのアラームが鳴り、その音で目が覚めた。手探りでベッドサイドにあるスマホを探して音を止める。

　広すぎるクイーンサイズのベッドにひとりで寝ることにも、一カ月過ぎた今は慣れてきた。でも……。

　ベッドから降りてカーテンを開けると、都内の景色が眼下に広がり苦笑いしてしまう。

「まだこの高層階に住んでいることには、なかなか慣れないな」

　私と理人さんの新居は病院からも近い、彼が住んでいたタワーマンションの最上階。セキュリティは万全で二十四時間常駐のコンシェルジュもいる。

　地下道でスーパーやショッピングモールにも繋がっていて、買い物には困らない。マンション内にはクリニックや歯医者、それにジムもあって以前の暮らしとの雲うん泥でいの差にも、いまだに慣れていなかった。

　寝室のドアを開けて廊下に出ると、シンと静まり返っている。どうやら昨夜ゆうべも帰ってこなかったようだ。

　廊下を突き進み、三十畳あるリビングダイニングに入る。

「朝ごはんはなににしようかな」と、ひとり言を呟きながら冷蔵庫の中を確認した。

　一応食材はそれなりに揃っているけれど、どれもひとり分だけ。

　理人さんが忙しい人だとはわかっていたことだけれど、結婚して一カ月が経つというのに、家に帰ってきたのは荷物を取りにきた数回のみ。

　それも滞在時間、わずか一時間だ。その一時間でシャワーを浴びただけ。

　おかげでこの広いマンションにひとりで生活させてもらっている。

　部屋の間取りは３ＬＤＫ。寝室は私がひとりで使わせてもらっていて、彼は書斎で寝ている。

　他にもうひと部屋客室があるが、万が一に家族が家に遊びに来た時に備えて、ふたりで眠っているように見せるため寝室はクイーンサイズのベッドにした。しかし、こんなにも理人さんが家に帰ってこないなら、下手なカモフラージュは必要なかったのではないだろうか。

　新婚旅行に関しては、半年先まで彼のオペの予約が入っているからお預けとなっている。おかげで私は契約とはいえ、本当に結婚したとは思えない生活を送らせてもらっていた。ただ、質素なひとり暮らしが豪華なほぼひとり暮らしに変わったくらいだ。

「だけど、こんな生活を三年間続けるだけでいいなら、本望かもしれない」

　祖母直伝の紅ショウガと白だし入りの厚焼き玉子を作りながら、これまでの生活を思い出す。

　結婚前はとにかく仲が良いことをアピールするために、やたら理人さんが近付いてきていた。でも結婚してからというもの、私たちの関係は周知の事実となり、結婚に向けて仕事をセーブしていた理人さんに対するオペも集中し、彼は以前にも増して多忙となった。

　それもあって、私たちは夫婦らしい時間を過ごしていない。もちろん病院内で顔を合わせればちゃんと会話をするけれど、ほんのふた言、三言だ。

　結婚するにあたって生活に関してはお互い干渉しないと決めた。寝室はもちろん別だし、食事だって別々にとることになっている。

　家事に関しては家政婦が一日置きに来てくれるよう手配してもらい、家の中は常に綺麗。生活に必要な物は自由に買っていいとカードを渡され、想像以上の好待遇に申し訳なくなるほどだった。

　もちろんいくら夫婦になったからといって、これは理人さんが稼いだお金だ。言われた通り、生活に必要な物しか購入していない。

　とにかく私は契約とはいえ、なに不自由ない贅沢な暮らしをさせてもらっていた。

「でも、やっぱりこの広い部屋にひとりなのは、最後まで慣れない気がする」

　厚焼き玉子や味み噌そ汁しるの味に満足しつつも、ひとりで食べていると味気ないし寂しい。もともとひとり暮らしだったけど、部屋が変わるとこうも感じ方にも変化があるとは……。

　食事を終え、食器の片付けを済ませてから乾燥機にかけておいた洗濯物を取り出す。

　今まで洗濯物は部屋干ししていたけれど、最新の洗濯乾燥機を買ってもらったおかげで、回せば畳むだけと楽になった。

　もちろん洗濯も別々。そういえば理人さんがこの洗濯乾燥機を使っているところを見たことがない。

　洗濯物はどうしているんだろう。たしか病院にもランドリー室はあるから、そこで済ませているのかな？

　いや、洗濯だけじゃない。食事はどうしているんだろう。昼はたまに食堂で会うけれど、朝と夜は？　仮眠室で寝ているだろうけど、ちゃんと眠れているのかな？

　理人さんのことを考えていたらいつの間にか手が止まっていることに気付く。

「やだ、なにやってるの？　私。お互いの生活には干渉しないって約束なんだから」

　頭ではわかってはいるけれど、私だけこんないい暮らしをさせてもらっているから、なんか妙に気になってしまうというか……。これではウインウインの関係ではない気がしてならない。

　とはいえ、私には心配する資格がない以上、なにもできない現状に余計にモヤモヤしていた。

「あ、時間……！」

　考え事をしていたらだいぶ時間が経っていたことに気付き、急いで残りの洗濯物を畳み、出勤する準備に取りかかった。




「ねぇ、野々花と高清水先生の不仲説をさっき聞いたんだけど大丈夫なの？」

「……えっ？」

　午前中の勤務を終え、食堂に移動して朝作ったお弁当を食べていると、少し遅れて休憩に入った奈津希がやって来た。

　その彼女が来るや否や、声を潜めて聞いてきたことに驚き固まる。

「私だって更衣室で先輩たちに聞かれた時は耳を疑ったよ？　結婚式のふたりは本当に幸せそうだったし、そんなこと絶対にあり得ないとわかってはいるけど心配で……」

　その気持ちは奈津希の表情を見れば、痛いほど伝わってくる。

　だけどまさかそんな噂が広まっていたなんて……。どうしてだろう、職場では顔を合わせたらちゃんと話をしているのに。

「先輩たちは、どうして私と理人さんが不仲だって思ったんだろう」

　不思議に思いながら聞いたものの、「それは……」と言って奈津希は言葉を濁した。

　そして彼女が視線を下げた時、「それは新婚なのに、高清水先生が家に帰っていないからだよ」と言いながら、鈴木君が私の隣に腰を下ろした。

「普通、新婚となればどんなに短い時間でも家に帰るものなのに、高清水先生は連日仮眠室で過ごしていて、家に帰っても二時間も経たずに戻ってくるとなれば、そんな噂が流れても仕方がないんじゃないか？」

　鈴木君は淡々とした口調で言いながら、そばを啜る。

「ちょっと鈴木君、言い方！」

「なんだよ、二岡だって同じことを思っているからさっき泉に聞かれても言えなかったんだろ？」

「……っ」

　食べる手を止めて言った鈴木君の声は冷めていて、どこか苛いら立だっているようにも感じる。それに対して奈津希はなにも言い返さずに唇を噛かみしめた。

　鈴木君の言っていることは正しいのだろう。だから奈津希もなにも反論しないんだ。でもそっか、それで不仲だって噂が流れていたなんて初耳だった。

「ふたりとも、心配してくれてありがとう。だけど大丈夫だから」

　心配かけたくなくて笑顔で言ったものの、奈津希は今にも泣きそうな声で「本当に？」と聞いてきた。

「うん、本当。奈津希だって理人さんが以前から多忙な人だって知っているでしょ？　結婚したからといって自分の患者を放って家に帰るような人だと思う？」

「そう、だよね……高清水先生は第一に患者を大切にするドクターだもの。鈴木君！　所詮、噂は噂でしかないんだよ！」

　奈津希は信じてくれたようで、「安心したよ！　あ、先輩たちには私がしっかりと噂は嘘だって言い回っておくからね」と言ってやっと定食を食べ始めた。

「本当のところはどうなんだ？」

　しかし鈴木君は腑ふに落ちないようで、スマホに集中している奈津希に気付かれないよう小声で聞いてきた。

「どうなんだって言われても……さっき話したことがすべてだけど？」

　平静を装よそおって言っても、鈴木君は顔をしかめた。

「なぁ、泉……俺、言ったよな？　なにかあったらいつでも相談してって。普通はさ、新婚なら少しでも一緒にいたいと思うものじゃないの？　俺なら結婚したらたとえ会える時間が一分だとしても家に帰るけど」

　私の真意を探るような目で言われると、鈴木君にはすべて見透かされている気がしてしまう。

　それに彼の言っていることは間違っていない。普通の新婚夫婦なら、わずかな時間でもいいから会いたいと思うはず。

　鈴木君はたしか今は外科で研修中だった。理人さんが家に帰っていないことを誰よりも知っているから余計に心配してくれているんだよね。

「ありがとう鈴木君、心配してくれて。でも本当になにもないから大丈夫だよ。それに鈴木君ならわかるでしょ？　理人さんがどんなドクターなのか」

　私はドクターである理人さんをほとんど知らない。知っているのは患者に寄り添い、誰よりも真摯に治療に取り組んでいるという人伝いの姿だけ。そんな私よりも彼の下で働く鈴木君の方がきっとわかっているはず。

「そうだな、高清水先生は結婚したからといって、仕事のスタイルを変えるような人じゃない。……俺が悪かった」

「ううん、そんな。私のためを思って言ってくれたってわかってるから。なんかここ最近、心配ばかりかけてごめんね」

「謝るなよ！」

　大きな声に私はもちろん、奈津希も驚き鈴木君に目を向けた。

「悪い、大きな声を出して。俺は泉に謝ってほしくて言ったわけじゃないから」

「あ……うん、それはもちろんわかってるよ」

　びっくりしながらも返事をすると、鈴木君はトレイを持って席を立った。

「この後、高清水先生のオペに助手で入るから、早く戻って準備するわ」

「う、うん。わかった。頑張ってね」

　鈴木君は「サンキュ」と言ってこちらを見ることなく行ってしまった。

「え？　なに、どうしたの？　鈴木君があんな大きな声を出すなんて珍しくない？　喧けん嘩かでもした？」

「ううん、違うよ」

　喧嘩はしていない。ただ、私が言葉を間違えただけだと思う。鈴木君は友達として心配してくれていたのに、私が謝ったりしたからだ。

「そう？　それならいいけど……」

　今度会ったら「ごめんね」じゃなくて、「ありがとう」と伝えよう。それと「理人さんとはうまくいっているから大丈夫だよ」とも。




「あぁー、今日の午後も予約患者が多いんだよね。いいなぁ、野々花、今日は入退院窓口担当で」

「でも退院予定の患者も多いから、こっちも大変だよ。それに入院予定の患者も多いし」

「確かに会計だけじゃなくて説明もしなくちゃいけないからねぇ」

　そんな話をしながら食堂を出て荷物を置くために更衣室に向かっていると、遠くの方で手術着姿の理人さんたちドクターが歩いているのが見えた。

「あ、高清水先生だよ、野々花」

　いつも病院で見かける彼は白衣姿が多いから、手術着姿は新鮮だ。だけど心なしか疲れている気がする。

「声をかけなくてもいいの？」

「うん、手術の合間の休憩みたいだし、他の先生もいるのに迷惑になるだろうから」

「そんなことはないと思うけどなぁ。だって疲れている時に愛する妻に会えたら嬉しいものじゃない」

　今にも私の背中を押して、話してきなよと言い出しそうな奈津希に先手を打つ。

「奈津希、メイク直しもするんでしょ？　だったら急がないと休憩時間終わっちゃうよ」

「本当だ、やばい」

　先に歩き出した奈津希に胸を撫で下ろしながら私も後を追う。その途中に離れていく理人さんの後ろ姿を見る。

　よく考えると私は理人さんのことをほとんど知らない。大変な仕事だと認識していたけど、一緒に暮らして想像以上の激務だと思い知った。

　いくら契約の関係でお互いの生活に干渉しないといっても、さすがに心配するレベルだ。

　来月にはオペの数も減って落ち着くと言っていたけど、その前に理人さんが倒れない？　なにか私にできることはないのかな。

　考えてみたものの、医者じゃない私には力になれそうなことはなにも思い浮かばない。ただ、いつ帰ってきてもお風呂に入って疲れを取れるようにするくらいだった。

　後は不仲だと思われないように立ち振る舞うこと。彼のおかげで祖母を安心させることができて、贅沢な暮らしをさせてもらえているのに、なにも返せない自分にやりきれなさを感じながら午後の勤務に就いた。




　それからも理人さんは忙しい日々が続いた。たまに帰ってきているようだけど私が寝てからの夜遅い時間で、朝出るのも私が起きる前。

　宿直ではない日にも、オペした患者の経過を気にかけて病院に泊まる日もあった。だから家ではまったく顔を合わせることなく、すれ違う日々を過ごして十日が過ぎた日の朝。

　いつもの時間に起きてスマホを見ると、珍しく理人さんからメッセージが届いていた。それを見てすぐに目も覚めてメッセージ文を追う。

【昨夜はお風呂を沸かしたままにしておいてくれて助かった。ありがとう】

「よかった、お風呂に浸つかれたんだ」

　毎日自分が入った後にお湯を張っておいたけど、今まで一度も入った形跡がなかった。

　寝室を出てすぐに浴室に向かうと、いつもは浴槽に残っているお湯が綺麗に抜かれていた。

　たったそれだけのことなのに、理人さんの役に立てた気がして頬が緩む。

「あ、返信」

　すぐに【お疲れ様です。毎日お風呂を沸かしておくので、帰ってこられる日は入って疲れを取ってください】と送った。

　既読がつかないからもう仕事をしているのだろう。私も朝食とお弁当を作った後、朝食を済ませて身支度を整え、家を出た。




　今日は一日、入退院窓口業務。いつもに比べて入退院する患者は少ないものの、救急搬送された救命室からの入院患者が多かった。

　入院予定となっていた患者とは違い、救命室からの入院患者は突然の事態に気が動転している家族がほとんど。できるだけ要点を絞って簡潔に伝えるようにしている。

　退院する患者とは違い、これから入院する患者の家族は不安や戸惑いもあってこちらの説明を聞き逃してしまうこともあるため、大事なところはマーカーペンを引いて説明をすることを心がけてもいた。

「今日は入院患者が多くて大変だったわね」

「そうですね」

　一緒に業務にあたった先輩と片付け作業をしていると、先輩が「あ」と声をあげた。

「どうしました？」

　作業する手を止めて先輩を見れば、深いため息を漏らしながら一通の封筒を手に取った。

「入院患者の書類、一通外科病棟に送り忘れちゃってたよ。急いで行ってくる」

「それなら私が行きますよ」

　先輩はひとり親で四歳になる娘さんを育てている。だからいつも仕事が終わるとすぐに病院内にある託児所へ急いで迎えにいっていた。

「え、でも……」

「早く上がって娘さんを迎えにいってあげてください。きっと先輩のことを待ってますよ」

　戸惑う先輩にそう言うと、「ごめん、ありがとう」と言って私に封筒を渡した。

「これくらいお安い御用です」

　ひとりで娘さんを育てるのは大変なはず。

「本当にありがとう。泉さん……じゃなかった。高清水さんが出産後も仕事を続けるなら、その時は私も協力するからね」

　そんな日はこないとわかっていても、善意で言ってくれている先輩に伝えられるわけもなく、「ありがとうございます」と返した。

「それじゃお願いします。お先に上がるね」

「はい、お疲れ様でした」

　作業を終え、先輩とは別れて入院病棟の五階へと向かう。

　高清水総合病院は一般病棟と入院病棟、それと救命室とがんセンターに分かれている。一般病棟と入院病棟は渡り廊下で繋がっているけれど、救命室とがんセンターはそれぞれ独立した建物になっているため、一度外に出なければならない。

　渡り廊下で繋がっているとはいえ、玄関にある会計窓口から向かうとなると結構な距離がある。

　五分ほどでたどり着き、無事に書類を届けることができた。踵を返してエレベーターホールへ向かっていると、「ちょっといいかしら」と背後から声をかけられた。

　振り返った先にいたのは、四十歳くらいの看護師で、厳しい表情で近付いてくると私の前で足を止めた。

「ごめんなさい、引き止めたりして」

「いいえ、大丈夫です。あの、もしかして書類になにか不備がございましたか？」

「ううん、書類のことじゃなくて……こっちに来て」

　周囲を見ながら看護師は私の腕を引き、近くの談話室に入った。そしてドアを閉めて真っ直ぐに私を見つめる。

「部外者が口出すことじゃないってわかっているんだけど、あなたを見かけたら言わずにはいられなくなってしまって」

「なんでしょうか」

　仕事のこと？　それともここは外科だし、理人さんに関すること？

　緊張が高まる中、看護師を見つめ返す。

「お節介ながらも、以前から高清水先生の食生活を心配していたのよ。あなたと結婚して少しはマシになるかと思ったら変わらないじゃない？　ねぇ、高清水先生って家でも食に関して興味がないの？」

「それは……」

　どうしよう、なんて答えればいい？　普通の夫婦なら知っていて当然のことだよね？　答えによっては怪しまれるかもしれないと思うと、なにも言えなくなってしまう。

「その様子だと、家でも変わらずみたいね。私の主人もドクターでね、高清水先生と同じで、食事しなくても平気で仕事をする人だったの。その時間さえ惜しいようで栄養ドリンクや栄養補助食品だけで済ませることもほとんどだった。まさに今の高清水先生のようにね」

　嘘、理人さんってばそんな食生活をしているの？

　ギョッとする私に看護師は続ける。

「とにかく患者第一の人で睡眠もろくにとらなくてね、案の定身体を壊して今ではクリニックを開業してやっているわ」

「そうなんですね」

　そうだよね、いくら健康に気を付けていたって無理をすれば身体を壊す。

「職種が違うと言いづらいと思う。私もそうだったから。でも結婚して家族になったなら立場は同じ！　嫌でしょ？　主人が早死にしちゃったら。だからあなたには強くなってもらって、ぜひ高清水先生に食事と睡眠はしっかりとるように言ってほしいの。彼が倒れたら外科は回らなくなるしね」

　彼女の言う通りだ、理人さんの治療を待つ患者は後を絶たない。それなのに彼が倒れてしまったらどうするの？

「あの、すみません。理人さん……あ、しゅ、主人はいつも昼食や夕食はどんなものを食べているんでしょうか？」

　昼食はたまに食堂で食べているところを見かけているけれど、毎日ではない。それも決まった時間に昼食がとれるわけではないだろう。

　気になって聞いてみたら、看護師によると理人さんは基本的に食事をとらないらしい。見兼ねた同僚が食堂に誘っているとか。

　食事中も患者のカルテを見ていることが多く、夜の急変にも対応できるよう、気になる患者がいると何日も病院に泊まっているようだ。

「高清水先生より腕のいい医者はいないかもしれないけど、他の先生たちは高清水先生がすべてひとりで抱え込んでしまうから、頼ってもらえなくて反感を買うはず。食事管理に加えて、誰かを頼ることも必要だとあなたから伝えてもらえたら……と思って声をかけさせてもらったの」

　そう言うと彼女はそっと私の肩に触れた。

「それぞれ家庭の事情もあるでしょうけど、できたら妻であるあなたからもう少し体調管理をしっかりするよう言ってもらえたら嬉しい。それに高清水先生に言えるのはあなたしかいないからね」

　彼女の言う通り、言えるのは私だけだ。たとえ契約結婚だとしても一緒に暮らしている以上、理人さんの体調を心配する資格はあるはず。

「はい、わかりました」

「ありがとう」

　怒られる覚悟で少しでも意識を変えてくれるように言ってみよう。




　そう意気込んだものの、理人さんが家に帰ってこないことには話もできない。かといって電話やメッセージでする話でもないし、できれば顔を見て言いたいところ。

「今日は絶対に寝ない」

　金曜日の夜、仕事中の理人さんに何時までも待っているから帰ってきてほしい、話したいことがあるとメッセージを送った。

　時刻は二十一時を過ぎたが、理人さんからの返信はない。既読もついていないから、まだ仕事中なんだよね。

　でも本来なら今日は宿直じゃないから、家に帰っている時間だ。メッセージに気付いて帰ってきてくれたらいいんだけど……。

「あ、夜食にうどんでも用意しておこうかな」

　野菜をたくさん入れて、少しでも栄養のあるものをとってもらいたい。まだまだ帰ってこなさそうだし、いらないと言われたり、帰ってこなかったりしたら明日の私の朝ごはんにすればいい。

　キッチンに向かい、さっそく調理に取りかかる。

　そういえばこうやって誰かのために料理を作るのは久しぶり。元カレには付き合い始めの頃よく作っていたけれど、たしか一年が経った頃に実は人の手作りのご飯が苦手だって衝撃の事実を聞かされて、それ以降は作ったことがなかった。

　今思えば、あの頃から少しずつ元カレに対する気持ちが離れていたのかもしれない。やっぱり結婚したら、自分の手料理を食べてもらいたいもの。

「理人さんは食べてくれる人だといいな」

　そう願いながら野菜を刻み、しっかり煮込んで味付けをしていると玄関のドアが開く音が聞こえてきた。

　火を止めてキッチンから出ると同時に、廊下に続くドアが開く。すると理人さんが慌てた様子で駆け込んできた。

「悪い、遅くなって」

「い、いいえ」

　そのまま彼は私の前で足を止めると、心配そうに顔を覗き込んできた。

「なにがあった？　もしかして父と母が家に来たのか？　なにか言われた？」

　矢継ぎ早に聞かれ、答える暇も与えてもらえない。

「それとも野々花自身になにかあったのか？」

　どうやら私があんな意味深なメッセージを送ってしまったせいで、なにかよからぬことがあったのだと勘違いさせてしまったようだ。

「すみません、変なメッセージを送っちゃって。違うんです。ただ、理人さんと会って話したいことがあったから帰ってきてほしかっただけなんです」

「じゃあなにか起こったわけじゃないんだな」

「はい、ご心配をおかけしてしまってすみませんでした」

　理人さんは安心したのか、表情を緩めた。

「それならいい。……悪い、食事するタイミングで帰ってきてしまって。話は食べ終わったら聞かせてくれ」

　そう言ってリビングから出ていこうとする理人さんの腕を、咄とっ嗟さに掴んでしまった。

「野々花？」

　当然理人さんは困惑している。

「大丈夫、話ならちゃんと聞くから。野々花が食べている間にシャワー済ませてくるよ」

　私を安心させる優しい声色に、たまらず腕を掴む手の力が強まる。

「あのっ……！　もし理人さんさえよければ、食べてくれませんか？」

「えっ？」

「遅い時間ですし、重いメニューじゃなくてうどんを作ったんです。ひとりじゃ食べきれない量を作っちゃいましたし、迷惑じゃなければ……」

　なんで私、こんなにテンパっちゃっているんだろう。普通に理人さんのために作ったって言えばいいのに、それがなぜか恥ずかしくて言えない。

　次第に理人さんの顔を見ることができなくなり、ゆっくりと視線が下がる。すると彼はクスリと笑った。

「ちょうど小腹が空いていたんだ。俺も食べていいなら食べさせてほしい」

「もちろんです！　待っててください、すぐに準備しますね」

「あぁ。じゃあ俺は着替えてくる」

　急いでキッチンに戻り、スープの味見をする。満足のいく味になっていることを確認し、器にふたり分盛りつけてテーブルへと運んだ。

　着替えを終えた理人さんが飲み物とお箸を用意してくれて、初めて食卓に向かい合って座る。

「いただきます」

「はい、いただきます」

　彼に続いて手を合わせたものの、反応が気になって食べるどころじゃない。理人さんがうどんを啜り、つゆを飲み終えるのを待つ。

　どうかな？　口に合うといいんだけど。

「ん、うまい」

「……本当ですか？」

「本当」

　それを聞いて頬が緩んでしまい、慌てて私もうどんを啜った。

「薄味で俺好み。野々花が多めに作ってくれて、それにタイミングよく帰ってこられてよかったよ」

　そう話す理人さんの顔をまじまじと見ると、目の下にはうっすらと隈くまが見える。それに心なしか痩せた気がする。

　結婚式後はとくに忙しかったからかもしれないけれど、きっと理人さんはこれまでも同じような生活を送っていたんだよね。

「このうどんは、理人さんのために作ったんです」

　箸を持つ手を止めて私を見る理人さんは、目を瞬しばたたかせた。

「今日、外科の看護師さんに理人さんの食生活が心配だって言われました。それと働きすぎだとも」

「そう、だったのか。……悪かったな、余計な気遣いをさせてしまって」

　違う、謝ってほしいんじゃない。

「だけど気にしなくていいから。今後は俺のために食事を用意しないでいい」

　わかってる、私たちはお互いのことに干渉してはいけない関係だって。でも……！

「無理ですよ、気になります」

「えっ？」

　手にしていた箸を置き、理人さんの瞳をとらえた。

「お互いの生活に干渉しないと約束しましたが、それは健康であってこそです。それに理人さんが体調を崩したら、夫婦仲を疑われます。……なにより理人さんが倒れたらおじい様が心配しますよ」

　おじい様のことを持ち出すのは卑ひ怯きょうかもしれないけれど、そこまで言わないと彼はこれまでの習慣を改めてくれない気がする。

　すると理人さんは深いため息を漏らした。

「わかった、これからは気を付ける。野々花に迷惑をかけないようにするよ」

　ダメだ、理人さんは全然わかっていない。いや、私の言葉が足りないのかもしれない。

「理人さんを心配することは、私にとって迷惑なことじゃありません。それに私ばかりよくしてもらって、これではウィンウィンな関係じゃないです」

「でも最初に今のような生活をすると約束しただろ？」

　戸惑いながらも言う理人さんに、自分の思いをぶつけた。

「そうですけど嫌なんです、理人さんになにも返せない自分が。仕事だから仕方がないのかもしれませんが、もっと自分の身体を大切にしてほしいですし、そのためにも周りの人をもっと頼ってほしいんです」

「野々花……」

　それが理人さんと一緒に働く人たちの願いでもあるから。

「もちろん理人さんの生活スタイルに関して口出すつもりはありません。ただ、食事と睡眠だけはしっかりとってください。……新婚なのに病院に泊まってばかりで不仲説まで流れているんですよ？」

「そうなのか？」

「はい。夫婦円満をアピールするためにも、家に帰れる時は帰ってきてください。お風呂に浸かって疲れを取ることも大切です。それと食事管理も任せてもらえませんか？　ひとり分を作るのもふたり分も作るのも変わりません。決して負担になんてならないですから」

　自分でもなぜこんなにも必死にお願いしているのか理解できない。……ただ、理人さんが心配なだけ。健康で仕事に取り組めるよう、私にできることならなんでも協力したいと思ったの。

　しかし理人さんは眉間に皺しわを寄せて考え込んでいる。

　やっぱり迷惑だろうか。最初に条件を決めた時、自分の生活スペースに踏み込んでほしくないのかなって感じてはいたけれど……。

　なにも言うことなく答えを待つこと数分、理人さんは真剣な面持ちで私を見つめた。

「本当に無理していない？　負担にならないんだよな？」

「はい！」

　すぐに答えた私に対して、理人さんは表情を和らげた。

「俺たちは普通の結婚をしたわけではないし、野々花に俺のことで手を煩わせるつもりもなかった。……でも正直、自分でも今の生活をずっと続けていたら身体に悪いということはわかっていたんだ。これを機に生活習慣を見直してみるよ」

「それじゃ……！」

「あぁ、野々花さえよければ俺の分の食事もお願いしたい。それとこれからはできるだけ家に帰って休むようにするよ」

　彼の言葉を聞き、嬉しくて笑みがこぼれた。

「ぜひそうしてください。あ、嫌いな食べ物やアレルギーなどはありますか？」

「とくにないよ、なんでも食べられる」

「それは作り甲が斐いがあります」

　再び箸を手に持ち、うどんを啜る。

　不思議、ここでの生活が始まって何度も食事をしているのに、今日のうどんがとびっきり美お味いしく感じる。

「俺も楽しみだよ、野々花の手料理」

「期待に応えられるよう頑張りますね」

　それはきっと理人さんと一緒に食べているからだ。誰かと食事をすることが、最高のスパイスになるんだ。

「ありがたいけど、逆に野々花が頑張りすぎて倒れるなんてことはやめてくれよ」

　理人さんがからかい口調で言うものだから、ついムキになって「大丈夫です！」と大きな声で言えば、彼は顔をクシャッとさせて笑った。

　理人さんの笑顔はすごい破壊力を持っている。ほとんど笑ったところを見たことがないからだろうか、胸が苦しくてたまらない。

「アハハッ。そんなにムキになって言わなくてもわかってるよ」

「……それならいいですけど」

　ひと言返すだけで精いっぱいの私は、残りのうどんを勢いよく啜っていく。

　その後も理人さんと他愛ない話をしながら過ごした夕食のひと時は、楽しくて幸せで、そして胸が苦しかった。










条件３．自由に生活してもいい




　理人さんに食事管理を任されてから、私の起きる時間は少しだけ早くなった。

　キッチンに向かって冷蔵庫の中を確認し、朝食やお弁当のおかずを考える。

「朝ごはんは鮭さけを焼いて、漬けておいた茄子の漬物でしょ。後は……あ、金平ごぼうもあった」

　メニューが決まったところで、お弁当と朝食を平行して作っていく。

　お弁当には、理人さんお気に入りの紅ショウガ入りの厚焼き玉子を必ず入れてほしいと言われている。その他に今日は豚肉のアスパラ巻きや茄子の煮浸しに加え、彩りにミニトマトを入れてみた。

「うん、美味しそうにできた」

　料理中はついひとり言が多くなり、苦笑いしてしまう。

　自分の分も作って残りの朝食の準備に取りかかる。そしておかずをテーブルに並べ終えた頃に理人さんが起きてきた。

「おはよう、野々花」

「おはようございます。ご飯、少し待っててください」

　理人さんは身支度を整え終えていて、朝食を食べたらすぐに出勤するのだろう。

　急いでキッチンに戻ると、彼も入ってきた。

「手伝うよ。ご飯をよそえばいい？」

「すみません、ありがとうございます。じゃあ私はその間にお弁当を準備しちゃいますね」

「了解」

　オペラッシュも落ち着き、私の話を聞いて考え直してくれたようで、すべて自分で抱え込まずに後輩に術後観察は任せるようになったらしい。ほぼ毎日家に帰ってきてくれて、夕食と朝食をともにしている。

　理人さんは料理が苦手らしく、前に何度か作ってみたものの、うまくできなかったようだ。でもその分、こうしてできることは積極的に手伝ってくれている。

　ふたり分のお弁当を包み終える頃には、理人さんが私の分もご飯をよそい、お茶まで用意してくれていた。

　いつものように向かい合って座り、お互い手を合わせる。

「「いただきます」」

　一緒に食べるようになってから、毎回理人さんがご飯を食べてどんな反応をしてくれるのかを見るのが楽しみになった。

　今日も箸を持ったまま彼の様子を窺っていると、味噌汁を飲んだ瞬間、顔を綻ばせた。

「いつも言っているけど、野々花が作る味噌汁が本当にうまい」

「ありがとうございます」

「紅ショウガ入りの厚焼き玉子も美味しいし、最近は食事が楽しみで仕方がないんだ」

　最高の褒め言葉をもらえて気恥ずかしくなり、私も味噌汁を飲む。

「私の料理は全部おばあちゃん直伝なので、おばあちゃんが聞いたら喜ぶと思います」

　味噌汁の作り方も漬物の漬け方も、厚焼き玉子だって全部祖母が教えてくれたものだ。

「確かに挨拶に行った時にご馳走になった料理もうまかった。……でも俺は野々花が作るご飯が一番好きだよ」

　サラッと言われたひと言に、思わず味噌汁で噎むせそうになり、慌ててお茶を飲んだ。

「えっと……ありがとうございます」

　とくに深い意味はないとわかってはいるけれど、私が作ったご飯が一番好きって言われて、ときめかない女子は絶対にいないと思う。それを理人さんはなにげなしに言うんだから。

「今日の弁当もなにが入っているのか楽しみだよ」

「教えましょうか？　おかず」

　すると理人さんは慌てて「楽しみが減るからいい」なんて言うものだから、思わず笑ってしまった。

　理人さんとは食事をともにとるだけだけれど、その分この時間はかけがえのないものになった。他愛ない話をしては笑って、夕食時にはその日の話をしたりしていると、本物の夫婦になったような錯覚を覚えるほど。

　だからなのか、この生活には終わりがあると考えると、少し寂しく思う自分もいた。




「うわぁ、野々花の今日のお弁当も美味しそう」

「ありがとう」

　理人さんのお弁当を作るようになってから、栄養バランスや彩いろどりにも気を付けるようになった。それを毎回奈津希が褒めてくれて嬉しい。

「私はあまり料理得意じゃないから、毎日お弁当とか苦痛でしかないんだけど、正直つらくないの？」

「うん、つらくないよ。むしろ楽しいかな」

　小声で聞いてきた奈津希は私の話を聞き、あからさまに嫌な顔をした。

「うえぇー料理が楽しいなんて私は一生思えないなぁ」

「わからないよ？　奈津希もいつか楽しいって思える日がくるかもしれないじゃない」

「ううん、絶対にない！」

　きっぱり断言してご飯を食べ進める奈津希も、結婚したら変わるかもしれないと思うんだけどな。

　きっと今の奈津希にはなにを言っても否定されちゃいそうだから、これ以上は言わないでおこう。

　手を合わせてお弁当を食べ始めた時、「お疲れ」と言って鈴木君が私の隣に座った。

「お疲れ様。鈴木君も休憩に入れたんだね」

「あぁ、俺はね」

　今日の鈴木君のお昼ごはんは、病院内にあるコンビニで買ったサンドイッチと珈コー琲ヒーだけのようだ。それを見た奈津希が心配そうに口を開いた。

「え、鈴木君それだけで足りるの？」

「うん、足りる。それに食べ終わったら午後のオペの勉強もしたいんだ」

　ここ最近、鈴木君はオペに助手として入ることが増えてきたようで、休憩時間も惜しんで勉強をしている。

「えらいねぇ、鈴木君は。なに？　やっぱり外科医を目指すの？」

「うーん……どうだろう。でも今のところは外科医になりたいって気持ちが大きいかな。学ぶことが多くてやり甲斐もあるしな」

　奈津希の質問に答えた鈴木君は生き生きとしていて、仕事が楽しいって気持ちが伝わってくる。

「んー、やっぱこれだけじゃ物足りないな」

　あっという間にサンドイッチを食べ終えた鈴木君は、私のお弁当と奈津希の唐揚げ定食をチラッと見る。

「あげないよ？　私、お腹なかペコペコだから」

　慌てて唐揚げを頬張る奈津希に鈴木君は「お前、本当に昔から食い意地が張っているよな」と嫌みを言う。

「そうだよ、私は食い意地が張っているからあげないからね」

　開き直ってパクパクと食べ進める奈津希を鈴木君は恨めしそうに睨む。見かねて鈴木君の前にお弁当箱を置いた。

「よかったら好きなおかず食べていいよ」

「え？　いいのか？」

「うん、味は保証できないけどそれでもよければどうぞ」

「サンキュ」

　嬉しそうに言った鈴木君が手に取ったのは、理人さんが好きな紅ショウガ入りの厚焼き玉子だった。それをひと口で食べると、目を見開く。

「うまいな、これ」

「ありがとう」

　鈴木君も甘いよりしょっぱい厚焼き玉子が好きなようだ。

「高清水先生が毎日お昼を楽しみにしている理由に納得いくよ」

「えっ？」

　理人さんの話に反応してしまうと、すかさず奈津希が「なに？　高清水先生がどうしたの？」と話に入ってきた。

「これまでご飯を食べる時間さえ惜しんで仕事をしていたのに、今ではしっかり休憩を取って嬉しそうに手作り弁当を食べているんだ。医局内みんな驚いているよ」

「なにそれ、素敵！　もう～誰よ、不仲説を流したのは。すっごいラブラブじゃない」

　興奮する奈津希に拍車をかけるように鈴木君は続ける。

「それに宿直の日以外、病院に泊まらないようになったし、家に早く帰りたいのか気になる患者のケアを周りに任せてくれるようにもなった」

「高清水先生ってば、早く野々花に会いたくて仕方がないんだ」

　ふたりに生温かい目で見られ、非常にいたたまれなくなる。でも夫婦円満だと思われているならそれでいい。

「正直、つい最近までは本当に泉のことが心配だったけど、あんな高清水先生を見たら安心するしかないよ。うまくいっているみたいでよかった」

　しみじみと話す鈴木君に、奈津希は何度も首を縦に振る。

「玉子焼き、ご馳走様」

　そう言って立ち上がると、鈴木君は私の肩をポンと叩たたいて行ってしまった。

「鈴木君、今が一番忙しそうだし落ち着いたらご飯でも奢おごって労いたわってあげようか」

「そうだね」

　外科が一番忙しいって言っていたし、他の科に移動したタイミングで奈津希と食事に誘ってみよう。

「それにしても高清水先生って愛妻家なんだね」

「え？　なに急に」

「だって野々花が作ったお弁当を嬉しそうに食べていたんでしょ？　それに最近は早くに家に帰っているっていうし」

　それはただ単に彼の好きなおかずが入っているからだし、生活習慣を見直すと決めたから仕事も無理しないように努めているだけだと思う。

「おかげで前よりは視線を感じたり、コソコソと言われたりすることが減ったんじゃない？」

「……そうかもしれない」

　奈津希の言う通り、なにか言われていると感じたり、見られたりといったことがなくなってきた。

「きっとみんな高清水先生が野々花にべた惚れだから諦めたんだよ。愛されていて羨ましい」

　ニヤニヤして私を見る奈津希に、笑ってごまかす。

　注目を集めていた時はちょっぴり仕事がやりづらかったから助かるけど、でもこれはこれで困る。だって三年後には離婚予定だし、そうなったらまた噂の的になってしまうだろう。

　そう思うと離婚を機に転職も考えた方がいいかもしれない。慰謝料はくれるって言っていたし、思い切って辞めてしばらくの間は祖母との時間を楽しむのも手かも。

「私も早く彼氏見つけなくちゃ。野々花も私に素敵な相手が見つかるように祈ってて」

「うん、頑張れ」

　奈津希は明るくて話しやすい子だし、きっと近いうちに素敵な出会いがあるんじゃないかな。

「ありがとう！　じゃあさっそく今度合コン行ってみようかな。実は先輩に声をかけられているんだ。あ、もちろん野々花は誘わないから安心してね」

「いい報告が聞けるのを楽しみにしているよ」

　私がそう言うとやる気が漲みなぎったのか、奈津希は「頑張ってくる」と気合十分に言って残りのご飯を食べ進めていく。

　そんな彼女にクスリと笑ってしまいながら私もお弁当に箸を伸ばした。

　就職してから誰とも付き合ったことがないようだし、本当に奈津希にいい出会いがあるといいな。

　それからふたりで他愛ない話をしながら昼食を済ませ、午後の勤務に就いた。

　仕事を終えて帰宅したのは、十八時半を回った頃。帰りにスーパーに寄ったから少し遅くなってしまった。

　理人さんは急患などがなければ、十九時過ぎには帰ってくるから急いで夕食の準備をしないと。

　買ってきたものを冷蔵庫にしまっていると、スマホが鳴った。電話の相手を確認したら祖母からだった。

　どうしたんだろう、こんな時間に電話なんて滅多にかけてこないのに。

　もしかしてなにかあったのかもしれないという不安を抱きながら、電話に出た。

「もしもし」

《ののちゃん？　今、電話大丈夫？》

「うん、大丈夫だよ。なにかあった？」

　電話越しに聞こえてきた声は明るくて、ひとまず胸を撫で下ろす。キッチンから出てリビングのソファに座り、祖母の話に耳を傾けた。

《ううん、なにもないんだけどね、久しぶりにののちゃんの声が聞きたくなったの》

　以前は週に一回は電話で連絡を取りあっていたのに、結婚して二カ月半経つというのに一度も電話をしていなかった。

「ごめん、なかなか連絡ができなくて」

《いいのよ、たよりがないのは元気な証拠だっていうしね。新しい生活を始めたばかりで忙しかったんでしょう？　大丈夫？　身体は壊していない？》

「うん、大丈夫だよ。おばあちゃんこそ元気？」

《私は元気よ。今日も町内会のみんなと公民館で映画鑑賞会をしたの》

　楽しそうに話す祖母の声に、自然と頬が緩む。

「そうなんだ、楽しかった？」

《えぇ、みんなで大笑いしちゃったわ》

　どうやら見たのはコメディ映画のようだ。その後も他愛ない話で盛り上がる。

《落ち着いたらいつでも帰ってきていいからね。理人君も大歓迎よ》

「うん、ありがとう。近いうちに帰るね」

　これまでは最低でも月に一度は祖母の様子を見に家に帰っていた。それは結婚後も続けていかないと。

　祖母はひとりでも平気だと言い張るけれど、今年で八十三歳になる。歳を重ねるごとに心配は尽きない。

《楽しみにしているわ。その時は連絡をちょうだいね》

「わかったよ。またね」

　通話が切れた画面を見ると、通話時間はたったの十分だった。前は平気で一時間は電話で話していたのに。きっと祖母は気遣ってくれたのだろう。今度の休みにでも帰って祖母の様子を見てこよう。

「あ、ご飯……！」

　あと五分で十九時になってしまう。急いでキッチンに入って調理に取りかかる。今日は時間がないし、簡単に親子丼にしよう。

　冷蔵庫から材料を取り出したところで、玄関のドアが開く音がした。

「嘘、もう帰ってきちゃったの？」

　急いで作ろうとした時、廊下に続くドアが開いた。

「ただいま」

「おかえりなさい。すみません、今からご飯の用意をするので少し待っててくれませんか？」

　彼に言いながら鶏とり肉にくのパックを開けるより先に、理人さんが「待った」と言った。

「それなら、たまには外食しよう」

「外食ですか？」

「あぁ、いつも作ってもらっていて大変だろ？」

　全然負担には思っていないんだけどな。でもせっかくの彼の好意にここは甘えてもいいかな？　それに理人さんだってたまには外で食べたいのかもしれないし。

「わかりました」

　出した材料を冷蔵庫にしまい、キッチンから出る。

「よし、じゃあ行こうか」

「はい」

　そういえば結婚してからふたりで外食するのは初めてだ。いったいどこに連れていってくれるんだろう。

「車で三十分くらいかかるところなんだけど、疲れてない？」

「私は平気ですけど、理人さんこそ大丈夫ですか？」

　私は免許を持っていないから彼に運転してもらうことになってしまう。

「俺も大丈夫。じゃあそこに行こう」

　玄関を出て地下の駐車場に向かう途中、彼は電話で予約を取ってくれた。




　そして彼の運転で向かった先は完全個室の日本料亭。

　懐石料理を予約してくれていて、テーブルに並べられた料理は盛りつけも綺麗で美味しそう。

「「いただきます」」

　すっかりふたりで手を合わせてから食べるのが習慣になっていて、自然と互いに笑みがこぼれる。

「この店さ、じいちゃん行きつけで俺もよく連れてきてもらっていたんだ。どの料理も味付けが違っていて繊細でうまいから食べてみて」

「はい、ありがとうございます」

　理人さんの言う通り素材ひとつひとつの味付けが異なっていて、参考にもなる。

「ご馳走様でした。どの料理も本当に美味しかったです」

「それならよかった。また今度来よう」

「……はい」

　三年あれば、あと数回は理人さんと来ることができるよね。でも逆に考えれば、数えるほどしか一緒に来ることができないんだ。

　そう思うと、家でのんびりと食事をするのもいいけど、たまには彼とこうして楽しく外食するのもいいのかもしれない。

　ふたりで過ごせる時間が決まっているからこそ、無駄にしたくないな。

　そんなことを考えながら食後の玄米茶とデザートのあんみつに舌した鼓つづみを打つ。

「本当にいつもご飯を作ってくれてありがとう」

　急にお礼を言い出した理人さんを見ると、目を細めて優しい顔で私を見つめていたから白玉が喉に詰まりそうになり、慌ててお茶で流した。

「どうしたんですか？　急に」

　そういう顔は心臓に悪いからやめてほしいところ。

「仕事をしながらじゃ大変だろ？　それなのにいつも栄養バランスを考えて作ってくれてさ。感謝してもしきれないよ」

　改めて言われると、気恥ずかしくなる。

「そんなことありませんよ。料理はもともと好きでしたし、それに理人さんがいつも美味しいって言って食べてくれるから私も嬉しいんです。なので気にしないでください」

　ずっとひとりで食事をすることに味気なさを感じていたけど、一緒に食べてくれるようになって私も感謝しているから。

「そうはいかないよ。契約違反しているし、なにかお礼をさせてほしいんだ」

「お礼ですか？」

「そう。俺が渡したカードもほとんど使っていないだろ？　気にせずなんでも好きなものを買ったらいい」

　好きなものと言われても困ってしまう。

「本当に気にしないでください。食材や必要な物だけで十分です」

　それに近くのスーパーは高級品ばかり取り扱っており、結構な金額を使わせてもらっているのだから。

　しかし理人さんは不満なようで、片眉を上げた。

「それはふたりで生活する上で必要な物だろ？　野々花が使う物を買っていいよ」

「そうはいきません。自分の物は自分で働いたお金で買います」

　自分で稼いだお金で買うから洋服やバッグに愛着が湧く。好きな物をって言われてもかえって困ってしまうよ。

「それじゃ俺の気が済まない。じゃあ俺になにかしてほしいことは？　野々花の頼みならなんでも聞くよ」

　これはなにか提案しないことには折れてくれなそうだ。とはいえ、欲しい物なんてないし、理人さんにお願いしたいこともとくに浮かばない。

　どうしよう、なにかないかな。

　必死に頭を捻ひねる間も、理人さんは期待を含んだ目をして私の答えを待っている。

「えっと……」

　なにをお願いする？　家事はすべて家政婦さんがやってくれているし、料理で手伝ってもらうことはないし……。

　考えること数十秒、祖母の顔が頭をよぎった。

「あ、理人さん。難しいかもしれませんが今度、休みが合う日があったら一緒におばあちゃんの家に行ってくれませんか？」

「もちろんいいが……それが頼み？」

　想定外だったようで理人さんは目を瞬かせた。

「はい、実は今日おばあちゃんから電話があって、理人さんとふたりで遊びに来てほしいと言われたんです。なので一緒に来てくれると嬉しいです」

「もちろん行くさ。でもそうか、そうだよな。結婚したからこそ、定期的に顔を見せにいくべきだ。野々花、俺の祖父にも一緒に会いにいってくれないか？」

「はい、ぜひ！」

　そうだよね、祖母もおじい様もきっと私たちふたりで遊びに行ったら、絶対に喜んでくれるはず。

「ありがとう。明日、出勤したら週末に休めるよう調整できるかみんなに相談してみよう」

「わかりました。お願いします」

　さっそく明日、祖母に今度理人さんと行くことを伝えよう。その時の祖母の反応を想像しながら残りのあんみつを頬張る。

「それにしても野々花は欲がないな。なんでも好きな物を買っていいって言われたら、ブランド品とか買いたいって思うものじゃないのか？」

「人それぞれじゃないでしょうか？　私はブランド品には興味がありませんから。それに自分で働いて稼いだお金でないと、買っても大切にできない気がするんです。やっぱり自分で買ってこそ愛着が湧くものじゃないですか？」

　思ったことを言ったものの、理人さんは意外そうに目を見開いた。

「なるほど、確かに一理あるな」

「もちろんプレゼントしてもらえたら嬉しいですし、大切にしますよ。だけど、あくまでその人が選んでくれたものだからであって、欲しい物を欲しいだけ買ってもらえても私は嬉しくありません」

　理人さんが稼いだお金は自分のために使ってほしいとも思う。それだけ大変な仕事をしているのだから。

　しかしふと、これまでの理人さんの交遊関係を思い出して慌てて言った。

「あ、もちろんこれまで理人さんがお付き合いされてきた女性を咎とがめているのではありませんよ？　それにプレゼントしたのは理人さんの気持ちですし！」

　つい思ったまま言っちゃったことを激しく後悔する。理人さんは理人さんなりに女性を喜ばせようと思ってしたことだと思うし。どうしよう、怒らせちゃったかな？

「それが悪いわけではなくてですね……」

　必死に言い訳をしていると、理人さんは我慢できなくなったように噴き出した。

「アハハッ！　そんなに必死に弁解しなくてもいいよ」

　声をあげて笑いながら理人さんは続ける。

「野々花に言われて、これまでの自分の浅はかな行いを後悔したし。むしろ気付かせてくれてありがとう」

「えっと……どうしたしまして？」

　なんて言ったらいいのかわからなくて疑問形で言うと、また理人さんは笑う。

　こんなにも声をあげて笑う姿は初めてだ。理人さんの笑った顔は素敵だなって思っていたけれど、大笑いする姿はまるで少年のようでちょっとかわいい。

　笑うと目尻に皺ができるという新発見もして目が離せなくなる。

「野々花と一緒にいると、色々なことに気付かされるな。……今度はどんなことを教えてくれるのか楽しみだ」

「私が理人さんに教えることなんてないですよ？」

「いいや、きっとたくさんあるよ」

　自信満々に言う彼に言葉が詰まる。でも私も生活をともにする中で、新しい理人さんを発見できるのが楽しみでもある。

「これからもよろしくな、奥さん」

「はい、こちらこそお願いします。……旦那様」

　理人さんに合わせて返したものの、自分で旦那様と言って恥ずかしくなる。

　すると彼はまた目をクシャッとさせて笑うものだから、私の胸はギュッと締めつけられてしまった。










条件４．必要があれば、協力しあうこと




　土曜日、私と理人さんは家を出て祖母の自宅へと向かった。

「いらっしゃい、ののちゃんに理人君。よく来てくれたわね。どうぞ上がって」

　玄関でにこやかに出迎えてくれた祖母に、理人さんとふたりで来られて本当によかったと思う。

　一緒に祖母の家に行ってほしいとお願いした次の日、さっそく理人さんは他のドクターに相談をしてくれて、オペの予定もなかったことから調整してもらい、土日と休めることになった。

　なんでも理人さんが言うには、休ませてほしいと言った時、みんな耳を疑ったようで聞き返されたそうだ。そして快く休みを変わってくれたとか。

　それを照れくさそうに話す姿が意外で、ちょっぴり胸がときめいてしまった。

　祖母はわざわざ洋菓子店でケーキを買ってきてくれたようで、昼食前だというのに紅茶とともに出してくれた。

「これはおやつよ。お昼ごはんは張り切ってたくさん作っちゃったから、いっぱい食べていってね」

　とは言うけれど、ケーキはひとつじゃなくふたつずつ出されたのに、さらに昼食もたくさん食べられるだろうか。

「ありがとう、おばあちゃん。いただきます」

「お気遣いいただき、ありがとうございます。甘い物は好きなので嬉しいです」

　理人さんは祖母の好意を無下にせず、ぺろりとケーキを二個食べてしまった。私も食べないわけにはいかなくなり、食べる様子を眺める祖母の期待に応えるように美味しく完食した。

「おばあちゃん、すごく美味しかったよ。ご馳走様」

「いいえ、喜んでもらえてよかったわ。あ、紅茶のおかわり持ってくるね」

　祖母は足どり軽く台所へ向かっていく。

「すみません、理人さん。ケーキを二個も食べてもらっちゃって。この後、ご飯も出てきますが大丈夫ですか？」

　祖母がいない隙に小声で聞くと、理人さんは首を横に振った。

「よくオペ前に高カロリーな物を食べているせいか、甘い物は本当に好きなんだ。それにまだ余裕があるから大丈夫だよ。せっかく用意してくれたんだ。できるだけ食べるつもりさ」

　そう言ってくれるのはありがたいけれど、祖母が張り切ると昔からかなりの量を作っていたから、今日も三人では食べきれないほど作っている気がする。

「おばあちゃんのことを気遣ってくれて嬉しいですが、無理はしないでくださいね？　明日は理人さんのおじい様に会いに行くんですから」

「わかってるよ」

　祖母がどれだけ作ったかわからないから不安が募る。そしていよいよお昼の時間を迎えた。

「さぁ、好きなだけ食べてちょうだい」

　満面の笑みで手を広げる祖母がテーブルに並べたのは、ブリの照り煮に肉じゃが、茄子のお浸し、ひじき煮、ポテトサラダに唐揚げ。さらには厚焼き玉子にメンチカツに味噌汁と想像以上に大量のご馳走だった。

　これには、さっきまで余裕そうに言っていた理人さんの顔も引きつっている。

「理人君が好きな物がわからなかったから、ひと通り作ってみたの。お口に合うといいんだけど」

「あ……ありがとうございます。とくに食べられない物はないので大丈夫です。では、いただきます」

「はい、どうぞ」

　理人さんが最初に箸を伸ばしたのはポテトサラダだった。ひと口食べた彼は目を見開いた。

「うまい」

「本当に？　よかった。あ、他のも食べてみて」

「いただきます」

　その後も祖母にすすめられるがまま次々と食べていく理人さん。その表情は無理して食べているようには見えない。

　だけど少しでも苦しそうだったら私が止めてあげなくちゃ。

　そう思いながらも私も祖母の手料理を食べ進めていく。

「野々花が料理上手なのは、おばあ様が教えてくださったからだと聞きました」

「えぇ、そうなの。ののちゃんは物覚えが早い子でね。料理もすぐに上達したわ。ののちゃんの料理は美味しいでしょ？」

「はい、とても美味しいです。野々花が毎日お弁当を作ってくれるおかげでお昼が楽しみになっています」

　理人さんの話を聞いて祖母は「まぁ、そうなのね」と言いながら微笑ましそうに私と理人さんを交互に見た。

「仲良くやっているみたいで安心したわ。あ、理人君。食べ終わったら、ののちゃんのアルバムでも見る？」

　突然とんでもないことを提案した祖母にギョッとなる。

「ちょっとおばあちゃん!?」

「ぜひ見せてほしいです」

　理人さんが私の声に被かぶせて言うと、祖母は「じゃあ早く食べちゃいましょう」と勝手に話を進めてしまった。

　べつに特段変わったものがあるわけではないけれど、子供の頃の写真を見られるのは恥ずかしい。あれ？　見られたらまずい写真とかなかったよね？

　不安がよぎり、理人さんの服の裾を掴んだ。

「私の子供の頃の写真なんて見てもつまらないですよ？」

「そんなわけないだろ？　野々花の幼少期の写真なんだから」

　にっこり笑顔で言う理人さんに、顔が引きつる。

「ふふふ、本当にふたりは仲が良いのね。ののちゃんは昔からかわいかったのよ、理人君」

「そうでしょうね」

　サラッと言ったけれど、絶対そんなことを思っていませんよね？　理人さん。

　それからも何度か阻止しようとした私の努力も虚むなしく、食後に祖母はたくさんのアルバムを持ってきた。

「生後間もない写真からいきましょうか」

「そうですね」

　祖母に渡されたアルバムをめくる理人さんの隣で、私も変な写真が入っていないか覗き込む。だけどどの写真も上手に撮られたものばかりで、綺麗に整理されていた。

「あ、これがののちゃんの亡くなった両親よ。……ふたりとも本当にののちゃんを大切にしていてね。この写真からも伝わってくるでしょ？」

　三人で写る写真を見ると、両親が私を見つめる目は優しくて、ふたりとも笑顔だった。

「ののちゃんのお父さんなんて、生まれてすぐにお嫁に出したくないなんて言い出したのよ？　あの時は本当に笑っちゃったわ」

　昔を懐なつかしむ祖母に、私までうるっとなってしまう。

　幼稚園から小学校、中学校の入学式までは三人で写っていたのに、途中で私と祖母だけの写真に変わった。

「ののちゃんの成長を楽しみにしていたのも、幸せを願っていたのも両親だったわ。だからね、私はなにがあってもののちゃんが結婚するまではふたりのもとへいけないって思ったの。私にはふたりに代わってののちゃんの幸せを見届ける義務があるから、頑張って長生きしなくちゃって」

　両親が他界した後もこうして私が幸せな人生を歩んでこられたのは、祖母のおかげだ。祖母がいなかったら、今の私はいないと思う。

「これからも長生きしてもらわなくちゃ困るよ？　だってこれまで育ててもらった分、孝行させてもらわなくちゃいけないんだから」

「そうですよ、俺にも野々花と一緒に孝行をさせてください」

　すかさず言ってくれた彼の言葉が嬉しくて、ますます目頭が熱くなる。

「ありがとう。……実はね、ふたりに頼みたいことがあるの」

　改まって言う祖母に、私と理人さんは顔を見合わせる。

「なに？　頼みたいことって」

「俺たちで力になれることがあったら、遠慮なく言ってください」

　すると祖母は立ち上がり、タンスの中から一通の封筒を持って戻ってきた。

「近々、この家を売って施設に入ろうと考えているの」

「施設って……」

　想像もしていなかった話に言葉が続かない。

「介護申請をしてついこの間、認定が下りたの。ケアマネジャーさんにも相談して、何カ所か見学に行ってきたのよ。だけど、どこがいいか決めかねていて……」

　そう言いながら祖母は数冊のパンフレットを封筒から出した。

　まさか祖母が施設に入ることを考えていたなんて……。昨日今日決めたことじゃないよね？　いつから考え始めたんだろう。

　呆然とする私に代わり、理人さんがパンフレットに目を通していく。

「おばあ様がどんな暮らしをしたいかが重要だと思います」

「ケアマネジャーさんにも同じことを言われたわ。今のところ、自分のことは自分でできるし、施設に入ってもなるべくお世話になりたくないと思っているの」

「それでは、サービス付き高齢者向け住宅はいかがですか？　二十四時間スタッフが常駐していますし、必要に応じてデイサービスや訪問介護を利用することもできるそうです」

　理人さんはある施設のパンフレットを開いた。

「施設のレクリエーションや外出イベントにも自由に参加できるようですよ」

「あら、ここいいわね。それにしても驚いたわ。理人君、詳しいのね」

　私もそう思った。どこでそんな知識を得たのだろうか。

「祖父もおばあ様と同じく独居なので、利用できるサービスはないか色々と調べたんです」

「あら、そうだったの」

　そうだったんだ。……すごいな、理人さんは。ちゃんとおじい様のことを考えて行動している。それに比べて私はなにやっていたんだろう。

　もちろんひとりで暮らす祖母を心配していた。でも心配していただけで、今後の祖母の生活を真剣に考えたことがなかった自分が恥ずかしい。

「一度、一緒に施設の見学に行ってくれないかしら。ののちゃんと理人君にも実際に見てもらって意見を聞きたいの」

「もちろんです。毎日生活するんですから、慎重に決めましょう」

「ありがとう、理人君。……ののちゃんもお願いね」

　私の様子を窺う祖母に我に返り、慌てて笑顔を取り繕った。

「うん、わかったよ」

　私の話を聞き、ホッとした顔を見せた祖母はその後も理人さんに施設について相談していたけれど、私は話に入っていけず、ただ聞いていることしかできなかった。




　自宅に着いたのは十六時過ぎだった。お土産にもらったたくさんの料理を詰め直して、冷蔵庫や冷凍庫にしまっている間も、頭の中は祖母のことでいっぱいだった。

　祖母はどんな思いで祖父との思い出が詰まった家を売り、施設に入ることを決めたんだろう。

　片付け終わったものの、キッチンから出ることなく呆然と立ち尽くしていると、着替えを済ませた理人さんが入ってきた。

「野々花、珈琲でも飲む？」

「あ……そうですね」

　すぐに準備をしようとしたけれど、理人さんに背中を押された。

「俺が淹れるから野々花は休んでてくれ」

「え？　でも」

「いいから」

　そのまま彼に追い出されてしまった。お言葉に甘えてリビングのソファに腰かける。少ししてキッチンから珈琲の芳かんばしい香りが漂ってきた。

「お待たせ」

「ありがとうございます」

　私にカップを渡すと、理人さんは隣に座った。

「いただきます」

「どうぞ」

　いつも使っている珈琲豆なのに、不思議と理人さんに淹れてもらうと美味しく感じる。

「今日は色々あって疲れただろ？　……大丈夫か？」

「……はい」

　笑顔を取り繕って珈琲を飲む。

「色々とおばあちゃんの相談に乗ってくださり、ありがとうございました。……私はなにもわからなかったので助かりました。おばあちゃんも心強く感じたはずです」

　笑顔で話そうとしていたのに、次第に表情が強こわ張ばっていくのを感じて慌てて顔を伏せた。

「本当にありがとうございました」

　やだな、どうして泣きそうになるの？　祖母が施設に入ることを考えていることに気付けず、無知な自分が悪いんじゃない。

　それなのに、相談してくれなかったことが悲しくて、祖母にとって私は頼りにならない存在なのかもしれないと思うとつらいなんて……。

　気を抜いたら涙がこぼれそうで、必死にこらえる。

　理人さんがカップをテーブルに置く音が聞こえたかと思ったら、私が手にしていたカップを奪われた。

「えっ？」

　咄嗟にそのカップを目で追う。彼は私の分もテーブルに置き、私の肩に腕を回してそっと抱き寄せた。

　すぐに鼻を掠かすめた爽やかなマリンブルーのコロンの香りに心臓が飛び跳ねた。

「え……え？　理人さん？」

　突然のことにパニックになり、出そうになっていた涙も引っ込んだ。

　どうしたの？　急に。

　困惑する中、理人さんは優しい手つきで私の頭を撫でた。

「無理するなよ」

　苦しそうに言われたひと言に耳を疑う。

「もし俺が野々花の立場だったら、どうして相談してくれなかった？と落ち込むと思う。……でもおばあ様は決して野々花を頼らないと決めているわけではないと思う」

「理人さん……」

　彼は私の髪を撫でながら続ける。

「必要があれば、協力しあおうと約束しただろ？　今がまさにその時だ。つらい時や悩む時があったら俺を頼ってくれていいし、弱音を吐いてくれてもいい。だから無理して笑うのはやめろ」

　どうして理人さんはこんなにも優しいんだろう。ただの契約上の関係で、三年後には離婚するのに……。

　なぜわかってくれたの？　祖母に頼りにされなかったことがつらくて悲しいってことも、私が欲しい言葉も全部。

「あんまりですよ、理人さん。……泣かないつもりだったのに、そんなこと言われちゃったら我慢できる自信がありません」

「だったら我慢しなくていい。俺しかいないんだから、思いっ切り泣いたらどうだ？　すっきりするぞ」

　クスクスと笑いながらも、ポンポンと私の頭を撫でる彼の手は優しくて涙が溢あふれた。それに気付いた理人さんは、テーブルの上にあるティッシュボックスを私に差し出す。

「使う？」

「……はい」

　数枚手に取り、涙を拭って流れそうになる鼻水をかむと理人さんは「ふふ」と笑う。

「豪快だな」

「私を泣かせた理人さんのせいです」

「それは悪かった」

　抱き寄せられた時はドキドキして戸惑っていたのに、今は彼の温もりを感じて落ち着く自分がいる。心地よくてずっとこのまま甘えていたいと思うほどに。

「おばあ様はきっと、野々花のことを考えて施設に入ることを決めたと俺は思う。相談しなかったのも野々花の気持ちを考えてだろう」

「そう、かもしれませんね」

　優しい祖母なら、私の結婚が決まったら生活の邪魔をしないように施設に入ろうと考えるかもしれない。

「おばあ様が幸せに暮らせるところを一緒に探してあげよう。それで頻繁に顔を見せにいこう。サービス付き高齢者向け住宅なら外出も自由だ。旅行に連れていってもいい。そういった孝行の仕方があってもいいんじゃないか？」

　きっと祖母も打ち明けるのに、勇気がいったと思う。話してくれた以上、祖母の気持ちに寄り添い、祖母が望む生活をしてもらうのが一番だよね。

「これまでおばあちゃんとは旅行になかなか行けなかったので、連れていってあげたいです」

「俺も祖父を連れていってあげたいな。身体のことを考えると近場になっちゃうけど今度四人で行こうか」

「いいですね」

　いつの間にか涙は止まり、顔を上げると理人さんと目が合う。すると彼はふわりと笑った。

「じゃあ契約書に追記しないとな。夫婦生活の条件として家族旅行も含むと」

「そうですね」

　どちらからともなく笑ってしまう。

　離婚が決まっている契約結婚のはずなのに、こうして私に寄り添ってもらったら理人さんとはまるで本物の夫婦になったように錯覚してしまう。

　いくら協力し合うと約束したとはいえ、理人さんは本当に優しく接してくれるよね。

　私も彼になにかあったら力になりたいと思うし、できるなら理人さんとの日々がずっと続いたらいいのにと思ってしまった。










契約を破る気持ちの変化には、どう対処したらいいですか？




「よく来たな、理人に野々花さん！　元気だったか？」

　次の日、訪れたのはおじい様の自宅。早い時間に来てほしいと言われ九時過ぎに到着すると、元気な姿で出迎えてくれた。

「俺たちは元気にやってたよ。そういうじいちゃんこそどうなんだ？」

「ちゃんとお前たち名医の言うことを聞いているから、元気に決まってるだろ？」

　茶の間に移動すると、すぐに家政婦がお茶とお菓子を持ってきてくれた。

「ゆっくり茶でも飲んでいけと言いたいところだが、そうはいかん。これを渡したくて早くに呼んだんだ」

　おじい様がテーブルの下から出したのはなにかのチケットだった。

「なにこれ」

「遊園地のフリーパス券だ」

　得意げに言うおじい様に、私と理人さんは顔を見合わせる。

「理人のせいで新婚旅行にも行けていないんだろ？　会いに来てくれたのは嬉しいが、ふたりで過ごせる時間は限られている。無駄にせずに一緒に楽しい時間を過ごすことが夫婦円満の秘ひ訣けつだ」

　おじい様は私たちにチケットを差し出した。

「とはいえ、孫夫婦の顔を見れないのも寂しいから、これからもちょっとの時間でいいから顔を見せにきておくれ。今日のようにどこかに出かけるついででもかまわないから」

「じいちゃん……」

　理人さんは戸惑っているけれど、ここはおじい様の気持ちを尊重するべきだよね。

「理人さん、せっかくチケットをいただいたんです。行ってみませんか？」

「そうだぞ、理人。仕事ばかりしていないで、野々花さんとの時間を大切にしなさい」

　私とおじい様に言われ、彼は「わかったよ」と言ってチケットを受け取った。

「チケット、ありがとうございました。帰りにお土産を届けに寄りますね」

「そうだな、じいちゃんが好きそうなお土産を買ってくるよ」

　私の提案に嬉しそうに言う理人さんを見て、おじい様は顔を綻ばせた。

「ありがとう、じゃあふたりが届けてくれる土産を楽しみにしているよ」

　笑顔のおじい様に見送られ、私たちは車で一時間ほどの距離にある遊園地へと向かった。

　渋滞などなく、順調に車を走らせる中、理人さんが口を開いた。

「さっきはありがとう。……正直、せっかく会いに来たのにどうして追い出すようなことをするんだ？って思ってしまって。今ならじいちゃんなりに俺たちのことを考えてくれた優しさだって理解できるよ。助かった」

「いいえ、そんな。私が理人さんでも同じことを考えていたので。不思議ですね、立場が違えば異なった角度で物事を解釈できました」

「そうだな」

　昨日がいい例だ。理人さんがいなければ祖母の相談に乗ることはできなかっただろうし、前向きな気持ちになれることもなかったから。

「祖母が亡くなってから、祖父は仕事ばかりでふたりの時間を十分に取れなかったのを悔やんでいたのを思い出したよ。俺には同じ思いをしてほしくないのかもしれない」

「きっとそうだと思います」

　だからますます理人さんとは本物の夫婦ではないことに、罪悪感を抱いてしまう。

「遊園地を満喫して、喜ぶお土産を買っていきましょう」

「あぁ」

　嘘をついてしまった手前、最後までその嘘をつき通す必要がある。おじい様が亡くなるまで理人さんとの関係は本物だって演じ続けよう。

　改めてそう心に誓った。




　遊園地に着いたのは十一時前。日曜日ということもあって多くの人で混雑していた。

「どのアトラクションも結構な待ち時間だな」

「そ、そうですね」

　パンフレットを見ると、たくさんの絶叫アトラクションがある。

　そうだ、ここは絶叫アトラクションが豊富なことで有名なところだった。実は昔からこういった乗り物は得意じゃなくて、友達と来ても私は荷物番やカメラ係を買って出ていたんだった。

　理人さんは平気そうだよね？　どれから乗るか迷っているようだし。せっかくプレゼントしてくれたチケットを無駄にすることがないよう、これは腹を括くくって乗るしかない？

　怖いと思ったのは子供の頃だったんだ、大人になった今は案外平気な可能性もある。

「まずはこれから乗らないか？　今のところ、一番待ち時間が少ないようだ」

　遊園地の公式アプリで待ち時間を確認してくれた彼が指さしたのは、高い地点から下ったり、一回転したりする最恐と有名なジェットコースター。

「これが日曜日に一時間も待たずに乗れるって滅多にないらしいぞ。行こうか」

　どうやら理人さんは絶叫アトラクションが好きなようで、心なしか浮足立っている気がする。そんな彼に実は苦手なんですとは言えない雰囲気だ。

「はい、そうですね」

　バレないように笑顔で言うと、理人さんは私の手を握った。

「早く行こう」

「えっ？　あっ」

　よほど楽しみなのか、理人さんは私の手を引いて走り出した。

　理人さんってば、待ちきれなくて走っちゃうほど好きなの？

　まるで子供のような意外な一面に、恐怖心が薄れていく。彼と一緒なら克服できるかもしれない。

　アトラクションの最後尾に並び、動いているアトラクションを見るたびに楽しそうな理人さんに必死に笑いをこらえた。




「大丈夫か？　野々花」

「すみません」

　いざ乗ってみたものの……やはり人はそう簡単に苦手なものを克服などできないようだ。

　ベンチでぐったりする中、理人さんは心配そうに買ってきてくれた炭酸飲料を私に差し出した。

　それを受け取ると、理人さんも隣に座る。

「悪かった、まさか絶叫アトラクションが苦手とは思わなくて」

　申し訳なさそうに話す彼に慌てて答えた。

「謝らないでください。言わなかった私が悪いんですから。それ大人になった今なら意外と平気かもしれないと思ったんです。結果は苦手なものは苦手なままでしたが、それが証明できて乗った甲斐がありました」

　どうにか気にしてほしくなくて言葉を並べるものの、なかなか理人さんの表情は晴れない。

「まだ気分悪いか？」

「いいえ、だいぶよくなってきました」

　炭酸飲料を飲んだらすっきりした。

「それならよかった。もう少し休んだら、野々花が乗りたいものに乗ろう」

「え？　そんないいですよ」

　だって私が乗れるものといえば、子供が乗るようなものだ。それに理人さんを付き合わせるわけにはいかない。

「私のことは気にせず、理人さんが乗りたいものに乗ってきてください。好きなんですよね？　絶叫アトラクション」

　こういう機会でもなければ、多忙な理人さんが遊園地に来ることは難しいはず。

「大丈夫だから。それに祖父が言っていただろ？　ふたりの時間を大切にしろって。なによりせっかくふたりで来ているのに、野々花と一緒じゃなければ楽しくないさ」

「えっ？」

　その言葉にドキッとした私を置き去りにして、理人さんは優しく私の背中をさすってくれた。

「野々花が楽しんでくれれば俺も楽しいから大丈夫」

　なにそれ……。でも私も同じ気持ちだ。さっきだって楽しそうな理人さんを見たら、乗れると思えた。彼と一緒に乗って「怖かったね」「また乗りたい」って言いながら笑いあいたかった。

　それは私だけじゃない、理人さんも同じなんだ。

　そう思うとなんとも言えない感情が押し寄せてきて胸が苦しくなる。

「野々花でも乗れそうなのは……ここら辺だな」

　そう言って彼がパンフレットに書かれている指さした場所は、幼児向けのアトラクションがあるエリアだった。

　申し訳ないけれど、確かにこれくらいしか私には乗れなさそうだ。

「メリーゴーランドとか、何年ぶりだろ。野々花、ゴーカートなら乗れそう？」

　理人さんは絶叫アトラクションだけではなく、乗り物全般が好きなのかもしれない。

「はい、それくらいなら乗れます。もうだいぶ落ち着いたので行きましょうか」

　残りの飲み物を飲み干して立ち上がったものの、理人さんは座ったままジッと私の様子を窺っている。

「無理してないよな？」

「していませんよ」

　そう答えると納得してくれたようで、彼もまた立ち上がった。

「乗れないと思ったら、遠慮なく言ってくれ」

「わかりました」

　手を差し出されて一瞬戸惑ったものの、彼の手を取る。すると理人さんはギュッと握りしめた。

「行こう」

「はい」

　今度は走ることなく私を気遣ってくれながら歩いてくれている。それが嬉しくて気恥ずかしくて、顔がニヤけそうになるのをこらえるのが大変だった。




「あの、理人さん。写真を撮ってもいいですか？」

「べつにかまわないけど、撮るならふたりで撮った方がいいんじゃないか？」

「いいえ、これは理人さんだけがいいんです！」

　困惑する彼にスマホを向けて、何枚も写真を撮る。

　最初に乗ったのはメリーゴーランド。他の客が乗っている間に白馬に跨またがる彼をカメラに収めた。

「ありがとうございました」

　今の彼はまさに王子様だ。きっと奈津希に見せたら発狂間違いなし！　私だって毎日眺めちゃいそう。

「どういたしまして。じゃあ今度は俺の番」

「え？」

　そう言って彼は私にスマホを向けた。

「ちょ、ちょっと待ってください。私は撮らなくていいですよ」

「なに言ってるんだ、それじゃ俺だけ撮られ損になるだろ」

「私なんて撮っても意味がないです」

　慌てて腕で顔を隠すより先に理人さんは連写で撮った。

「あぁ……！　今すぐ消してください。絶対に変な顔をしていました！」

「大丈夫、かわいいから」

　サラッとかわいいと言われたことにドキッとする余裕などなく、「消してください」と繰り返し言ってしまう。

「俺以外に誰も見ないんだからいいじゃないか」

　それが大問題じゃないですか！　理人さんに見られるのが一番恥ずかしいのに。

「ほら、動くからおとなしく乗ってろ」

「……後で必ず消してくださいよ？」

「はいはい」

　返ってきた返事から察するに消す気がなさそうだ。

　しかし久しぶりに乗ったメリーゴーランドは思いのほか楽しく、それからも珈琲カップやゴーカートに次々と乗っていくうちに写真のことなどすっかり忘れてしまった。




　軽く昼食を済ませて、子供や家族連れに交じってアトラクションに乗り尽くした頃には、十六時になろうとしていた。

　そろそろお土産を買って帰ろうとなり、遊園地内にあるショップに来たところ、理人さんは意外なコーナーに向かった。

「祖父のお土産はぬいぐるみにしようと思うんだけど、どれがいいと思う？」

「えっ？」

　てっきり無難なお菓子を買うとばかり思っていた私は、ポカンとなる。だっておじい様にぬいぐるみのお土産なんて、誰が考える？

　冗談で言っているのかと思ったけれど、理人さんは至って真面目だった。

「えっと……本気でぬいぐるみを買っていかれるんですか？」

「あぁ見えて祖父は、祖母の影響でかわいい物が好きなんだ。きっと祖父の部屋を見たらびっくりするぞ」

　そうなんだ、でもおばあ様が好きな物が好きって素敵だな。

「じゃあどれがいいですかね。やっぱり遊園地の公式キャラクターでしょうか？」

「だけどこれはかわいいのか？」

　理人さんがぬいぐるみを手に取って首を傾げたくなるのにも頷ける。竜をモチーフにしたぬいぐるみは、お世辞にもかわいいとは言えないから。

「でもここに来てこれを買わないのはどうなんだ？　かといって、どこでも買えるような動物のぬいぐるみでもな……」

　真剣に悩む姿に、つい笑いそうになる。

　だって病院では常に冷静で、誰も寄せつけないほどクールな彼が、ぬいぐるみを両手に持ってどれがいいか迷っているんだよ？

　実家に挨拶に行った時や結婚式の時に感じたけど、理人さんはご両親とよりおじい様との方が良好な関係を築いている気がする。

「理人さんにとっておじい様はどんな存在なんですか？」

　気になって聞いてみると、彼は選びながら答えてくれた。

「昔から一番の理解者であり、俺が目標とする人かな？」

　そう思う理由も続けて話してくれた。

「両親から医者になるための厳しい教育を受けさせられていた時に、医者の家系に生まれたからといって、無理して同じ道に進む必要はないと言ってくれたんだ。人の命を救う道に生半可な気持ちで進むべきじゃないって。併せて祖父が医者を目指した理由ややり甲斐、逆につらいことや苦しいことも包み隠さず話してくれた」

　そう話す理人さんは優しい顔をしており、その表情から彼にとって大切な思い出なのだと伝わってくる。

「恥ずかしい話、俺の中で祖父はヒーローでさ。多くの患者の命を救い、祖母を大切にする姿に強い憧れを持った。純粋に俺も祖父のようになりたいって思ったんだ」

　それが理人さんが医者を志した理由なんだ。あれ？　おばあ様を大切にしていたおじい様に憧れていたなら、結婚に対しても前向きなはずじゃないのかな？　やっぱり女性が苦手だから？

　少し気になったものの、彼の話に耳を傾ける。

「両親とはどうも馬が合わなくて、衝突することがよくあってさ。そのたびに祖父が仲裁に入ってくれて、どうにか今の関係を維持できている。両親は自分の理想や価値観を押しつけるところがあるから、今後、もし向こうから接触してくることがあったらすぐに言ってほしい」

　苦しそうに話す彼にその理由を追求することはできず、「はい、わかりました」と伝えた。

「約束だぞ？」

　そう言って彼は再びぬいぐるみを選び始める。

　顔合わせの時からご両親とは不仲なのだと感じてはいたけれど、契約結婚で互いのプライベートには干渉しないと約束した私には、深く聞くことができない。

　それに聞いたってどうすることもできないのだから、気にしなければいいのに、なぜかさっきの理人さんの苦しそうな顔が頭から離れてくれなかった。

　どうしてこんなにも理人さんのことが知りたくてたまらないのだろう。

　その答えは出ないまま理人さんと選んだぬいぐるみを買い、ショップを後にした。

「よかれと思って買ったけど、持って帰るのは大変だな」

「そうですね。でもこんな大きなぬいぐるみを抱えて歩くのが幼い頃の夢だったので、ちょっぴり嬉しいです」

　ふたりで選んだのはやっぱり遊園地の公式キャラクターの特大ぬいぐるみ。両手で抱えないといけないほどの大きさは目立ち、道行く人が振り返り見る。

「そうなのか？　じゃあ今度、これよりも大きいくまのぬいぐるみでもプレゼントしようか？　たしか以前、なにかの雑誌で野々花よりも大きなぬいぐるみを見た気がする」

　理人さんなら本気で買いそうで、すぐに「お気持ちだけで十分です」と言った。

「遠慮しなくてもいいのに」

「していませんよ。それに置き場所はどうするんですか？」

「部屋は広いし、どこに置いてもいいさ」

　違いますよ、理人さん。離婚後、買ったぬいぐるみをどうするかのかが聞きたかったんです。

　私が住むとなれば、今のマンションほど大きな部屋は借りられそうにないから、置いていかなくてはいけなくなるだろう。理人さんはぬいぐるみなんて好きじゃないでしょ？　そうなるとやはり買ってくれたとしても捨ててしまうのだろうか。

　そう思うと切なくて、胸がギュッと締めつけられる。

「欲しくなったらいつでも言ってくれ」

「安心してください。そんな日はきませんから」

　理人さんから、かたちに残るものはもらいたくない。離婚してからそれを見て彼との楽しかった日々を思い出してしまいそうだから。

　ぬいぐるみを持つ手の力が強まった時、前方でなにやら人だかりができているのに気づいた。

「なにかあったんでしょうか？」

「気になるな。ちょっと見てくる」

　そう言って駆け出した理人さんの後を私も追う。

　先に人込みをかき分けた理人さんは、大きな声で「大丈夫ですか？　私は医者です。失礼します、身体に触りますね。私の声が聞こえたら手を握ってください」と言った。

　誰か倒れていたんだ。

　よりいっそう人が増え、大きなぬいぐるみを持った私はなかなか理人さんのもとにまでたどり着けない。緊迫する中、再び彼が声をあげた。

「すみません、どなたか救急車を呼んでください」

　どうすることもできずに立ち尽くしていた人たちに向かって理人さんが言うと、ひとりの男性が「すぐに呼びます」と手を挙げ、電話をかけ始めた。

　どうにか人と人の隙間から状況を窺うと、横たわってぐったりとしており、意識がない男性に対して理人さんは心臓マッサージをしていた。

「近くにＡＥＤがあるはずなので、急いで持ってきてください」

　心臓マッサージを続けながら指示を出す理人さんに従い、みんな協力していく。

　ＡＥＤがくるまでの間、理人さんに男性の衣服を脱がせてくれるよう頼まれた人たちで素早く脱がしていく。

「持ってきました」

「ありがとうございます。すみませんが、ＡＥＤを起動させるまでの間、心臓マッサージを代わってもらってもいいですか？」

「わかりました。やってみるので教えてください」

　ＡＥＤを持ってきた中年の男性に教え、心臓マッサージを代わってもらった理人さんはすぐにＡＥＤ電源を入れて、音声ガイドが説明するよりも先に電極パッドを胸に貼った。

「離れてください」

　マッサージをしていた男性と周りの人たちが離れると理人さんはショックボタンを押した。男性の身体が大きく動く姿に息を呑のむ。理人さんはいつもこうやって誰かの命を救っているんだ。

　改めて彼がドクターなのだと認識する中、倒れていた男性に反応が見られた。

「よかった、ひとまず大丈夫だ」

　理人さんもホッとしたところで、救急車のサイレンが聞こえてきた。すると近くにいた男性が「誘導してきます」と率先して動く。

　彼が来るまで傍観していた人々が、ひとつの命を救おうと動く姿に胸を打たれる。救急隊が来るとすぐにみんな道を開け、男性は担架に乗せられた。

　救急隊に説明をする理人さんを見ながら、近くにいた女性たちが話し出した。

「カッコよかったね、的確に指示を出す姿とか最高だった」

「それにイケメンだし、自分が病気や怪け我がをしたらあの先生に診てもらいたい」

「私も」

　きっとここにいる誰もが同じことを思っているはず。本当に救命する理人さんはカッコよかった。

　救急隊と話を終えた彼は周囲を見回す。そして私と目が合うと駆け寄ってきた。

「ごめん、野々花。治療に関わった以上最後まで責任を持ちたいから、うちの病院に搬送してもらうことにしたんだ」

　そこまで言われたら次に彼がなにを言うのかがわかる。

「はい、それがいいと思います。私なら大丈夫ですから行ってください。あ、このぬいぐるみは責任を持っておじい様に届けてきます」

　私のことは気にしないでほしくて明るく言うと、理人さんは眉尻を下げた。

「ありがとう。容態が安定して引き継いだら帰るから」

「わかりました」

　車は後で自宅に運んでくれるよう業者に頼むから、タクシーで祖父宅に行ってくれと言いながら理人さんは救急隊員とともに行ってしまった。

　人だかりも少なくなってきて、私も退場ゲートへと向かう。

　おじい様にぬいぐるみを届けた帰りにスーパーに寄ろうかな。今夜は理人さんが好きな料理をたくさん作ってあげたい。

　どの料理を作るか考えながらおじい様の家に向かった。




「まさか理人が私の趣味を野々花さんにバラすとは。いやはや、お恥ずかしい」

　そう言いながらも、ぬいぐるみを受け取ったおじい様は頬を緩ませた。

「しかし理人はまた変なところで責任感が強いなぁ。野々花さんを置き去りにすることなく、救急隊に任せればいいものを。まったく誰に似たのか」

　ため息交じりに言うけれど、そんな理人さんが誇らしいのか嬉しそう。

「お詫わびに私と一緒に夕食でもどうかな？　ちょうど家政婦が今から作り始める頃だから、食べたいものがあったら言ってください」

　理人さんの幼少期の話など、おじい様に聞きたいことがいっぱいあるし、もっと親交を深めたいところだけれどここは我慢だ。

「お誘いいただき、ありがとうございます。ですがすみません、理人さんが患者の容態が安定して引き継いだら帰ると言っていたんです。だから彼の好きな物を用意して出迎えてあげたくて」

　そう言うとおじい様は目を見開いた。

「そうかそうか、それはすまなかった。……野々花さんの手料理を毎日食べられて理人は果報者だ。きっと私がそうであったように、野々花さんに出迎えてもらえたら疲れも吹き飛ぶだろう。引き止めて悪かった、また今度理人とふたりで来てください」

「はい、もちろんです。近いうちに理人さんと伺います」

「その日を楽しみにしているよ」

　ぬいぐるみを抱えて見送るおじい様の姿を微笑ましく感じながら、急いでスーパーに立ち寄った。




「買いすぎちゃったかな？」

　両手に持つ袋の中には、たくさんの食材が入っている。

　毎日お弁当を作っているし、材料が無駄になることはないようにすればいい。疲れているだろうし、今夜はショウガ焼きにする予定だ。

　他にも彼が美味しいと言っていた、かぼちゃのサラダや具だくさんの味噌汁を作ろうと思っている。

　スマホを確認しても理人さんから連絡はないから、まだ帰れないのだろう。帰宅したらすぐ食べられるように急いで作らないと。

　進むスピードを速めてマンションに到着し、いつものように常駐しているコンシェルジュに挨拶をしてエレベーターホールへ向かおうとした時、「お待ちください、高清水様」と呼び止められた。

「なんでしょうか」

　滅多に声をかけられないからびっくりして立ち止まり、カウンターへと向かう。

　するとコンシェルジュの男性が、チラッとロビーにあるソファに目を向けた。

「お客様がお待ちです」

「お客様ですか？」

　ここに住んでいることを知っているのは、彼と私の家族のみだ。ということはまさか、理人さんのご両親？

　恐る恐るソファに目を向けると、三十代くらいの綺麗な女性が優雅に珈琲を飲んでいた。

「はい、渡わた部べ天あま音ね様とうかがっておりますが、お知り合いの方ではございませんか？」

「えぇ、私はちょっと……。あ、もしかしたら主人の知人かもしれません」

　訪ねてくるくらいだもの、理人さんの親族の可能性もある。結婚式の時は親族とも挨拶を交わしたけれど、緊張していてうろ覚えだから。

　もしかしたら私が忘れている可能性もある。とにかく声をかけてみよう。そう思い、彼女のもとへ歩み寄る。

　それに気付いた彼女は顔を上げ、私の様子を窺いながら立ち上がった。

「もしかして野々花さんでしょうか？」

　あれ？　結婚式で顔合わせた親族ではない？

「はい、そうです」

　戸惑いながらも返事をすると、彼女はにっこり微笑んだ。

「はじめまして、渡部天音と申します。ずっとアメリカで臨床研修をしていたから、理人の幼なじみとして結婚式に参列できなくてごめんなさい」

　理人さんの幼なじみって……あっ！　彼のご両親が言っていたあの幼なじみのことだよね？

「はじめまして。ご挨拶が遅れてしまい、すみません」

　すぐに頭を下げた私に対し、彼女は「気にしないで」と声をかけてくれた。顔を上げて彼女を見る。

　身長は一七〇センチ近くあり、スラッとした体型にショートカットがとてもよく似合っている。少し釣り目の瞳がきつい印象を与えるが、笑った顔は綺麗で同性でもときめくほど。まさに仕事がデキる理想の女性像だ。

　もしかしたら理人さんは渡部さんと特別な関係なのかもしれないんだよね。だって彼のご両親が言っていたもの。

　幼なじみで同じ医者で、ふたりが並ぶとお似合いだろう。理人さんは以前、絶対に恋愛対象にならない相手だって言っていたけれど、それはただの照れ隠しじゃないかな。

　だってこんなに綺麗な人を好きにならない方がおかしい。それにおじい様のために結婚したくてもできなかったのは渡部さんが留学していたとなると、すべて納得がいく。

「どうしても野々花さんに会いたくて、おじ様とおば様にここの住所を聞いて来ちゃったんです」

「私にですか？」

「えぇ」

　私に会いに来た理由はひとつしか浮かばない。理人さんと別れてほしいという話だよね？

　理人さんとは三年後に離婚することを前提に契約した関係だ。本命が戻ってきたなら、私との関係を続ける必要はなくなる。

　それに彼女は理人さんのご両親も気に入っているようだし、心から愛する人と幸せになってほしいと願っているおじい様の願いを叶えてあげられる。

　理人さんが望むなら離婚するべきだ。そう頭ではわかっているのに、心がそれを拒否する。

　言葉が続かずにいると、渡部さんは私が持っている袋をチラッと見た。

「もしかして野々花さん、自炊されているんですか？」

「あ、はい」

　すると渡部さんは目を見開く。

「じゃあ理人も野々花さんが作った料理を食べているんですか？」

「そう、ですけど……」

　なにか変なことでもある？　夫婦なら当たり前のことじゃないだろうか。

　思わず小首を傾げた私に渡部さんは「ふ～ん」と意味ありげに言う。

「あのことがあってから理人は手料理にいっさい手を出さなくなったのに。やっぱり結婚すると変わるのね」

　あのことってなんだろう。それよりも心なしか嫌みを言われている気がするのは私の勘違いだろうか。

　だけどやっぱり私の思い過ごしではなかったようで、渡部さんは一瞬にして私に敵意を剝むき出しにした。

「どうして急に理人があんたみたいな冴さえない女と結婚したのか理解できないけど、私が戻ってきたからにはさっさと離婚してもらうから。……理人の隣に立っていいのは、昔から私だけだったの。それはこれからもずっと変わらないわ」

　あまりの豹ひょう変へんぶりに言葉が出ない。

「どんな手を使ってでも、必ず理人と離婚させるから覚悟しておきなさい。……せいぜいその安っぽい料理で理人の興味を引いていたらいいわ」

　高らかに笑って渡部さんは「また明日ね」なんて言い、颯さっ爽そうと去っていく。

　まるで嵐が過ぎ去ったような衝撃に、なかなか動くことができない。

　すごい人だった。でもこれで渡部さんは理人さんに好意を寄せていることがはっきりとわかった。

　だけど、いくら理人さんのことが好きだからといっても、あの態度はあんまりだ。

　理人さんは渡部さんのあの姿を知っているのだろうか。もし彼女の性格を知っていても好きだと言うなら、理人さんに幻滅してしまいそう。

　いや、好みは人それぞれ。理人さんは渡部さんのような女性がタイプなのかもしれないし。それはそれでショックだけれど、私にはどうすることもできない。

　どうしてこんなに胸が痛んで泣きたくなるのか。それがわからないほどバカじゃない。

「どうしよう、契約違反しちゃった」

　私は理人さんのことが好きなんだ。絶対に好きにならないと約束をしたのに、好きになってしまった。

「大丈夫でしたか？　高清水様」

　一部始終を見ていたコンシェルジュが心配そうに声をかけてきた。

「今後はいらっしゃってもお通ししないようにいたします」

「いいえ、大丈夫です。……主人の知り合いですので」

　今後は、このマンションに渡部さんが理人さんと住むことになるかもしれないのだから。

「さようでございますか？　ですが、先ほどのようなことになったら大変です。もしなにかございましたらなんなりとお申しつけください」

「ありがとうございます」

　お礼を言ってエレベーターホールへ向かい、すぐに到着したエレベーターに乗り込んだ。

　最上階に着くと同時に急いで部屋に入った。小さなため息とともに玄関先にある大きな鏡に映る自分を見ると、今にも泣きそうだった。

「なにこの顔。早くどうにかしないと理人さんが帰ってきちゃう」

　それにご飯を作らないと。なんのためにおじい様からの誘いを断ったのよ。

　そう自分に言い聞かせてキッチンへ向かい、材料を冷蔵庫にしまって調理に取りかかる。

　だけど包丁を持つ手はすぐに止まり、まな板にのっている玉ねぎをぼーっと見つめてしまう。

　まさかこんなかたちで自分の気持ちに気付くなんて思わなかった。……ううん、本当はもっと前から恋愛感情は芽生えていたのかもしれない。

　一緒にいると楽しくて心地いい。この時間がずっと続けばいいのにと思った時点で好きになっていたんだ。

「絶対にバレないようにしないと」

　私の感情は彼を困らせるだけだ。それどころか、気付かれたら契約違反だと言われ、すぐに離婚されてしまうかもしれない。

　理人さんに対する気持ちは報われなくてもいいから、少しでも長く彼と一緒にいたい。そのためにもいつも通りでいないと。

　気合いを入れて調理に取りかかる。そしてすべてのメニューを作り終え、乾いた洗濯物を畳んでいると理人さんが帰ってきた。

　玄関のドアの開く音が聞こえた瞬間、一気に緊張が高まる。

　手を止めて立ち上がって玄関へ向かおうとした時、理人さんがリビングに入ってきた。

「ただいま、野々花。悪かったな、ひとりで帰らせて」

「おかえりなさい。私なら大丈夫です。おじい様にも渡してきました。とても喜んでいましたよ」

　いつも通りと何度も自分に言い聞かせて伝えると、理人さんはホッとした顔を見せた。

「そっか、じいちゃんに喜んでもらえたならよかった。あの患者の容態も安定して、駆けつけた家族も安心していたよ」

「よかったですね」

「あぁ」

　きっと意識がない状態から一命をとりとめられたのは、理人さんの的確な処置があったからだろう。改めて理人さんはすごい仕事をしているのだと実感する。

「無事に帰ってこられたか？」

「……はい」

　ふと渡部さんのことが脳裏をよぎったが、告げ口のようで言いたくなかったし、なぜか彼女が来たことを伝えられなかった。

「あの、理人さん。お腹空いていませんか？」

　話題を変えたくて言えば、理人さんはすぐに答えた。

「実は家に入ってすぐいい匂いがして気になっていたんだ。もしかしてご飯作ってくれたのか？」

「はい。お疲れだと思って理人さんが好きなものだけを作りました」

「それは嬉しいな、ありがとう」

　目を細めて微笑む理人さんが、誰もがドキッとしてしまうほど甘い表情で言うものだから心臓に悪い。

「着替えてきてください。その間に準備しておきますから」

「わかったよ。急いで着替えて手伝う」

　そう言って理人さんはリビングから出ていく。

　彼にとって渡部さんがどんな存在なのかによっては、こういったやり取りができるのもあとわずかだろうな。

　渡部さんが戻ってきたことを伝えなくたって、すぐに彼も知ることになるはず。それはもしかしたら明日かもしれないんだ。

　そう思うといつもは楽しいはずの理人さんとの食事の時間も、不安でいっぱいでなにを話したのか覚えていなかった。




　次の日、いつものように出勤して午前の勤務に就く。そして休憩時間となり、荷物を取りに更衣室に入るや否や、待ち構えていた先輩たちに囲まれてしまった。

「待ってたよ、高清水さん！」

「どういうことなの？　あれ！」

「大丈夫、私たちは高清水さんの味方だからね」

　矢継ぎ早に言われても、なにを言っているのかわからなくてフリーズしてしまう。

「えっと……なにかあったんですか？」

　すると先輩たちは互いに顔を見合わせ、言いにくそうに切り出した。

「もしかして高清水さんはまだ知らなかった？　……高清水先生の幼なじみが帰ってきたのよ。今日から外科で働くそうよ」

「えっ？」

　嘘、渡部さんの勤め先ってここだったの？

「外科で働くナースからさっき聞いたんだけど、少しでも高清水先生に近付こうものなら、ものすごく威嚇してきたんだって」

「なにそれ。奥さんでもないくせに」

「本当だよね。それに当たりがきつくて、さっそく他のドクターからも嫌われちゃったみたいよ」

　私そっちのけで先輩たちは渡部さんの噂話で盛り上がる。

　朝は私のお弁当を嬉しそうに持って出かけていったけれど、渡部さんに再会して理人さんは今、どんな気持ちでいるのだろうか。

　こんなに早く渡部さんが戻ってくるとは思わなかったから、私と結婚したことを後悔している？　もしそうならどうしよう。

「とにかく！　あんな傲慢な女に負けないでね！」

「でも高清水先生なら大丈夫じゃない？　愛妻家で有名じゃない」

「じゃあもっとラブラブなところを見せつけてあげないと」

　目をギラギラさせて距離を詰めてくる先輩たちに一歩後あと退ずさる。

「ご心配いただき、ありがとうございます。えっと、それじゃご飯を食べてくるので失礼します」

　このままここに留まったら、休憩時間が終わってしまいそうだ。

　先輩たちに「いつでも相談してね」と言われ、頷きながらも逃げるように更衣室を出た。すると廊下ですれ違う同僚たちは、チラチラと私を見てくる。

　すでに噂が広まってしまったようだ。

　足早に食堂へ向かうものの、途中で足が止まる。

　今の時間は多くの人が利用している。そこに行ったらすごく注目を浴び、先輩たちのように話しかけてくる人がいるかもしれない。

　さらに変な噂が立ったら困る。今日は中庭で食べよう。

　踵を返して患者の憩いの場となっている中庭へと向かった。

　春の花が花壇に色を添えており、太陽の日差しでぽかぽかと暖かい今日は、予想通り中庭を利用しているのは患者とその家族ばかり。空いているベンチに腰を下ろしてお弁当箱を開けた。

　今日も理人さんが好きな紅ショウガの厚焼き玉子を作った。毎日同じおかずで飽きないかと不安で聞いたことがあったけど、理人さんは一生飽きることはないって言ってくれたよね。

　渡部さんと再会しても、私の作ったお弁当は食べてくれるのかな？

　お腹は空いているはずなのに、なかなか箸が進まない。

　こんな時は奈津希に話を聞いてもらいたいところだけれど、週末から実家に帰省している彼女は今日、有休でいない。

　でも今、隣に奈津希がいたとしても、理人さんとは契約結婚だと知らない彼女にどう説明すればいいんだろう。

　どうして本当のことを言ってくれなかったの？って怒られるかな？

　色々なことを考えたら次第に食欲は失せてしまい、お弁当箱の蓋を閉めた。

「これからどうなるんだろう」

　今夜、理人さんに会うのが怖い。渡部さんが戻ってきたから、早急に離婚してくれって言われたらどうしよう。

　想像しただけで悲しくてつらくて、胸が苦しくなる。

　気持ちに気付いた途端、思った以上に理人さんのことを好きになっていた自分に気付く。

　大きな好きって気持ちはどうやったら消すことができるんだろう。報われることなんてないのなら、一刻も早くなくすべきなのに。

　今後のことを考えていたら、いつの間にか時間が過ぎていて休憩も残り二十分になっていた。

「そろそろ戻らないと」

　でも今はまだ更衣室に多くの人がいるだろうから、ゆっくり歩いていこう。

　重い腰を上げた時、「泉！」と私を呼ぶ鈴木君の声が聞こえてきた。声のした方に目を向けると、鈴木君が焦あせった様子で駆け寄ってくる。

　その表情からすると、きっと私のことを心配しているんだよね。当然彼も渡部さんに会ったはずだから。

「探したんだぞ？　電話にくらい出ろよ」

「嘘、電話くれたの？」

　急いでスマホを確認すると、鈴木君から二件着信が入っていた。

「ごめん、全然気付かなかった」

「その顔を見るとそうだろうな。前に一度、中庭で食べるのもいいねって言っていたことを思い出せてよかったよ」

　走って探してくれていたのか、鈴木君は額の汗を拭い、呼吸を整える。

「ごめんね、心配かけて」

「俺がどうして泉のことを探していたのか、わかっているみたいだな」

　鈴木君はまるで自分のことのように苦しそうに顔を歪ゆがめる。

「泉は渡部さんのことを知っていたのか？」

「それは……私も実は昨日知って」

　理人さんから直接言われたわけではないけれど、嘘は言っていない。実際に渡部さんと会ったのは昨日が初めてだったし。

「そうだったのか。俺たち医局も渡部先生が来ることを今朝知らされて驚いているんだ。それに高清水先生もうちの病院に来ることを知らされていなかったようで、渡部先生と院長で内密に話を進めていたらしい」

　そっか、お義と父う様が……。

「見ているこっちが不快になるほど回診からずっと高清水先生にべったりでさ、初日から敵を多く作っているぞ。……それに高清水先生も『やめろ』とは言っているけど、それほど強くは言わないし」

　すると鈴木君は心配そうに私を見つめた。

「大丈夫か？　高清水先生が泉を大切にしていることはわかっているけど、渡部先生と一緒にいる高清水先生を見たら不安になって……。あのふたりはどんな関係なんだ？」

　言ってもいいのかな？　でも幼なじみだってことはすぐに広まるはず。

「幼なじみみたい」

「幼なじみ、か。それならあの距離感も仕方がないのか？」

　考え込む鈴木君の前で、私は複雑な思いでいっぱいだった。

　ただの幼なじみじゃない、きっと特別な関係だ。本命は私じゃなくて渡部さんなんじゃないかって噂が流れる日もそう遠くないかも。

「とにかく泉は大丈夫なんだな？」

「うん、平気」

　私の話を聞き、鈴木君の表情が和らいだ。

「そうだよな、今日も高清水先生は泉が作った弁当を美味しそうに食べていたし、俺が心配しすぎたみたいだ。何度も言っているけど、なにかあったらいつでも頼れよ？」

「うん、ありがとう」

　ごめんね、鈴木君。心配してくれているのに本当のことを言えなくて。でも契約結婚の話はするわけにはいかないもの。

　病院では夫婦円満でいると約束したのだから、私はただ、理人さんのことを信じていると演じればいい。

「それにしても親友の一大事に、二岡は呑気に有休だなんて。本当にタイミングが悪いな」

「たまたまだよ」

「いーや、そんなことない。これが俺だったらあいつ、ここぞとばかりに責めてくるぞ？」

　顔をしかめて言う鈴木君だけれど、その時の状況が鮮明に浮かんで思わず笑ってしまった。

「アハハッ。確かに奈津希ならあり得るね」

「そうだろ？　二岡は昔からそういうやつだった」

　私につられた鈴木君とひとりしきり笑った後、彼は真っ直ぐに私を見つめた。

「やっぱり泉には笑顔が一番似合うよ。きっと高清水先生も同じことを思っているはずだ。それと、好きな人には本音を聞かせてほしいとも。……さっきは俺を頼れって言ったけど撤回させてくれ。一番に頼るべきは高清水先生だ。泉は平気だって言ったけど、不安に思わないわけがない。言っておくけど、それは正当な感情だからな？　誰だって好きな人に近付く人がいたら不安になるさ」

「鈴木君……」

　どうして鈴木君はこんなにも私の気持ちに寄り添ってくれるのだろう。彼の優しさが胸の奥深くに響き、目頭が熱くなる。

「高清水先生に話しても解決しなかったら俺はもちろん、二岡を頼ってくれ。わかったか？」

「うん、ありがとう」

　私には強い味方がいるんだって思ったら、自然と頬が緩む。

「人間、素直になるのが一番だからな？　……関係が壊れるのが怖くて感情を押し殺して伝えられずに、後になって後悔することだけはないようにしろよ」

「……？　うん」

　まるで自分のことのように悲しげに言う鈴木君に戸惑ってしまう。

　もしかして鈴木君は後悔していることがあるのだろうか。「なにかあったの？」と喉元まで出かかった言葉を飲み込んだ。

　私が理人さんとの関係を言えないように、鈴木君にだって言えないことがあるはず。それを無理やり聞き出してはいけない。

「さて、そろそろ戻ろうか」

「そうだね」

　鈴木君と並んで病棟へと戻っていく。

　昨日自分の気持ちに気付き、理人さんには絶対にバレないようにしようと思っていたけれど、鈴木君の話を聞いて考えが変わった。

　彼の言う通り、誰だって好きな人に親密な関係の人が現れたら不安になるよね。それに三年後には離婚するんだ。だったら後悔しない選択をしたい。

　気持ちを封印して一緒に暮らし続けるより、自分の気持ちを伝えて別れる方がずっといい。きっと告白をせずに離婚したら、私はすごく後悔すると思うから。

　それに振られたっていいじゃない。彼と縁があったから私は元カレに振られても、またこうして恋することができたし、祖母を安心させることもできた。

　少しの間、幸せな日々を過ごすことだってできた。もし離婚したとしても、祖母にはすぐ言わずに少し時間が経ってから伝えればいい。

　契約違反をしてしまったのなら、早くに報告すべきだ。もしかしたら理人さんも私と結婚している間は浮気しないと約束した手前、渡部さんとの関係で悩んでいるかもしれないし。

　昨日からずっとウジウジ悩んでいたのが嘘みたいに、心が晴れやかになる。

「ありがとう、鈴木君」

「なんだよ、藪やぶから棒に」

　突然お礼を言った私に鈴木君は戸惑っている。

「言いたくなったの」

　これからどうなるかわからないけれど、前向きな気持ちになれたのは全部鈴木君のおかげだから。

「感謝しているなら、今度うまい飯でも奢ってくれ。研修医は薄給で生活が苦しいんだ」

「わかった、今度鈴木君が好きな焼肉を奢るね」

「言ったな？　約束だぞ？」

「うん」

　どんな結果になったとしても、必ず自分の気持ちを伝えよう。そう心に決めて午後の業務に就いた。
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　あることをきっかけに、女性のことが苦手になった。祖父母のようになりたいとあれほど結婚に対して夢や憧れを抱いていたというのに、一瞬にして結婚願望さえもなくなってしまった。

　その分仕事に情熱を注ぐようになり、このまま一生独身でもいいと思っていた俺が結婚を決意したのは、祖父の病気が見つかってからだった。

　誰よりも俺の理解者だった祖父が、初めて俺にした頼み事は〝結婚して幸せになってほしい〟だった。

　余命宣告までされた祖父に対し、正直に結婚するつもりはないなど言えない。かといって祖父の願い通りに結婚などそう簡単にできるものでもない。

　結婚したい相手はいないし、この先も現れる気がしなかった。なにより結婚をするつもりはなかった。

　だが、他でもない祖父の願いを叶えたい気持ちが大きくなり、祖父が亡くなるまでの期間限定の契約結婚をしようと思いついたわけだが……。

　多くのドクターが休憩を取っている時間、医局でひとり手術記録を作成していると、ふと野々花と出会う前の頃を思い出した。

「今思うと、バカげたことを考えたものだ」

　あれが最善の策であり、祖父のことをごまかせると思っていた自分が滑稽だ。

　結婚を持ちかけたが断られた相手と契約を交わしていたら、きっとすぐに祖父にバレていたかもしれない。

　俺が選んだ相手なら誰でも反対しないと言っていたが、実際に野々花を紹介してから数日後、電話で『きっかけはどうであれ、結婚したのもなにかの縁だ。案外と結婚してから恋愛を始めるのもいいのかもしれないぞ。じいちゃんとばあちゃんもお見合いで結婚した仲だ。理人たちと似ている』と言われた。

　それはつまり、俺と野々花が愛し合って結婚していないということを見抜かれたということ。

　その上で祖父は俺に『長年生きていると、直感が妙に冴えるものでな。……大丈夫、野々花さんとなら理人は幸せになれると思ったんだ。現にお前、野々花さんにほの字だろ？』と、最後はからかわれてしまった。

　だけど、あながち間違っていなかった。最初に彼女から声をかけられた時は、うちの病院で働く人間にまずいところを見られたと思った。

　まだ医者としてのキャリアも浅く、病院内での俺の立ち位置は複雑なものだった。弱みを握られたら、それを元に次期院長としての品格を問われかねない。

　契約結婚を持ちかけて振られたことをネタに、脅しをかけてくる可能性もあると思っていたところ、野々花が意外な提案をしてきた。

　あれほど切望していた契約結婚を彼女からしたいと言われたのだ。それも俺にとっては好都合だが、野々花にとっては理不尽な契約内容なのにもかかわらずだ。

　結婚するフリをするわけではなくて、実際に籍を入れてもらうことになるし、さらには離婚することを前提にしたものだ。

　だけど彼女の事情を聞いて自分と似たところがあり、妙な縁を感じた。ロマンチックに言うとすれば、〝運命を感じた〟だろうか。

　だからあの場で野々花と契約結婚することに決めたんだと思う。でもその時の決断を後悔することは今日まで一日もなかった。

　むしろ結婚した相手が野々花でよかった。できるなら三年と言わず、ずっと彼女とともに生きていきたいと思う時もある。

　あれほど女性が嫌いで、手料理にトラウマがあったというのに、自分でも驚くほどの変化だった。

　野々花は俺が今まで出会ってきた女性とは違った。俺をひとりの人間として扱ってくれるから、居心地がよくて一緒にいると楽しいと思えるのかもしれない。

　そんな彼女は自分にとって他人ではなくなり、野々花が作ったものなら安心して食べられた。

　とはいっても初めて彼女の手料理のうどんを食べた時は、正直恐る恐るだった。トラウマがよみがえって吐き気がしてしまうかもしれないと不安だったが、ひと口食べて素直に美味しいと思ったんだ。

　手術記録を終え、身体を伸ばすと腹が鳴り笑ってしまう。

　これまでは一日一食でも平気だったのに、野々花がご飯を作ってくれるようになってからというもの、どの料理も美味しくて三食食べないと腹が減るようになってしまった。

　野々花が作ってくれた弁当の蓋を開けると、今日も俺が好きな紅ショウガの厚焼き玉子をはじめ、鶏肉の葱ねぎ塩焼きに枝豆を乗せてチーズをカリカリに焼いたものや、金平ごぼう、マカロニサラダが入っていた。

「今日もすごいな」

　手を合わせて金平ごぼうから食べる。しっかりと味が染みていてご飯が進む味付けだ。

「いつ見ても高清水先生のお弁当は美味しそうですね」

　いつの間に来たのか、四十五歳になる部長が俺の弁当箱を覗き込んでいた。

「お疲れ様です」

　びっくりしながらも挨拶をすると、部長はにっこり微笑む。

「料理上手の奥様ですね。内助の功のおかげでしょう、高清水先生の顔色もいい。それに久しぶりにオペしましたが、また一段と腕を上げられましたね」

「ありがとうございます」

　部長はテレビにも取り上げられるほどの脳外科のスペシャリストで、尊敬する医者のひとりでもある。

「なにより周りを頼るようになったのは大きな成長です。もちろん何事も最後まで責任を持つという姿勢は素晴らしいことですが、誰かを頼ることで、チームとしての信頼関係が強くなるのもまた事実です。医者だって人間です、時には間違えることもある。それに気付き、助けてくれる仲間が必要です」

「……はい」

　それをここ最近、身をもって知った。

　すべて最後まで自分でやらないと安心できなかったが、野々花に言われて少しずつ周りに頼り始めてから意外な発見があった。

　自分では気付けなかった治療方法を提案されて驚いたり、いつも自信がなさそうだった後輩に患者のケアを任せたところ、意欲的に取り組んでくれたり。

　新たな一面を知ることができたし、以前よりも話す機会が増えて親交が深まったと思う。そのおかげで急な申し入れにもかかわらず、週末に休ませてもらえることになった。

「高清水先生のようなドクターが後継者なら、この病院はまだまだ安泰ですね。私もよりいっそう精進しないと」

　そう言いながら部長はある患者のカルテを俺に渡した。

「今度、転院してくる予定の患者です。難しい症例ですので、ぜひ高清水先生の力を貸してください」

「もちろんです」

　カルテに目を通すと、一般的に手術では取り除くことが難しい場所に腫瘍がある。

「当然ですが、手術のために転院してくるんですよね？」

「えぇ、どこもお手上げのようです。しっかりと検査をして万全の体制を作ってからできるだけ早くにオペをする予定です。ですので今度の週末は奥様とゆっくり過ごして、リフレッシュしてきてください。これから忙しくなりますから」

「ありがとうございます」

　休みを申請したのだから部長が知っていて当然だが、照れくさいものがある。

　だけど連休などなかなか取れない。これまでにもあったかどうか……。時間を無駄にせず野々花と過ごそう。

　そう思って迎えた週末。土曜日は野々花の祖母宅へ向かい、そこで楽しい時間を過ごしていた時、祖母から思いがけない話を打ち明けられた。

　野々花の気持ちを思うと胸が痛かったが、すでに施設に入ることを決めていたようだったし、祖母なりに考えて出した結論なのだろう。

　ひどく落ち込む彼女を見たら自分のことのように俺もつらくなった。ひとりで抱え込まずに吐き出してほしい。俺にならいくらでも弱音を吐いたっていい。

　つらい時に頼りにされないのがなにより悲しいと思った。だから野々花が俺の前で泣いてくれて心から安心した。

　彼女にとって俺は弱さを見せられる人間だということが嬉しくて、もっと野々花の力になりたいと思った。

　日曜日には祖父宅に向かい、祖父の計らいで思いがけず野々花と遊園地に出かけることになった。

　思い返せば、食事や買い物には行ったことがあるけれど、デートスポットは初めてだった。

　久しぶりに訪れた遊園地で意外な野々花の一面を知り、楽しいひと時を過ごした。帰り際にハプニングがあったものの、患者は一命をとりとめ、普通ならデート中に置き去りにしたら怒って当然だというのに、患者についていきたいと言う俺を笑顔で送り出してくれた。

　初めて出会った日も、患者からの嬉しい言葉を教えてくれた。俺の仕事を理解してくれているし、彼女もまた自分の仕事に真摯に取り組んでいるところにとても好感が持てる。

　さらには俺が疲れて帰ってくると思い、俺の好物を作って待ってくれていた時はどんなに嬉しかったか……。

　昔から母は家事はすべて家政婦任せで、母の手料理など食べた記憶がない。帰宅しても出迎えてくれるのは家政婦だけ。

　それが当たり前になっていた俺にとって、野々花との生活はすべてが新鮮だった。三食心のこもった料理を作ってくれるのも、朝は送り出してくれて、帰ってきたら出迎えてくれるのも、協力しあうこともすべてが初めての経験だった。

　結婚や家族への憧れなんてもう消えたと思っていたのに、野々花とならこの先もずっと一緒にいたい。離婚なんてしたくないし、彼女が他の男と結婚することも考えたくない。

「俺は野々花のことが好き、なんだな」

　ベッドに入ったものの、なかなか寝つけず野々花のことばかり考えていた結果、出た答えがしっくりきた。

　好意を寄せているなんてものじゃない、好きなんだ。

　納得すると野々花に対する気持ちに実感が湧いて、胸がいっぱいになる。

「どうするんだよ、恋愛感情は持たないって約束をしたのに」

　これでは完全なる契約違反だ。だけど俺だけじゃなくて野々花も同じ気持ちになってくれたら、契約違反にはならないんじゃないか？

　そうすればこのまま結婚生活を続けてもなんら問題ないし、この先もずっと一緒にいられる。

　問題は、どうやったら野々花が俺を好きになってくれるかだ。はっきりと好きにならないと言われたし、なにより彼女は長年交際してきた相手と結婚間近で破局している。しばらくは恋愛をしたくないとも言っていた。だったら長期戦でいくしかないよな。

　時間はまだ三年近くある。その間に好きになってもらえるよう努力すればいい。転院してくる患者の手術が無事に終わったら、ゆっくりとふたりでまたどこかに出かけるのもいいな。

　今後の予定を立てたら、野々花と行きたいところがたくさん浮かんでしまい、なかなか寝つけなかった。




　野々花との距離をどうやって縮めようかと考えながら出勤し、白衣に着替えて医局に向かう。

「おはようございます」

　挨拶をしながらドアを開けると、「理人！」と俺を呼ぶ大きな声が響いた。

「久しぶり！　元気だった？」

　そう言って周囲の目も気にせずに俺に抱きついてきたのは、四年前にアメリカの病院に臨床研修留学に行ったはずの天音だった。

「天音？　どうしてここに……？」

　突然現れた彼女に戸惑いを隠せない。そんな俺にはお構いなしに、天音はギューッとしがみついてくる。

「びっくりした？　見てこれ」

　そう言って天音が俺に強調してみせたのは、首にかけた名札。

「まさかうちの病院で働くのか？」

　信じられない話に目を白黒させてしまう。すると天音はにっこり微笑んだ。

「理人には内緒でおじ様と話を進めていたんだ。私、ずっとこの病院で理人と働くことが夢だったから嬉しい。これからよろしくね」

　離れた天音は俺に手を差し出したが、なかなか握ることができない。

　時間を確認すると、まだ診察まで三十分ある。

　天音の手を握り返すことなく、近くで戸惑っている同僚に「院長室に行ってくる」と告げて医局を後にした。

　天音の父は医療機器メーカーの社長で親同士の親交が深く、同い年ということもあって昔からよく会っていた。子供の頃は純粋に天音と遊ぶのが楽しかったが、少しずつ変化していった。

　中学校、高校、大学と進むたびに、天音が俺に執着していった。最初に告白されたのは、中学三年生の時。

　俺にとって天音は幼なじみでそれ以上の感情はなく、今後もよき友人でいたいと思った。それを素直に伝えたら、天音は『わかった、これからも友達でいいからそばにいさせてね』と理解してくれた。

　だけどそれは俺の思い違いで、彼女はまったく理解などしてくれていなかったのだ。

　彼女は俺が自分以外の女子と少しでも話そうものなら、その女子に対して執しつ拗ように嫌がらせをしていたのだ。

　それを友人伝いに聞いた時は耳を疑った。本人を問い詰めてもシラを切るばかりで、認めない。

　それなら女子と話さなければいいだけと思い、できるだけ女子との接触を断った。すると今度は『私のために他の子と話さないでくれたんだ』『やっぱり理人も私のことが好きだったんだね』と勘違いされてしまった。

　何度も告白され、そのたびに断っても諦めてくれない。しまいには天音のことをいい子だと信じている両親をも巻き込んできて、『天音ちゃんと付き合えばいいじゃない』『同じ医者を志す者同士、わかりあえることがたくさんあるはずだ』などと言われてしまった。

　天音は俺と同じ大学の医学部を受験して合格し、常に俺のそばにいた。手料理を振る舞いたかったのか、時には弁当を作ってくることもあった。

　食べなければ食べないで面倒だと思い、渋々食べたものの、この弁当がトラウマで俺は信用できる人の手料理以外は食べられなくなってしまったのだ。

　食べ進めていると、何本も短い髪の毛が入っていることに気付き、すぐに吐き出した。それを見て天音は『せっかく私を好きになるおまじないを込めたんだから、食べてくれなきゃダメ』と言った。

　よく聞いたら自分の髪の毛を数本短く切って料理に混ぜたらしい。それを食べると相手も自分を好きになるという迷信を信じてなされた行為に、しばらく吐き気が止まらなくなってしまった。

　天音との結婚を望む両親ではまともに取りあってくれないと判断し、当時院長だった祖父に相談したところ、深刻な事態だと捉えてくれた。祖父の計らいで天音はうちの病院で採用されることはなく、都内の病院勤務となった。

　これでやっと天音から離れられると安堵したのも束つかの間、会えないからか天音は今まで以上に連絡をしてくるようになった。

　研修医時代にもかかわらず、天音は執拗に俺に会いたがり、連絡を返さなければ返すまで何度も電話をかけ、メッセージを送ってくる。

　それが数年も続くとさすがの俺もまいってしまい、思い切って警察に相談したものの、実際に被害を受けていない以上、警察が動くことはできないと言われてしまった。

　それならば……と、祖父が天音に「理人と一緒になる気があるなら、もっと専門的な勉強をした方がいい」と言葉巧みに説得し、アメリカへの臨床研修留学をすすめたのだ。

　祖父の知り合いがいる病院に留学してもらった。真面目に職務にあたり、医師としてとても優秀だと聞いていた。それに帰国はまだまだ先だとも聞いていたのに……。

　最上階にある院長室のドアを数回ノックし、返事を待たずに勢いよく開けた。

「父さん、どういうことですか!?」

「なんだ、急に入ってきて大きな声を出して」

　俺とは違い冷静な父は、書類から目を離しチラッと俺を見る。

「大きな声も出るでしょう！　どうして俺に相談もせずに天音をうちの病院で雇ったんですか！」

　怒りを抑えきれず、大きな声で責め立てる俺とは対照的に、父は冷静に話し出した。

「べつに理人に相談することでもないだろう。この病院の院長は私だ。私が天音ちゃんを必要だと思ったから雇ったまでだ」

「ですがっ……！」

「それに天音ちゃんは優秀で、向こうでは散々引き止められたらしいぞ。お前も心強いだろ？　それにうちの外科は今、とくに医師が不足している。優秀な医者を入れた私に感謝してほしいところだ」

　俺の声を遮って言うと、父は深いため息を漏らした。

　きっと父は、俺がどんなに必死に天音の本性を話したとしても、信じてはくれないだろう。

　父も母も天音のことを実の娘のようにかわいがっていたし、なにより彼女の両親との親交も深い。

　だから今まで言えずにいたわけだが、これまでの天音の言動を考えると、野々花に危険が及ぶ可能性がある。早急に手を打つべきだ。

　どうやったら両親が理解してくれるだろうかと頭を悩ませる中、父が「すべて理人が悪いんだぞ？」と、ため息交じりに言った。

「どういうことですか？」

「私と母さんはずっとお前と天音ちゃんが結婚して、ふたりで病院を継いでもらうことを夢見ていたんだ。それなのに、あんななんの役にも立たない娘と結婚などして。お前は高清水病院の跡取りという自覚はあるのか!?」

　声を荒らげる父に対し、俺も反論した。

「それに関して俺は天音と結婚するつもりはないと、何度も言ったよな？　どうしていつも俺の気持ちを考えてくれないんだ？　それでも俺の親なのか？」

「言葉がすぎるぞ、理人！」

　癇かんに触れたようで院長室中に響くほど大きな声で怒鳴る父に、さらに怒りが増す。

「天音ちゃんほどお前を想い、病院のためになる相手はいないということがわからないのか？　恋愛と結婚を結びつけられる立場に立っていないことをいい加減自覚しろ」

「悪いけど、父さんたちの敷いたレールの上を歩く人生などごめんだ。それに俺は野々花とじいちゃんたちのような夫婦になりたいと思っている。これから先も俺の妻は野々花ひとりだけだ」

　はっきりと言った俺に対し、顔を歪ませた父は机をバンッと叩いた。

「野々花を不安にさせたくないんだ。お願いだから天音は今すぐに他の病院へ行かせてくれ。そうしてくれないなら、俺も黙っていないから」

　踵を返してドアに向かう俺に父は「待ちなさい、理人！」と引き止める。しかし俺は足を止めることなく院長室を後にした。

　最悪な事態になった。とにかく今から午前の診察が始まり、それが終わったら回診もある。昼休憩の時に祖父に電話で相談しよう。

　きっと力になってくれるだろうし、さすがの父も祖父には逆らえないはず。そして今日はできるだけ早く帰宅して、野々花に天音のことを話さなければいけない。

　これからの予定を頭の中で整理し、平常心を保って診察にあたった。




「ねぇ、理人。あの人はこっちの治療法でって言っているけど、この患者さんの場合は違う治療法がいいと思うんだけど」

　回診中に他の医師が患者に経過と今後の治療方針を説明している隣で、天音はとんでもないことを言いだした。

「え？　先生、どういうことですか？　私は大丈夫なんですよね？」

　患者の不安を煽あおった天音を病室から出し、謝罪した上で決定した治療方法で問題ないことを伝えた。

　回診を終えて廊下に出ると、天音が今度は看護師に対して「さっき、理人に色目を使っていたでしょ？」と難癖をつけていた。

「なにしてるんだ、天音」

　ここが病棟の廊下だと言い聞かせて、できるだけ小声で言ったものの、天音に悪そびれた様子はない。

「本当に理人ってば、どうして昔から無駄にモテちゃうの？　気を付けないと変な女に付き纏まとわれるからね」

　それは天音だろ？と言いたい気持ちをぐっと抑える。ここで感情的になってはダメだ。

「余計なお世話だ。天音には俺のプライベートに干渉する資格はない。それに俺は結婚している」

「知ってる。おじ様とおば様から聞いたわ」

　やはり知っていたか。ますます今日中に野々花に話さなくてはいけなくなった。

「わかっているならいい。それとさっきのことだが、患者の治療方針は医局で話し合った上で決まったことだ。ここはアメリカじゃないことを今一度自覚しろ」

　すると天音は深いため息を漏らした。

「本当に日本の医療って堅苦しくて嫌い」

「だったら戻ってこなければよかっただろ？」

　自由気ままな性格の天音にとって、アメリカの気風は肌に合っていたのかもしれない。

「そうしたら理人のお嫁さんになって、この病院をさらに大きくすることができないじゃない」

「は？」

　天音はなにを言っているんだ？　俺は今さっき結婚していることを伝えたよな。

「私はね、院長であるおじ様に望まれて帰ってきたの。理人のご両親は私と結婚してほしいんだって。だったら理人も親の願いを叶えてあげないと」

「俺は一度だって天音と結婚したいと言った覚えはない」

　昔のようにはっきりと意思表示するものの、天音は動じることなくにっこり微笑んだ。

「今はそうでも、これからはわからないでしょ？　だって私ほど理人に釣り合う相手はいないもの」

　まったく話にならず、頭が痛くなる。

「もういい。話はまた今度だ。……だが、野々花には絶対に近付くな」

「わかったよ」

　あっさりと了承した天音に疑問が浮かぶも、いつの間にか周りに人が集まり始めていたことに気付いた。

「午前の勤務は以上だ。休憩に入ってくれ」

「はーい。理人、一緒にどう？」

「俺はまだやることがあるから」

「それは残念。じゃあ明日は一緒にご飯食べようね」

　手を振りながら天音は医局へと戻っていった。

　本当に父は正気なのか？　チームの輪を乱そうとするし、患者を不安にさせる。そんな天音が必要だ？　さらには俺のパートナーに相応しいと本気で思っているのか？

　頭を抱えながら中庭に続く廊下を進む。

　中庭を利用するのはほとんどが患者やその家族。よってここは常にひと気がない。

　周囲に誰もいないことを確認し、祖父に電話をしてことの経緯を説明した。祖父も天音が帰国していたことを知らなかったようで、両親に対して激怒していた。

　すぐに父に抗議をしてくれると言っていたので、その時は俺も同席すると伝えて通話を切った。

　小さなため息をひとつ漏らし、気付けば休憩時間も残りわずかなことに気付いた。午後はオペが入っている。

　急いで戻ろうとした時、中庭にいるふたりに目が釘くぎ付づけになる。

「野々花……？」

　一緒にいるのは研修医の鈴木だよな？　そういえば前にも食堂で見かけた時、食事をともにしていた気がする。

　だけど前は他にも友人がいたはず。なぜ今日はふたりなんだ？

　彼女への気持ちを自覚したからか、気になって仕方がない。親しげな雰囲気に苛立ちが募る。

　友人同士にしては距離が近すぎないか？

　なにを話しているのか気になるけれど、当然ここからは聞こえない。すると次の瞬間、野々花は笑い出した。その笑顔は遠目に見ても愛らしい。そしてなにより鈴木と話しているのが楽しそうだった。

　俺と一緒にいる時にあんな笑顔を見せてくれたことがあっただろうか。俺の前ではどこか緊張しているところがあった。

　それに比べて鈴木の前では緊張している様子はなく、随分と気を許しているのが表情から読み取れる。

　本当に契約上の夫婦でしかないんだな。契約結婚をしたのだから当然のことなのに、野々花の笑顔を見ていると胸が苦しくなる。

　ひとしきり笑いあった後、ふたりがこちらに向かってきたから、急いで歩を進めていく。

　そして医局近くまで来た頃、足を止めた。

「べつに急いで来ることはなかったよな」

　たまたまその場に居合わせただけなのだから、堂々と声をかければよかったんだ。それができなかったのは、自分でも今の感情に戸惑っているからだと思う。

　そもそも契約結婚をする上で、互いに不貞は禁止と約束したはずなのに、病院で男とふたりっきりになるのはどうなんだ？　それもあんな親しげに。

　落ち込んだり胸が苦しくなったり苛立ったりと、様々な感情に襲われて心が落ち着かない。

「ダメだ、一度頭をリセットしよう」

　廊下で大きく深呼吸をして、これから執刀するオペのことで頭をいっぱいにする。

「よし、行くか」

　気合いを入れて更衣室で手術着に着替えた。

　この日のうちに野々花に話をしようとしたものの、急患などが入り、家に帰るのが遅い日が二日続いてしまった。やっと定時で上がれたのは木曜日だった。

　オペを無事に終え、その日の業務終了後はすぐに帰路につく。

　病院を出る前に連絡を入れておいたから、帰ったらきっと野々花が夕食を準備してくれているはず。まずはふたりでいつものように食べて、そして落ち着いてから天音のことを野々花に伝えよう。

　マンションに着き、コンシェルジュに挨拶をしながらエレベーターホールへと向かう。

　本当は鈴木との関係も聞きたいし、友人と言うならばあの距離感は正しいのか問いたいところだが、それは今じゃない。まずは天音のことを解決するのが先だ。

　エレベーターに乗って最上階に着き、鍵を開けて家の中に入ると美味しそうな匂いが鼻を掠める。

「ただいま」

　そう言いながら廊下を進んでいくと、キッチンの方から「おかえりなさい」の声が届く。

　ドアを開けてリビングから料理を作る野々花を見る。

「お疲れ様でした。久しぶりに早く帰ってこられたのにすみません、もう少しご飯待っててもらってもいいですか？」

「あぁ、もちろん。俺も着替えたら手伝うよ」

「すみません、助かります」

　いつもと変わらないやり取りなのに、変に緊張しているのは俺だけだろう。野々花の様子を見ると、事務の方まではまだ天音の話は届いていないようで、ホッと胸を撫で下ろす。

　急いで着替えを済ませてキッチンに戻り、野々花になにを手伝えばいいのか聞き、一緒に夕食の準備を進めていく。

「今夜はまた豪華だな」

　テーブルに並んでいるのは、ハンバーグに唐揚げ、マカロニサラダにコーンスープ、さらには生春巻きまである。

「すみません、作りすぎちゃって」

「いや、俺は嬉しいからいいよ。ただ、全部は食べられる自信がないな。残ったら明日の弁当に回してくれ」

「わかりました、ありがとうございます」

　ふたりで手を合わせて、まずはハンバーグから食べる。やっぱり野々花の作るご飯はどれも美味しくて、次々と箸が進む。

「あの、実はですね……デザートにシフォンケーキもあるんですが、食べられそうですか？」

「えっ？」

　帰宅後、この大量のご馳走だけではなく、ケーキまで焼いてくれたのか？

「食べられるけど……今夜は本当にどうしたんだ？」

　逆になにかあったのではないかと、変に疑ってしまう。すると野々花は気まずそうに目を逸らした。

「それは……ただ、その、理人さんにたくさん食べてほしくて。こうして理人さんに私の手料理を食べてもらえるのも、あと少しじゃないですか」

　徐々に声を小さくしながら呟く野々花に、変な焦りを覚える。

「あと少しって言っても、まだ三年近くあるじゃないか」

　結婚期間だってしっかりと契約書で交わしたはず。祖父が長生きすれば期間を延長するとも約束したよな？　それなのに、なぜそんな困った顔で言うんだ？

　嫌な予感がして仕方がない。もしかして鈴木と再婚したくなったのか？　俺との契約結婚を後悔している？

　喉元まで出かかっているのに、答えを聞くのが怖くて出ない。すると野々花は俺の様子を窺いながら話しだした。

「そんなにないですよね？　だって渡部さんが戻ってきたんですよ？」

　野々花の口から天音の名前が出て、耳を疑う。

「もしかして天音のことでなにか聞いたのか？」

　たまらず聞いてしまうと、野々花は唇をギュッと噛みしめた。

「……はい、実は日曜日に渡部さんがマンションまで来たんです。それで理人さんと渡部さんの関係を聞きました」

「関係って……」

　一瞬フリーズするも、すぐに我に返り立ち上がった。

「天音になにかされた？　大丈夫だったか!?」

　さすがにまだ接触していないだろうと高を括っていた自分に苛立つ。天音の執着心については俺が一番わかっていたはずなのに。

　突然立ち上がって大きな声を出した俺に、野々花は戸惑っている。

「悪い、急に」

　必死に感情を抑えて腰を下ろし、再び野々花と向き合った。

「それで天音はなぜ野々花に会いにきたんだ？」

「それは……」

　途端に口籠った彼女を見て、昔のように天音が俺と親密な関係だと嘘を言って、別れるように言ったのではないかと察しがついた。

　本当に天音はなにも変わっていないんだな。いや、帰国早々に野々花に会いに来て牽けん制せいしたのならば、昔より悪化していると思う。

「悪かった、事前に天音のことを説明しなくて」

「いいえ、そんなっ……！　私なら大丈夫です。……だから契約途中ですが、離婚したいなら遠慮なく言ってください」

　やっぱり野々花は俺と離婚したいと思っている？　いや、さっきの話だと俺が離婚したがっていると思っている感じがする。

「もしかして天音に別れろって言われた？」

　すると野々花の肩がビクッと震えた。

「言われたんだな」

　野々花に会いにきた理由はそれ以外考えられなかったけれど、俺はもう結婚しているにもかかわらずそんなことを言うなんて……。

　頭が痛くなり、深いため息がこぼれた。

「あの、さっきも言いましたけど離婚したいなら遠慮なく言ってください。……私と違って渡部さんは理人さんのご両親にも好かれているようですし、なにより同じ医者です。おじい様を安心させるなら、私なんかより渡部さんが最適だと思います」

　野々花は俺のことをなんとも思っていないことがつらい。それに野々花には〝私なんか〟という言葉を絶対に使ってほしくない。野々花以上に素晴らしい女性がどこにいる？　自分のことを過小評価しすぎだ。

　それを笑顔で言う野々花に、悲しみと怒りが同時に込み上げてくる。

「天音とは幼なじみという関係でしかないし、俺は野々花と離婚したいなんて思っていない」

「えっ？　でも……」

「それに自分のことを〝なんか〟なんて言うな。俺は野々花以上に結婚相手に相応しい女性はいないと思っているんだから」

　素直な気持ちを伝えると、野々花は戸惑い出した。

「天音は昔からあぁなんだ。俺に執着している。野々花がされたように、少しでも俺としゃべった女性に対して嫌がらせをしていた」

「そんな……」

　野々花は信じられないと言いたそうに言葉を失う。

　一見天音は、美人で博識ある医者だ。だけど、本当の彼女の姿は違う。

「野々花に天音を近付けさせないようにするが、万が一彼女から接触してきた時は相手にせずに逃げてほしい」

　天音は本当になにをするかわからないから。

「それと天音の話はなにも信じないでくれ」

　俺は天音との結婚など望んでいない。なにがあっても天音を好きになることはあり得ないさ。

「これからも俺と結婚生活を続けてほしい。……祖父のためにも」

　祖父のためでもあるし、なにより俺が野々花と一緒にいたいんだ。

　その思いで伝えたものの、彼女はなにか考え込んでいて答えてくれない。

　野々花は今、なにを思っている？　どうして首を縦に振ってくれないんだ？　結婚生活は三年間の約束だったはず。天音のことだってちゃんと説明したのに、答えてくれない理由はもしかして……。

「離婚したいと思っているのは、野々花の方なのか？」

「えっ……？」

　脳裏に浮かんだのは、この間見かけた鈴木と一緒にいる時の姿。あの時の野々花はとても楽しそうで、自然体だった。こんな風に強張った顔はしていなかったよ。

　そう思うと、口が止まらなくなる。

「うちの鈴木と随分仲が良いようだな。あいつと付き合っているのか？」

　勢いそのままに聞くと、野々花は目を見開いた。

「なに、言って……！　鈴木君はただの友達です。付き合ってなんていません！」

　慌てて否定するところが、ますます怪しく思えて苛立つ。

「本当に？　いつも一緒にいるし、楽しそうじゃないか。それに友達と言うには、距離が近すぎる。あれでは周囲から野々花が鈴木と浮気していると誤解されるぞ？　結婚している間はお互い浮気はしないと約束をしたはずだ」

　思うがままに言うと、野々花が鋭い目を向けてきた。

「鈴木君とは理人さんと結婚する前から今の関係を続けてきたんです。それは今も変わっていません。それなのに浮気しているなんて思われるわけがないじゃないですか」

　いつもより声のトーンが低いことから、野々花が怒っているのが伝わってくる。でもそんなに怒って必死に否定するのは、事実だからではないかと変に勘ぐってしまう。

「どうして変わっていないと断言できる？　野々花はそうでも、鈴木はわからないだろ？」

「それこそ絶対にあり得ません。鈴木君が私を好きなわけがないじゃないですか」

　本当に？　結婚してまだ日が経っていない俺でさえ野々花のいいところをたくさん知っているんだ。何年も友人関係を続けてきた鈴木なら、俺の知らない野々花も知っているはず。それなのに好きにならずにいられる？

　今の俺のように、伝えていないだけで密かに想いを寄せている可能性だってある。

「この話は終わりにしてください。ご飯ももういいですよね？　先に片付けちゃいます」

　勝手に話を切り上げて、逃げるように野々花は食器を手に立ち上がった。

「待てよ」

　すぐに俺も立ち上がり、野々花を追う。

「まだ話は終わっていない」

「私は終わりました」

　シンクに食器を置き、再びリビングに戻ろうとする野々花の手をたまらず掴んだ。

　振り返り俺を見る野々花に、なぜか湧き起こる怒りや焦りを言葉にしてぶつける。

「もし、鈴木の気持ちが変わってこうやって腕を掴まれたら、野々花はどうやって逃げるんだ？」

「逃げるって……」

　戸惑う野々花の手を引き、思いっ切り抱きしめた。

「抱きしめられたらどうする？　野々花に俺を押し返す力があるか試してみろよ」

　意地悪なことをしているってわかっている。でも野々花にはちゃんと自覚してほしい。鈴木がもし野々花に好意を寄せていたのなら、理性が保てなくなる時がくるかもしれない。そうなったらどうするんだ？

「す、鈴木君はこんなことしません」

　胸の鼓動を速くさせながら、まだ鈴木のことを信じている野々花に醜い感情が沸き起こる。

「野々花がどれだけ鈴木を信用しているのかわからないけど、男の鈴木に身体を押さえられたら、野々花に為なす術すべなどないんだよ」

　ゆっくりと身体を離して彼女の顔を覗き見る。すると野々花は頬を真っ赤にしていた。

　ほら、抱きしめられただけでこんなにもかわいい顔をするんだ。今の俺のように鈴木が野々花を好きだとしたら、簡単に理性などなくなるさ。

　彼女の両頬に触れ、唇を奪った。

　初めてのキスは触れるだけの口づけ。だけど、唇を伝って彼女の熱が伝わってきて、胸がギュッと締めつけられる。

　そうなると理性を抑えることなどできなくなり、無理やり彼女の口を割った。

「あっ……んっ」

　甘い声に触発され、夢中で彼女の唇を奪う。

　すると次の瞬間、野々花の小さな手が俺の背中に触れて我に返る。

　キスを止めて瞼を開けると、野々花は瞬まばたきもせずに驚き固まっていた。

「こうやっていきなりキスをされたら、拒めないだろ？」

「……っ」

　野々花は頬を真っ赤にしたまま、思いっ切り俺の胸を押すと、そのまま逃げるようにキッチンから出ていった。

　少しして寝室のドアが閉まる音が聞こえ、俺は頭を抱えた。

「なにやってるんだ、俺」

　天音のこともあるというのに、気持ちも伝えずに勝手に嫉妬して、あんなことをするなんて最低じゃないか。ただ、野々花に危機感を持ってほしかっただけなのに、自分を抑えることができなかった。

　許してくれないかもしれないが明日、謝ろう。そして野々花にどう思われようが、自分の気持ちをちゃんと伝えるんだ。

　しかし次の日の朝に起きると、野々花はしばらく家を留守にするという置き手紙を残して、すでに家を出た後だった。










契約結婚条件を破ってもいいですか？




　まだ夜も明けていない午前四時過ぎ。私は必要最低限の荷物だけをバッグに詰めて家を出た。【ごめんなさい、しばらく実家に帰ります。ひとりで考えたいので連絡はしないでください】という置き手紙を残して――。




「まだ六時、か」

　家を出たものの、朝方に祖母宅を訪ねるわけにはいかず二十四時間営業しているファミレスで過ごしていた。

　今日は金曜日。仕事が終わったら実家に戻ってしばらく泊まらせてもらうつもりでいる。

　昨夜のことを考えると、何度目かわからないため息がこぼれてしまう。

　あれほど後悔しないように理人さんに気持ちを伝えようと決めていたのに、なぜ素直になれなかったんだろう。

　ご馳走を作って彼を喜ばせて、そして告白するつもりだったのに、美味しいって言って喜ぶ理人さんを見たら、胸がいっぱいになってしまった。

　それと同時にこの笑顔を見られるのもあと何回だろう、私のご飯を食べてくれるのも残りわずかかもしれないと思うと、素直な気持ちが口をついて出てしまい、そのひと言から話がこじれて理人さんを怒らせてしまった。

　でも、あれは理人さんも悪い。だって鈴木君とはただの友達だって言っているのに、何度も否定してくるんだもの。

　それにあんなかたちでキスするなんて……。

　情熱的なキスに私も彼に対する想いが溢れた。今でも思い出すと顔が火ほ照てってしまい、慌てて紅茶を飲み干す。

　席を立ち、ドリンクバーコーナーでおかわりを注ぎながらも、考えてしまうのは理人さんのこと。

　あのキスは、男の人に迫られたらどうなるのか、私にわからせるためだけのものだったのだろうか。もしそうならあんまりだ。感情のないキスほどつらいものはない。

　再び席に戻り、窓から見える景色を眺めて呆然としてしまう。

　渡部さんと理人さんは、恋人でもなんでもなかったってことだよね？　だったら理人さんの言う通り、渡部さんが私に忠告しにきたのは執着からくるものってこと？

　でも彼女は理人さんのご両親に認められているようなことを言っていた。嘘をついているようには見えなかったし、実際に初めて彼のご両親に会った時、特別な幼なじみの存在を伝えてきた。

　理人さんの話を信じたいけれど、完全には信じきれない。それにあんなに理人さんが渡部さんを毛嫌いする理由はなんなの？

　様々な感情に支配されて、頭が痛くなる。こんな状態では理人さんに告白なんてできない。家を出て正解だったのかもしれない。さっきからスマホに届いている数通のメッセージと着信は理人さんからだった。

　メッセージは見るのが怖いし、電話なんてなにを話したらいいのかわからない。申し訳ないけれど見なかったことにしよう。

　とにかく今日一日、病院では理人さんと会わないようにして無事に終えた後、週末実家で自分の気持ちとしっかり向き合おう。

　いつもの出勤時間に合わせてファミレスを後にした。




「ねぇ、あの噂は本当なのかな？」

「だけど、どう見ても渡部先生との方がお似合いじゃない？」

「えぇー。だけど渡部先生は同じ女性として好きになれないなぁ。だったらまだ彼女の方がよくない？」

「どうなるんだろー。彼女と離婚して、渡部先生と電撃結婚したらびっくりだけど」

　昼休みに食堂で食べたのが間違いだった。今日は廊下を歩くだけですれ違う人から視線を集め、コソコソとなにか話している様子が見られた。

　どうやら理人さんと渡部さんの関係性を疑う噂が、あっという間に広がったようだ。

　理人さんが渡部さんの指導医になったようで、一緒に診察したり回診したりしているそう。その際、必要以上に距離が近くて怪しい雰囲気だという。

　誰に聞いたわけでもないが、周りで話しているのが嫌でも耳に入ってくる。

　こんなことならコンビニでご飯を買ってきて、この前のように中庭で食べればよかった。

　食堂で注文したうどんを啜りながら、外来患者が多かったために、会計処理が長引いている奈津希が早く来てくれることを祈ってしまう。

　私は今日、入退院窓口だったから会えていないけれど、きっともう奈津希の耳にも噂は届いているはず。

　きっと奈津希のことだから、すごく心配しているよね。鈴木君だってそうだ。先日もあんなに心配してくれた。

　それなのに私はふたりにずっと嘘をついている。理人さんと離婚した後もこの嘘をつき通す覚悟でいたけれど、それが私にはできるのだろうか。

　ひとりで抱えるにはキャパオーバーな気がする。できることなら、奈津希と鈴木君に相談したい。ふたりの意見を聞きたいよ。

　いつの間にか箸を持つ手が止まる。その間も周囲から視線を感じられ、私や理人さん、渡部さんの名前が聞こえてくる。

　ダメだ、早く食べてここを出よう。そう思った時、私の両隣の椅子が引かれた。

「お疲れ、野々花」

「遅くなって悪かったな」

　そう言って両隣に座ったのは、奈津希と鈴木君だった。

「奈津希、鈴木君……」

　ふたりとも食堂で昼食を買う前に私を見つけて駆けつけてきてくれたようだ。

「二岡はなにが食べたい？　特別に今日は俺が奢ってやるよ」

「本当？　ラッキー。じゃあ野々花と同じきつねうどんでお願いします」

「了解」

　鈴木君は奈津希と自分の分の昼食を買いにいった。すると奈津希はそっと私の肩に触れた。

「ごめんね、今日に限って一緒に休憩に入れなくて」

　やっぱり奈津希も聞いたんだ、理人さんと渡部さんの噂を。

「廊下で鈴木君とばったり会って、お互いを見て顔面蒼そう白はくになったよ。私も鈴木君も、どちらかが野々花と一緒にいてくれていると思ったからさ。つらい思いさせちゃって本当にごめんね」

　奈津希の優しさが心に染みて、目頭が熱くなる。

「それと今夜は鈴木君と久しぶりに三人で飲みに行こうよ。こんなところじゃ思いっ切り愚痴れないでしょ？　個室で気兼ねなく吐き出せそうなところを予約しておくから」

　奈津希はさっそくスマホを手に取り、店を探しだした。

「私は野々花から聞いた話しか信じないよ。……だからもし噂は事実なら親友として高清水先生に全力で抗議するから！　私と鈴木君はなにがあっても野々花の味方だから、今夜はなんでも言ってね」

「奈津希……」

　理人さんとの関係はずっと秘密にするつもりでいたけれど、無理かもしれない。奈津希と鈴木君は本気で私の心配をしてくれているのに、嘘をつき続けたくないもの。

　それに私自身がもう限界だ。奈津希と鈴木君に頼りたい。ふたりに話を聞いてほしい。

　理人さんとの約束を破ることになってしまうけれど、奈津希と鈴木君なら絶対に言いふらしたりしないはず。

　少しして戻ってきた鈴木君と三人で食事をしながら今夜、ふたりにすべて打ち明けようと心に決めた。

　ついさっきまでは周りの視線と聞こえてくる声に敏感になっていたのに、ふたりが来てからは気にならなくなった。

　それはもしかしたら奈津希と鈴木君が、ずっと話を振ってくれていたからかもしれない。ふたりと話をしたことで気持ちも落ち着き、午後の勤務を無事に終えることができた。




「ちょっと待って。さすがにキャパオーバーだから、ちょっと一度整理する時間をくれる？」

「俺も」

　仕事を終えてから奈津希と向かったのは、完全個室の居酒屋。先に料理などを注文して一杯やっていたところに遅れて鈴木君が合流した。

　三人で乾杯をして少し酔いも回ってきた頃に、私はすべてを打ち明けた。

　元カレに振られてからすぐに理人さんと契約結婚をした話から始まり、ふたりは何度も目を瞬かせながらも口を挟まず最後まで聞いてくれた。

　しかし私が話し終えると、奈津希も鈴木君も頭を抱え込んでしまった。

「えっと話をまとめると、高清水先生とは三年という期限付きの利害が一致した契約結婚で、だけど野々花は高清水先生のことが好きになってしまったと」

「そんな時に渡部先生が現れたってことでいいんだな？」

　ふたりに確認するように言われ、私は大きく頷いた。

「あぁ、もう……なにからどう言えばいいのか……」

　奈津希は両手で頭を抱えて項うな垂だれた。

「なんか色々と思うことはあるけど、でも野々花は高清水先生と結婚したことを後悔していないんだよね？」

　ゆっくりと顔を上げて真剣な瞳で私に聞いてきた奈津希に、私はすぐに「うん」と返事をした。

「後悔はしていないよ。だって理人さんと結婚しなかったらおばあちゃんを悲しませていたし、それに理人さんとの生活は幸せだったから」

　彼との結婚生活は私の理想そのものだった。私が作った料理を美味しいと言って食べてくれて、疲れているはずなのにできる限り家事を手伝ってくれる。

　それに祖母のことでは力になってくれて、私のことを支えてくれた。そんな理人さんを好きにならない方がおかしいと思う。

「野々花が幸せなら、私たちはなにも言わないよ。ね？　鈴木君」

「あ、あぁ。そう……だな」

　歯切れの悪い返事をしながら、鈴木君は私を真っ直ぐに見据えた。

「泉は高清水先生が好きで、ずっと一緒にいたいんだよな？」

「……うん」

　改めて聞かれると恥ずかしい話だけれど、それが私の本心だ。

「わかった。それなら俺もなにも言わないよ。じゃあ問題は渡部先生だけだな」

「そうだねー。高清水先生と距離を縮めたいところなのに、渡部先生がなにかと邪魔してきそう」

「いや、現にもう邪魔してるだろ。あれだけ病院内で噂になっているんだから。でも昨日も言ったけどさ、周りがなにを言おうとまずは泉が素直にならないと、なにも前に進まないぞ」

「私も同感」

　まさにその通りで返す言葉もない。

「でもさ、いくら契約結婚の相手とはいえ、手作りの弁当をあんなに嬉しそうに食べたり、仕事人間だった人が急に早くに家に帰ったりはしないと思うけどな」

「一緒に暮らすうちに恋愛感情を抱くようになったのは、野々花だけじゃないのかもしれないよ」

　ふたりに言われて、昨夜のキスが頭をよぎる。

　そういえば、どうして理人さんは昨夜あんなに鈴木君のことで突っかかってきたのだろうか。まさかふたりの言うように、彼も私と同じ気持ちでいてくれているとか……？

　そんな夢のような話をすぐに頭から追いやる。

　ダメだ、変に期待して違った時のことを考えたら怖い。それに昨夜は色々あってうやむやになってしまい、ちゃんと理人さんと渡部さんの関係を聞くことができなかった。

　理人さんは渡部さんと結婚する気はないと言っていたけれど、じゃあなぜ彼のご両親はあれほど渡部さんのことを気に入っているのかな。昔はすごく仲が良かったとか？

「わかった？　野々花」

　ハッと我に返り、慌ててふたりを見る。

「今夜は早く帰って、高清水先生に自分の気持ちを伝えないと！　それから渡部先生との関係をしっかり聞けばいいと思う。そうと決まれば、今夜はお開きにしようか」

　残りのビールを一気に飲み干した奈津希に、慌てて言った。

「ごめん、それは無理」

「どうして？」

　すかさず聞いてきた奈津希たちに、さっきはなんとなく恥ずかしくて言えなかった昨夜の一部始終を包み隠さず打ち明けたら、奈津希は興奮し出した。

「きゃー！　なにその胸きゅん展開は！　それ、絶対嫉妬でしょ！　高清水先生は野々花と仲が良い鈴木君にヤキモチ妬いたんだよ」

「そ、そう……なのかな？　ただ単に、私が契約違反したように思ったからじゃないの？　それで怒ってあんなことをしたんじゃないのかな？」

　昨夜の理人さんを思い出しながら言ったものの、奈津希の見解は違うようで大きく首を横に振った。

「そんなわけがないじゃない！　そもそもなんとも思っていない相手にキスなんてできる？　なにより高清水先生は女性が苦手だったんでしょ？　そんな人が野々花にキスをした理由はただひとつしかない！　野々花のことが好きだからだよ」

　きっぱり断言すると、奈津希は意気揚々と続ける。

「あぁーだけど高清水先生は、自分の気持ちに気付いていない可能性もあるわね。嫉妬するくらい好きなのにはっきり言わないで嫉妬心をぶつけるなんて、意外と不器用なのかも？　野々花も色々と混乱しているようだし、週末はのんびり実家でおばあちゃんと過ごすのもいいかもね」

　うんうんと頷きながら勝手に話を進める奈津希に、私はタジタジになる。

　けれど、もし……もしも奈津希の言う通り理人さんも同じ気持ちでいてくれたら、どんなに嬉しいだろうか。

「それに渡部先生が家まで押しかけてきたんでしょ？　また高清水先生がいない時に来る可能性もあるし、やっぱり週末は実家で過ごした方がいいと思う」

「そう、だね……」

　奈津希の言う通り、渡部さんがまた来る可能性もある。この前のように牽制されたらと思うと怖い。

「ねぇ、鈴木君もそう思うでしょ？」

　奈津希がずっと口を閉ざしていた鈴木君に聞くと、彼はハッと我に返った。

「あ……それがいいんじゃないか？」

　そう言ってなぜか気まずそうに視線を落とした彼に、私と奈津希は顔を見合わせた。

「どうしたの？　鈴木君」

　奈津希が不思議そうに聞くと、鈴木君は俯うつむいたまま口を開いた。

「ごめん、俺のせいで」

「えっ？　どうして鈴木君が謝るの？」

「そうだよ」

　私も奈津希も困惑する中、鈴木君は深いため息を漏らす。

「だって俺のせいで高清水先生と喧嘩したようなものだろ？」

「いやいや、それは違うって。むしろ高清水先生に嫉妬させたんだから、鈴木君はいい仕事をしたよ」

　鈴木君は顔を上げて、グーサインを出す奈津希をジロリと睨んだ。

「そういう問題じゃないだろ」

「じゃあどういう問題？」

「それはっ……！」

　言葉を詰まらせる鈴木君に、奈津希は「早く説明してよ」と喧嘩腰。

「はい、ストップ！」と、たまらず間に入った。

「ちゃんと勇気を出して告白しなかった私が悪いんだから、鈴木君が謝る必要ないからね？　それに告白しようと思えたのは鈴木君が励ましてくれたからなんだ。だから謝るんじゃなくて、応援してくれたら嬉しい」

「泉……」

　理人さんにどう思われていようとも、後悔しないために告白するって決めたんだ。それなのに、なにをウジウジ悩んでいたのだろう。

「なんか渡部さんのことや理人さんにキスされたことで困惑しちゃったけど、まずは理人さんに気持ちを伝えるべきだよね」

　渡部さんのことを聞くのはそれからだ。

「今夜はとりあえず前祝いで思いっ切り飲もう！　結婚してから野々花と飲む機会も減っちゃったし、本物の夫婦になったらますます飲みに行きづらくなっちゃうもん」

　さっそく奈津希は店員にビールのおかわりと、料理も何品か追加注文をした。

　誰かひとりでも事情を知ってくれている人がいると思うと心強い。理人さんに告白したらどうなるかわからないけれど、どんな結果になったとしても私には助けてくれる心強い味方がふたりもいる。

　なにより悩んでいたって、その答えは全部理人さんに聞かなければ出ないんだ。だったら迷わずに告白して、そして渡部さんのことを聞こう。

　それから二十二時過ぎまで三人で過ごした。




　酔いが回って上機嫌の奈津希は、タクシーで帰宅した。祖母に今夜泊まりたいと居酒屋を出る前に電話で伝えたところ、なにも聞かずに快諾してくれた。

　電車に乗るために鈴木君と駅まで向かう。

「今日は仕事で疲れているのに、付き合ってくれてありがとうね」

「いや、そんなことないよ。俺も久しぶりに飲めて楽しかった」

　口ではそう言っているけれど、なんとなく元気がないように見える。それに居酒屋でも口数が少なかったし、ボーッとしている時間もあったよね。

「もしかして今日、無理して来てくれた？」

「え？　どうして？」

「なんか疲れてそうだったから」

　もしかしたら今日、大きなオペがあったのかもしれない。それとも患者が多くて大変だった？

　その思いで聞いたものの、鈴木君は急に足を止めた。

「ごめん、違うんだ。疲れていないし、泉のことが心配だから来た」

　私も足を止め、彼を見つめる。

「ただ、その……気を付けていたつもりなのに、高清水先生には見透かされていたんだと思うと恥ずかしいっていうか、俺ってダメだなって思って……」

　主語のない話に困惑してしまう。鈴木君はなにについて言っているのだろうか？

　思わず小首を傾げると、鈴木君は真剣な表情で私を見た。

「高清水先生が正しいよ、泉」

「えっ？」

　次の瞬間、鈴木君はいきなり私の腕を掴むと自分の方に引き寄せた。

「きゃっ!?」

　バランスを失った身体は、鈴木君にもたれかかるように倒れてしまう。そんな私の身体を彼はギューッと抱きしめた。

「す、鈴木君……？」

　一瞬にして鈴木君の温もりに包まれて、パニックになる。するとさらに彼は強い力で私を抱きしめた。

「高清水先生の言う通り、男の俺の力でこうされたら、どう頑張ったって女の泉は勝てないだろ？　それに俺は、友達だと思ってずっと泉のそばにいたわけじゃないから」

「――え」

　信じがたい話に耳を疑う。

　少しだけ私を抱きしめる腕の力が弱まり、ゆっくりと顔を上げる。目が合った途端、鈴木君は苦しそうに顔を歪めた。

「俺が結婚してからも泉のことを〝高清水〟じゃなくて、〝泉〟って呼び続けていた理由がわかるか？」

「それは……今までがそうだったからじゃないの？」

　こんな鈴木君を見たことがなくて、声が震えてしまう。

「残念、不正解。誰と結婚しようとも、俺は泉のことを新しい苗みょう字じで呼べなかったと思う」

　その先の言葉を聞くのが怖い。だって私と鈴木君は出会った時からずっと友達だったのに。ううん、まさかそんな……。と何度も心の中で否定してしまう。

「二岡と再会して泉とも友達になってさ、笑顔がかわいくて優しくて、そして頑張り屋な泉に次第に惹かれていったんだ。もちろん彼氏がいることは知っていたし、今の関係が壊れるのが怖くて気持ちを伝えるつもりもなかった。だから、すごくショックだったんだ」

　悔しそうに唇を噛みしめながら鈴木君は続ける。

「元カレと別れていて高清水先生と結婚するって聞いた時は、すごく後悔したよ。元カレとうまくいっていなかったなら、俺が奪いにいけばよかったって。それでも泉が幸せだと言うから、想いを抱えたまま泉の幸せを願おうと思っていた。それなのに、契約結婚だったなんて……っ！　その相手は俺でもよかったよな？」

　今にも泣きそうな顔で聞く鈴木君に、胸がギュッと締めつけられる。

「おばあちゃんを安心させるためだけに結婚したかったなら、どうして俺を頼らなかったんだよ」

　今の彼を見て、好きでいてくれたなんて気付かなかった、知らなかったなんて言えない。だって私はそうやって気付かないうちに鈴木君のことを傷つけていたのだから。

「本当に後悔してもしきれないよ。……それでいて、強引に泉を奪う勇気がないから余計に自分自身に苛立つ。だったらなんでこうやって告白なんてしているんだよって」

　自嘲気味に笑う鈴木君にかける言葉が見つからない。

「それは高清水先生に気付かれたのが悔しいけれど、あの人にはなにもかも勝てないとわかっているからかもな」

　そう言って鈴木君は私から離れた。

「ごめん、泉を困らせるつもりはなかったんだ。ただ……俺の気持ちを知っていてほしくなってさ。これ以上後悔したくなかった。それと勝手に好きでいることを許してほしい」

「鈴木君……」

　彼の気持ちは痛いほど理解できる。私だって後悔したくないから理人さんに告白しようと決めていた。

　それに振られたとしても、そう簡単に好きって気持ちは消えないと思うから。

　返事に困っていると、鈴木君は「送る」と言って先に歩き出した。

「あっ……」

　慌てて私も後を追いかけるものの、さっきみたいに隣に並んで歩くことができず、彼の半歩後ろを進む。

　鈴木君に好意を寄せられていたなんて、全然気付かなかった。私、今まで鈴木君にどんな話をしていた？

　元カレの時も理人さんの時も、相談していたよね。彼はどんな気持ちで私の話を聞いて優しい言葉をかけ、励ましてくれたのだろう。

　鈴木君の気持ちを考えると、胸が圧おし潰されそうなほど苦しくなってしまった。




　それから実家まで送ると言う鈴木君の申し出を丁重にお断りして帰ってきた。

　早くに布団に入ったものの寝つけず、朝方にようやく眠り、でも一時間ほどで目が覚めてしまった。

　仕方がなく起きて廊下に出たら、キッチンから美味しそうな匂いが漂ってきた。その匂いにつられていくと、キッチンで祖母が料理を作っていた。

「あら、おはよう、ののちゃん。早いわね」

「うん、目が覚めちゃって。手伝うよ」

「そう？　ありがとう」

　袖を捲って手を洗い、祖母に代わって茹ゆだったほうれん草を切る。

「それで昨夜は抜け殻状態で帰ってきたからなにも聞けなかったけど、理人君と喧嘩でもしたの？」

「えっ!?　な、なんで!?」

　つい大きな声を出してしまうと、祖母はクスリと笑いながら味噌を溶く。

「結婚して急に実家に帰ってくる理由はそれしかないでしょ。夫婦といっても他人同士だもの、喧嘩をすることで仲が深まっていくと思うの。だけど必ず仲直りしないとダメよ。意地を張らずに素直になることが一番だから」

「……おばあちゃんもそうだったの？」

　あまりに自信満々に言うものだから聞いてみると、祖母はすぐに「えぇ」と答えた。

「私とおじいさんもたくさん喧嘩したわ。だからずっと一緒にいられたのよ。本音でぶつかりあわないと、その人との関係は繋がっていかないの。それは夫婦に限らず、友達でもそう」

　そうだよね、みんな他の人の心なんて読めないのだから、言葉にして伝えないとその人との関係はなにも始まらない。前には進めないんだ。

　だから昨夜、鈴木君は私に気持ちを伝えてくれたんじゃないだろうか。私だって理人さんとこれからもずっと一緒にいたいから告白したいと思った。それは鈴木君だって同じはず。

　それなのに私はちゃんと鈴木君に返事をすることができなかった。

　たとえ気持ちに応えることができないとしても、今の私の気持ちをちゃんと言葉にして伝えるべきだったのに……。

「それと何十年も夫婦でいるためには、なにがあっても理人君のことを信じてあげないと。たとえ世界中の人が理人君のことを信じてくれなくても、野々花だけは信じて。おばあちゃんはそれで初めて夫婦になれると思うわ」

　祖母の言葉が胸の奥深くに突き刺さる。

　もし理人さんに鈴木君との距離のことで注意をされた時、素直に聞き入れていたらなにか変わっていたのかな？

　ふと想像してみるも、そうしたらきっと鈴木君は私に告白することもなかっただろうし、私も鈴木君の気持ちにずっと気付かないままだったと思う。

　奈津希と鈴木君に理人さんとの本当の関係を打ち明けることもなかったし、私は今もひとりで渡部さんのことを思い悩んでいたかもしれない。

　そう思うと、人生において正しい選択肢なんてないのかもしれない。でもその選択が人生を大きく変えることになることを痛感した。

「ねぇ、おばあちゃん……」

「ん？　どうしたの？」

　味噌汁の味見をする祖母に、手にしていた包丁をそっと置いて聞いた。

「私と理人さんは、おばあちゃんの目にはちゃんと夫婦に見えてる？」

　私たちは契約結婚した仲であって、そこに愛はなかった。でも今は違う。私は理人さんのことが好きだから祖母の目にはどう映っているのか知りたくなってしまった。

　すると祖母は「ふふっ」と笑った。

「なにを思い詰めた顔で聞いてくるのかと思ったら……。当然でしょ？　あなたたちは夫婦にしか見えないわよ。この前それをしみじみと思ったわ。……私が施設に入りたいって言ってののちゃんを驚かせちゃったでしょ？　そんなののちゃんをフォローするように理人君が取り持ってくれたのを見て、素敵な夫婦だと思ったわ」

「おばあちゃん……」

　契約結婚の相手が鈴木君だったとしても、理人さんと同じように好きになっていたかと聞かれたらその自信がない。だって鈴木君とは最初からずっと友達だったから、この先も友達以上の関係になることはないと思う。

　理人さんも鈴木君も、優しくて私の力になってくれるのに、好きなのは理人さんだ。この先、どんなに素敵な人が現れたとしても、夫婦としてともに生きていきたいと思うのは理人さんだけ。

「ありがとう、おばあちゃん」

「よくわからないけど、どういたしまして」

　そうだよ、私はどんなに鈴木君を傷つけるとしたって彼の気持ちに応えることができない。だったらちゃんと伝えないと。そうでないと私も鈴木君も前に進めないから。

　鈴木君に明後日、告白の返事をして、そして私も自分の気持ちを理人さんに伝えるんだ。

「さぁ、朝ごはんにしましょうか」

「うん」

　祖母と仲良く朝食をとった後は、久しぶりにふたりでゆっくりとした時間を過ごした。




　週明け。出勤する私を祖母は玄関で見送ってくれた。

「はい、ののちゃんのお弁当」

「ありがとう」

　久しぶりの祖母の手作り弁当に頬が緩む。

「またいつでも遊びに来てね。できれば理人君とふたりで」

「うん、わかった」

　今度は本物の夫婦になった理人さんと遊びに来られたらいいな。

「じゃあいってきます」

「気を付けてね」

　何度も振り返って手を振り続ける祖母に応える。

　昨夜のうちに鈴木君には今日の仕事終わりにふたりで会いたいとメッセージを送り、わかったと彼からの返事ももらっている。

　鈴木君のことを傷つけてしまうかもしれないけれど、曖昧にしたまま彼との関係を続けていくことはできない。それにつらいのは断る私じゃない。だからちゃんと伝えるんだ。

　ひとり気合いを入れて出勤し、仕事にあたった。




　仕事が終わり、私が向かった先は病院から少し離れた場所にあるカフェ。まだ鈴木君の姿はなく、ひと通り見回したけど病院関係者もいなかった。

　カフェオレを注文して席で待つこと十五分遅れて鈴木君がやって来た。

「ごめん、遅くなって」

「ううん、お仕事お疲れ様」

「それを言ったら泉もお疲れ様」

　よかった、いつも通りに話せている。

　ホッと胸を撫で下ろしたところで、注文を取りにきた店員に鈴木君は珈琲を頼んだ。

　だけど珈琲が運ばれてくるまでの間、どっちも口を閉ざしたまま沈黙の時が流れる。

　少しして珈琲が運ばれてきて、さっそく鈴木君はひと口飲む。そして私を見つめた。

「それで泉、話って？」

　先に切り出したのは鈴木君だった。

「あ……うん」

　一気に緊張が高まって喉の渇きを覚え、カフェオレを半分以上飲み干す。

「鈴木君にこの間の返事をしたいの」

　バクバクとうるさい心臓を必死に鎮めて、私の話の続きを待つ鈴木君を見つめ返す。

「鈴木君に想われていたことに気付けなくてごめんね」

「いや、気付けなくて当然だよ。俺も必死に隠してきたから。むしろ気付かれていた方が恥ずかしいから」

　笑顔でフォローしてくれた鈴木君の優しさに泣きそうになる。

「泉には悪いけど打ち明けてすっきりしているのに、泉のことがまだ好きでさ。だから少しずつ好きじゃなくなれるように、今ちゃんと振ってほしい」

　彼の言葉に自分を奮い立たせ、私は大きく頭を下げた。

「好きになってくれてありがとう。でも私が好きなのは理人さんなの。だから鈴木君の気持ちに応えることはできない」

「それはこの先もずっと？　もしかしたら契約通りに泉は高清水先生と三年後に離婚する可能性もあるよな？　その後は俺のことを好きになるかもしれない」

「それはっ……」

　思わず顔を上げると、目を赤く染めた鈴木君に胸が痛む。

　そっか、鈴木君は小さな可能性もないってことをはっきりさせたいんだ。だからこんなに食い下がってくるんだね。だったら私も伝えなければいけない。

「うん、たとえ理人さんに好きになってもらえず離婚したとしても、私が鈴木君を好きになる可能性は絶対にない。だって私にとって鈴木君は大切な友達だから。それはこの先もずっと変わらないよ」

　私にとって鈴木君は友達以上に見えないの。だから今すぐには無理かもしれないけれど、またいつか奈津希と三人で楽しく過ごせる関係に戻りたいと願ってしまう。

「そっか。……ありがとう、はっきりと言ってくれて。これでやっと自分の気持ちに区切りをつけることができそうだよ」

　そう言うと鈴木君は深く息を吐いた。

「俺もまた泉と友達に戻りたいと思っている。……でもさすがにすぐには無理そうだ。悪いけど、休憩もしばらく一緒に過ごせそうにない。二岡には仕事が忙しいとか適当にごまかしてくれる？」

「……うん、わかった」

　よかった、鈴木君もまた元の関係に戻りたいと思ってくれていて。もし友達をやめたいと言われたらつらかったもの。

「あのさ、最後にひとつだけ言わせてもらってもいい？」

「う、うん」

　なんだろう、最後に言いたいことって。やっぱり友達に戻るのは難しいかもって言われちゃう？　変に緊張してしまう。

　そんな私に対し、鈴木君は目を細めた。

「泉を好きになれて幸せだった。ありがとう、俺と出会ってくれて」

「そんなっ……」

〝ありがとう〟だなんて――。それを言いたいのは私の方だ。

「鈴木君、私のことを好きになってくれてありがとう。私がこんなこと言える立場じゃないけど、鈴木君には幸せになってほしい」

　残酷なことを言っているとわかっている。それでも私を好きになって幸せだったなんて言われたら、言わずにはいられないよ。

　鈴木君は目を見開いた後、クスリと笑った。

「本当に泉のそういうところも好きだったよ。……わかった、できるだけ努力してみるよ。だから泉も絶対に高清水先生と幸せになってくれ」

　そう言って立ち上がる鈴木君を目で追ってしまう。

「ここは俺の奢り。泉は落ち着いたら出るといい」

　伝票を手に鈴木君は会計へと向かう。

「あ……嘘」

　いつの間にか目からは涙がこぼれていて、慌てて手で拭う。

　だから鈴木君は落ち着いてから出てって言ったんだ。最後まで優しい言葉をかけてくれた彼の気持ちに応えられないことが苦しくて、さらに涙が溢れて止まらなくなる。

　だからこそ私も理人さんにちゃんと気持ちを伝えるんだ。

　そう心に決めたものの、なかなか涙が止まることはなく、しばらくの間席を立つことができなかった。










条件６．恋愛感情を抱いてはいけない




　寒さを感じて目を開けると、身体中が痛い。それも当然だった。リビングのテーブルに突っ伏して眠っていたのだから。

「やだ、ここで寝ちゃったんだ」

　テーブルの上には、理人さんに向けたメモが置かれたまま。立ち上がってキッチンの冷蔵庫を開けると、中には理人さんのために作ったハンバーグが入っている。

「昨日、帰ってこなかったんだね」

　冷蔵庫からハンバーグの皿を取り出す。

　カフェで散々泣いてから、ふたりで暮らすマンションに帰ってきたのは十九時過ぎ。いつもだったら理人さんも帰宅している時間だったにもかかわらず、部屋の中に彼の姿はなかった。

　きっと遅くなるだけで帰ってくるはずと信じて夕食の準備をして待っている間に、そのまま朝まで寝てしまったようだ。

「お弁当に入れていこうかな。あ、その前にシャワー浴びないと」

　入浴中に帰ってきたらと思うと入ることができなかったんだ。

　急いで軽くシャワーを済ませ、ハンバーグや常備菜などをお弁当箱に詰めていく。

　その間、何度も見てしまうのは自分のスマホ。金曜日には理人さんからメッセージが届いていて、着信もあったのに反応することができなかった。

　それなのに今さら私から連絡をしてもいいものなのだろうか。虫がよすぎない？　だけど最後に送られてきたメッセージには、患者の容態が心配だからしばらくは病院に寝泊まりすると書いてあった。

　それなら私からは連絡をしない方がいいのかもしれないけれど……連絡をしない限り理人さんが帰ってこない可能性もある。やっぱり一度、私から連絡をした方がいいのかな。

　そう思い、朝食を食べながらメッセージ画面を開くものの、なかなか文字を打ち込むことができない。そうこうしている間に、結構な時間が経っていた。

「あ、嘘、もうこんな時間？」

　急いで残りのご飯を食べて出勤する準備に取りかかる。最後に戸締まりを確認して慌てて家を出た。




「あーあ、今日もまた鈴木君お昼一緒に食べられないって」

「……そっか、忙しいんだね、きっと」

　残念がる奈津希に、真実を告げられない私はチクリと胸が痛む。

　鈴木君の告白を断って数日が経った頃。彼は大きなオペに助手として入ることになったみたいだから、しばらく勉強に忙しくて一緒に食べられないと奈津希には伝えてある。

　ちょうど本当に難しいケースの患者が転院してきて、外科医一丸となってオペに挑むことになり、研修医の鈴木君もチームに加わってオペが終わるまでは忙しいらしい。

　理人さんもチームに入っており、第一助手としてオペに挑む彼は今、その準備に追われているとさっき鈴木君から届いたメッセージで知った。

　それをここに来る途中で奈津希に伝えると、じゃあ当分は一緒に食べられないんだねと言いながら寂しそうだった。私はというと、寂しいと思いつつも安堵していた。

　オペを控えているから理人さんは、その患者が心配で病院に寝泊まりをしているんだ。迷いながらも大変な時にメッセージを送らなくてよかった。教えてくれた鈴木君には感謝だよ。

　ここ最近、私と奈津希は食堂ではなく、中庭でご飯を食べていた。いまだに理人さんと渡部さんの噂で病院内は持ちきりだったから。

　奈津希とここに来る途中も、外科の看護師たちに声をかけられた。

『渡部先生って医療機器メーカーの社長令嬢で、院長と渡部先生の父親が親友同士なんでしょ？　院長は高清水先生と渡部先生を結婚させたがっているって聞いたけど、本当なの？』

　初対面にもかかわらず、いきなりそんなことを言われて驚き固まってしまった。それは私も初めて聞く話だったから。

　私の代わりに『プライベートなことなので話せないと思います』と答えてくれた奈津希が一緒にいてくれてよかった。

　私ひとりだったら、なにも言えずにその後も延々と質問攻めにあっていたと思う。

「こんな時に鈴木君がいたら、さっきの話が本当かどうかも聞くことができたのにね。看護師が知っていたってことは、鈴木君も絶対になにか知っているはずだよ」

　怒りをぶつけるように、奈津希はコンビニで買ったサンドイッチをパクパクと食べ進めていく。

「早くことの真相を知りたいところだけど、肝心の高清水先生が忙しいんでしょ？　そりゃそうだよね、難しいケースの患者が転院してきたんだから。告白もお預けだね」

「……うん」

　忙しいと知っているのに気持ちを伝えることなんてできない。もしかしたら私の告白で彼を困らせるかもしれないのだから。

「噂が事実とは限らないけどさ、もし本当なら高清水先生も大変だよね。だってご両親は野々花たちが契約結婚だって知らないわけでしょ？　それなのに別れさせて渡部先生と結婚させようとしているんだから」

「でも私は最初から理人さんのご両親に嫌われていたから」

「それにしたってじゃない？　結婚は本人同士がするものだし、普通親だったら子供の幸せを誰よりも願うはずでしょ？　野々花のおばあちゃんだってそうだし、うちの両親だってそうだよ」

　確かに奈津希の言う通りかもしれない。最初は私では理人さんに不釣り合いだし、理人さんと渡部さんが想いあっているから反対されたと思ったけれど、理人さんの話を思い出すと、そうじゃない気がするし……。

　もしかして理人さんが以前にご両親との仲があまりよくないって言っていた理由は、渡部さんのことが原因なのだろうか。

「今どき政略結婚なんて古いし、親を味方に付けて好き勝手する相手になんか負けちゃダメだからね！」

「いや、まださっきの看護師の話が本当とは限らないし」

「そうだとしてもだよ！　好きな人には幸せになれる人と一緒になってほしいし、できるならその相手は自分がいいでしょ？」

　顔を近付けて聞かれた質問に、私は深く頷いた。

「そう、その意気よ野々花！　よし、鈴木君にオペの日を聞こう。その日までに告白の予行練習をしなくちゃね」

　奈津希は鈴木君にメッセージを送ったようで、彼もまたすぐに気付いて返事をくれた。

「あ、今詳しい検査の結果待ち中で、その結果によってだけど患者の容態が思わしくないから、オペは明後日になりそうだって」

「そっか。聞いてくれてありがとう」

　明後日以降に連絡をしよう。まずは勝手に家を出たことを謝って、理人さんとの約束を破って私たちの関係を話してしまったことも謝り、そして鈴木君のことも伝えるべきだよね。

　それから自分の気持ちを伝えて、渡部さんとの関係も改めて聞きたい。

　そう思うと奈津希に聞いてもらってよかったかも。なにからどう話すべきか整理する時間が必要だったから。

「オペが無事に成功するといいね」

「うん」

　きっと疲れて帰ってくるだろうから、明後日は理人さんが好きなものをたくさん作って待っていよう。そのためにも明日から仕込みしておいた方がいいよね。明日も明後日も仕事だし。

　頭の中で予定を立てていると、急に奈津希が笑いだした。

「え？　なに？」

「ごめんごめん、野々花があまりに幸せそうな顔をしているから、高清水先生のことを考えているんだろうなーって思ってさ」

　嘘、私ってばそんなに顔に出ていた？　無自覚だったと思うと恥ずかしい。

「野々花は本当に高清水先生のことが好きなんだね。ちょっぴり羨ましいよ、考えるだけで顔に出るほど好きな人がいるなんて」

「奈津希……」

　彼女は白い歯を覗かせて、私の背中を叩いた。

「野々花が幸せになってくれたら、私も幸せになりたい！って気持ちが強くなると思うから、私の幸せのためにも頑張ってよね」

　奈津希らしいエールに笑みがこぼれる。

「ありがとう。じゃあ奈津希の幸せのためにも頑張るね」

「うんうん、期待しているよ」

　ふたりで笑いあった後、休憩時間が残りわずかになっていたことに気付き、慌ててご飯を食べて戻った。

　この日の夜も理人さんは家に戻ってこなかった。それでも、もしかしたら帰ってくるかもしれないと思うと、なかなか寝室に行くことができず、ソファでいつの間にか眠ってしまった。




「さすがに身体が痛いな」

　歩いて病院に向かう途中。昨夜ソファで変な姿勢のまま寝たせいで身体のあちこちが痛い。

　これでほぼ一日中座りっぱなしの会計窓口業務は、なかなかつらいものがある。

　信号の待ち時間に身体を伸ばして少しでも痛みを取ろうとする。病院の敷地内に入り、職員の玄関口に向かっていると前を歩くふたりの人物を目がとらえた。

「待ってよ、理人」

　コンビニの袋を手に白衣姿で早足に進む理人さんの後を、同じく白衣を着た渡部さんが追いかけていく。

「戻ったら一緒に食べようね」

「悪いけど食べながらカルテを確認したいから無理だ」

「えぇー、そんなこと言わないでさぁ」

　少し離れた距離を歩く私にまで、渡部さんの甘い猫撫で声は聞こえてきた。そんな渡部さんに対して理人さんは強い口調で答えている。

「見て、あのふたり。もしかして一緒に病院に泊まったのかな？」

「仕事ででしょ？　それにどう見ても高清水先生は相手にしていない感じじゃない？」

「えぇー、でも院長はあの受付の子と高清水先生を別れさせて、渡部先生と結婚させようって思っているんでしょ？」

　本当にだいぶ噂が広まってしまっている。理人さんと渡部さんの話をしながら前を歩いているふたりは、私の存在に気付いていない。気まずくて進むスピードも次第に遅くなる。

　だけど不意に振り返ったひとりに気付かれてしまい、彼女はもうひとりに向かって人差し指を立てた。

「しっ！　いるから」

「えっ？」

　振り返ったもうひとりも私に気付き、ギョッとなる。

「ごめんなさい」

　謝りながらふたりは逃げるように走っていった。

　噂はきっとそのうち消えるとわかってはいるけれど、この先どうなるかわからないから聞くたびに嫌な気持ちになってしまう。

　それではダメだと前向きに考えて自分を奮い立たせ、歩を進めた。




　定時で仕事を終え、いつものスーパーに寄って大量の食材を買い込んだ。

「ちょっと買いすぎちゃったかな」

　両手に持っているエコバッグの中を見て、苦笑いしてしまう。

　だけどご飯を出した時の理人さんの喜んだ顔を想像したら、自然と頬が緩む。

「早く帰って明日の仕込みをしよう」

　マンションに到着し、エントランスのドアを潜くぐると「おかえりなさい」と声をかけられた。聞き覚えのある声に足が止まる。

　ゆっくりと声のした方に目を向ける。ロビーに置かれているソファから立ち上がったのはお義か母あ様だった。

「お久しぶりね、野々花さん」

「あ……お久しぶりです」

　思いがけない来訪者に一気に緊張が高まる。急いで駆け寄り、頭を下げた。するとお義母様は私を上から下まで見る。

「あなたの仕事は誰にだってできるものなのに、まだ続けていたのね」

　チクリと嫌みを言い、今度は私が手にしているエコバッグに目を向けた。

「料理だって家政婦に任せればいいものを……」

「理人さんに栄養のあるものを私が作ってあげたいんです」

　これにはすかさず言い返すと、お義母様は顔をしかめた。

「今日は大事な話があって来たの。ここでは話せないことだから部屋に上げてちょうだい」

　理人さんがいない時にお義母様を入れていいのかと迷ったけれど、どんな話なのか気になる。それにここにずっといたら、こちらの様子を窺っているコンシェルジュにも迷惑がかかる。

「どうぞ」

　お義母様とともに最上階へと向かい、初めて部屋に招き入れた。

　リビングに通すと私が珈琲を淹れている間、お義母様は興味深そうに部屋の中を見回していた。

「よかったらどうぞ」

「ありがとう」

　テーブルにカップをふたつ置き、私とお義母様は向かい合って座った。

「単刀直入に言わせていただきます。理人と速やかに別れなさい」

　そう言うとお義母様はバッグの中から一枚の写真をテーブルに出した。

「その理由はこれよ」

「これ……」

　写真には、鈴木君に抱きしめられている私が写っていた。

「どうしてこれを？」

　思わず口をついて出た言葉に、お義母様は片眉を上げた。

「否定しないってことは、浮気は事実なのね」

「ちがっ……！　違います」

「じゃあこの写真はなんなの？　明らかな証拠でしょう」

「それは……」

　どう説明したらいいのかわからなくて、言葉が続かない。

　そもそもこの写真を撮ったのは誰？　お義母様ではないよね？　だったら誰が？

「天音ちゃんにこの写真を見せられた時の、私の気持ちがわかる？　理人の妻でありながら研修医なんかと浮気なんて恥ずかしい」

　天音ちゃん？　天音ちゃんって渡部さんのことだよね？

　信じられなくて目を白黒させる私を、お義母様は軽蔑した目で見てくる。

「次期院長の妻が浮気しているなんて噂が広まる前に、一刻も早く離婚しなさい。……まったく、こうなるから理人も私たちの言う通りに天音ちゃんと結婚していればよかったのよ。そうすれば今頃は幸せに暮らせていたというのに」

　お義母様は文句を言いながら立ち上がった。

「すぐに離婚届を手配するから、記入したら速やかにここを出ていきなさい。もちろんうちの病院も辞めてちょうだいね。元妻が働いていたら、天音ちゃんの立場がないもの。当分は生活できるくらい慰謝料を出してあげるわ」

　言いたいことだけ言って帰ろうとするお義母様を、慌てて立ち上がって引き止めた。

「待ってください！」

　私の声にお義母様は足を止めて振り返った。

「なにかしら」

「私は浮気などしていません。それに理人さんから離婚したいと言われない限り、離婚もするつもりはありません」

　さっきは言えなかったことを言うと、お義母様は鋭い目で私を睨みつける。

「正気で言っているのかしら」

　一瞬怯みそうになるも、ここで負けるわけにはいかないと自分を奮い立たせる。

「はい」

「はっきりと証拠が残っているのに？」

「私は浮気をしていませんから。それよりもこの日は、彼を含めた友人三人で食事をしたんです。遅い時間でしたし、完全個室の店だったのにもかかわらずなぜ渡部さんがこの写真を撮れたか、彼女からなにか聞いていますか？」

　こんなことを考えたくはないけれど、もしかして渡部さんは私の弱みを握るために、ずっとつけていたってこと？

　でも彼女は医者だ。そんな暇などないはず。じゃあどうやって私たちが食事をする情報を得て、こんな写真を撮ることができたの？

　どうしても犯罪じみた匂いがしてしまう。それはお義母様も同じなのか、急に慌て出した。

「話を変えないでちょうだい。重要なのはあなたが理人以外の男と抱きあっていたという事実でしょ。この写真はもちろん理人にも見せますから」

「はい、かまいません」

　躊ちゅう躇ちょすることなく言った私が意外だったのか、お義母様は狼狽うろたえる。

「あら、本当にいいのかしら？　さすがの理人もこの写真を見たらあなたのことを信じられないと思うけど」

　お義母様の言うことはもっともだけれど、理人さんなら私の言葉を信じてくれると思っている。

　短い時間ではあるけれど、契約結婚から始まった私たちは確かな信頼関係を築けていた。

「理人さんは写真よりも私の言葉を信じてくれるはずです」

　それに信じてくれなかったとしても、何度も説明すればいい。

「あら、随分と自信があるのね」

　顔を引きつらせながら言うお義母様に、「はい」と返事をして続ける。

「私もお義母様に聞きたいことがあるんです」

「なにかしら」

　さっきの話を聞いたら言わずにはいられない。

「お義母様は理人さんの幸せを、今まで一度だって真剣に考えたことがありますか？」

「えっ？」

　お義母様たちは、理人さんの気持ちを無視しているようにしか思えない。そうでなければ、〝私たちの言う通りに〟なんて言葉は出ないはず。

「私は早くに両親を亡くしましたが、代わりに祖母が両親以上に愛情を注いでくれました。祖母は常に私の意見を尊重してくれて、幸せを願ってくれています。私もいつか子供を授かったら、その子が望む人生を歩んでほしいと思いますし、なにかあったら誰よりも一番の味方でいたいと思います。……お義母様は理人さんに対して、そのように思ったことがありますか？」

　愛情を注いでいるのなら、理人さんが望んでいない相手と結婚なんてさせないよね。

「理人さんが渡部さんのことを心から愛していて、彼女となら幸せになれるのであれば私は潔いさぎよく身を引きます。でも、そうじゃないですよね？　理人さんは渡部さんとの結婚を望んでいないと私にはっきりと言いました。この先もそれは絶対にないとも」

　お義母様は唇をギュッと噛みしめながらも、なにも言い返すことはなかった。

「確かに私なんかでは、理人さんに釣り合わないことはわかっています。……でも〝私なんか〟と言うなって言ってくれた理人さんと一緒にいたい。いつも私に寄り添い、つらい時は支えてくれた理人さんには幸せになってほしいですし、幸せにするのは他の誰かではなくて、できるなら私でありたいんです」

「野々花さん……」

　初めて顔を合わせた時は、三年後に離婚するのだから嫌われていたっていいと思っていた。でも今は違う。

　好きな人のご両親には嫌われたくない、理人さんと一緒に彼のご両親と良好な関係を築いていきたいよ。

「お義母様が直接理人さん本人の気持ちを聞いた上で、本気で理人さんの幸せを考えて私と離婚しろと言うのなら、その時は潔く理人さんのことを諦めます。でもそうでないのなら、私は絶対に理人さんから離れません」

　どんなに頑張っても私の気持ちが理人さんに届かないのなら、つらいけれど諦めるしかない。だけど諦めるためにも理由が必要だ。後悔のないようにさせてほしい。

「お願いします、どうか一度理人さんの話を聞いてあげてください。そして彼の幸せを第一に考えてあげてください」

　そうすればきっと彼の望まない未来は訪れないはず。その思いで言ったけれど、お義母様はどう思っただろうか。

　なにも口を挟まなかったのは、怒りで震えていたから？　それとも、少しは私の気持ちがお義母様の心を動かすことができた？

　緊張が増していく中、お義母様の答えを待つ。

「失礼するわ」

「えっ？　あっ」

　お義母様はなにも言うことなく、帰っていってしまった。玄関のドアが閉まる音が聞こえてくると同時に一気に緊張が解けて、その場に座り込んでしまった。

「言っちゃった」

　それも随分と生意気なことを。だけど、後悔はしていない。言いたいことを言えて心がすっきりしている。後は明日、理人さんに想いを告げるだけだ。

　飲まれなかった珈琲を片付けて、すぐに調理に取りかかる。

　これまで作ったたくさんの料理の中から、とくに理人さんが美味しいと褒めてくれた料理を作る予定だ。もちろんその中には紅ショウガ入りの厚焼き玉子も含まれている。

　材料の仕込みだけをし、後は明日、仕事から帰ってきたら仕上げをすればいいだけの状態にして、この日は早めにベッドに入った。

　寝る前に悩みに悩み、理人さんに【突然家を出てすみませんでした。今はマンションに戻っています。明日の夜は帰ってこられますか？　理人さんと話がしたいです】とメッセージを送って。




　次の日の朝、いつもと同じ時間に目を覚ましてすぐにスマホをチェックした。すると理人さんからメッセージが届いていた。

「きてた……！」

　歓喜に沸きながら震える手で画面をタップしてメッセージを目で追う。

【俺も野々花と話がしたい。今日はできるだけ早く帰るから待ってて】

　絵文字ひとつないメッセージなのに、彼が送ってくれたと思うだけで嬉しくて涙がこぼれ落ちた。

「よかった。帰ってきてくれる」

　もしかしたらもう二度と戻ってこないかもしれないと不安だったから。

　涙を拭い、さっそく彼に返信をした。

【わかりました。今日は難しいオペがあると聞きました。成功を願っています。頑張ってください。今夜は理人さんが好きなものを作って待っています】

「よし、行こう」

　いつも以上に気合いを入れて朝食の準備に取りかかった。朝食後、身支度を整えて家を出る。歩いて向かう途中、信号が赤に変わって先頭で足を止めた時にスマホを確認すると理人さんから返信が届いていた。

【ありがとう。最善を尽くしてくる。それと俺の好物を作ってくれると知って家に帰るのが楽しみになったよ】

　何度も読み返しては顔がニヤけそうになる。

【楽しみにしててくださいね】と返して、スマホをバッグにしまった。

　なかなか信号は変わらず、交差点には多くの車が行き交っている。通勤ラッシュの時間だからか、みんな必要以上に飛ばしてもいた。

　通り過ぎていく車を眺めながら、家に帰ったらなんの料理から作ろうかと考える。

　ハンバーグは最後に焼くべきだよね。そうなると最初に作った方がいいのは……と頭の中でシミュレーションしていた時。

「お願いだから消えて」

「えっ」

　次の瞬間、思いっ切り背中を押されて道路に倒れ込んでしまった。すぐにけたたましく鳴り響くクラクションと周囲から聞こえる悲鳴。そして目の前に迫る車。

　一瞬の出来事がまるでスローモーションのように目に映る中、強い衝撃が身体を襲った後、私は意識を手放した。










自分の気持ちに正直であり続けたい　理人ＳＩＤＥ




　何度も目を通したカルテや検査結果を確認して、明日の手術に備えながら数時間おきに患者の様子を見に病室に向かう。

「容態は安定していますし、オペを明日に決めてよかったですね」

「あぁ、そうだな」

　回診して医局へ戻る途中、後輩医師が言いにくそうに切り出した。

「ところで、今日もご自宅には帰られないのですか？」

「……あぁ、オペが終わるまではな」

　野々花が家を出てからすぐに連絡を入れたものの、返事がくることはなかった。だから一度も家に帰っていない。帰ったら野々花が出迎えてくれるのが俺の中では当たり前になっていて、彼女のいない場所でひと晩過ごすことを考えると、どうしてもあの部屋に足が向かわなくなってしまった。

「あの、差し出がましいことだとわかっているんですが……渡部先生との関係をはっきりなさらなくて大丈夫なんですか？　奥様は気にされていません？」

　様子を窺いながら聞いてきた後輩の質問は、俺のことを心配してのものだろう。

「すまないな、迷惑をかけて」

「そんなっ迷惑だなんてとんでもない！　ただ、高清水先生のよくない噂を耳にするのは後輩として気分のいいものではありません。それもおもしろおかしく脚色しているじゃないですか。渡部先生が一方的に付き纏っているだけで、高清水先生はなにも悪くないのに……っ！」

　野々花と結婚してから、仕事スタイルに変化があった。これまでは自分以外の医師を信頼することができず、なんでもひとりで抱え込んでしまっていた。

　だけど同僚に任せるようになってからというもの、明らかにみんなとの関係も大きく変わった。もちろんいい方にだ。

　コミュニケーションも盛んに取れるようになり、いい連携ができている。こうして心配してくれる後輩もいる。

　なぜもっと早くにこうしていなかったのかと後悔することもあるほど。

「ありがとう。周りにどう言われようと仲間がわかってくれているなら、それだけで十分だ。でもこのままではいけないともちゃんとわかってる。……明日のオペが終わったらケリをつけるよ」

　祖父が週末に父を呼び出した席に俺も同席し、これまでの天音の言動を説明した。俺からも父にしっかりと自分の意思を伝えた。さすがに父の耳にも天音の噂は届いていたようで少し疑問を持ちつつも、俺に対する過去の出来事はすぐには信じることができないと言われた。しかし、頭ごなしに否定することはなかった。

　それは、少しは俺の話に耳を傾けてくれた証拠。だからオペが終わったら今度は母も交えてふたりに俺の気持ちを伝えるつもりだ。

　天音のことを信じてくれないのなら、何度も話しあいの機会を持てばいい。

「それは渡部先生に制裁を科すということですね!?　だったらこれまで渡部先生に嫌な思いをさせられた医師や看護師も喜びますよ。あ、俺的にはどこか違う病院に行ってくれたら嬉しいんですけど」

　みんな口に出さないだけで、天音はだいぶ迷惑をかけているようだ。それも当然だろう。優秀な医師といえど、彼女の言動は目に余るものがあるから。

「本当にすまないな。これ以上みんなに迷惑をかけないようにするから」

　天音のことをすべて片付けてから野々花と話をしよう。

　医局に戻り、入院患者の処方箋を作成しているとスマホが鳴った。画面に表示されている相手は父で目を疑う。

　勤務中に内線で呼び出されることは何度もあったが、プライベートのスマホに電話をかけてくることは滅多にない。

　話したいとは思っていたが、オペ前の大切な時に気の滅入る話はしたくない。できるなら出たくないところだけど、そうもいかないな。

　ため息をひとつ漏らして電話に出ると、大切な話があるから家に来てほしいというものだった。

　宿直の同僚に外出してくることを伝えて、久しぶりに実家へと向かった。




　到着すると家政婦に案内され、両親が待つというリビングに案内された。ドアを開けると、ソファに座っていたふたりはともに立ち上がる。

「悪いな、大事なオペの前日に呼び出して」

「わかっている上で呼び出すということは、よほど重要な話なんですよね？」

　つい嫌みを言ってしまったものの、父は言い返すことなく「あぁ」と力ない声で言った。

　母も母で、神妙な面持ちで腰を下ろす。ただならぬ様子のふたりに、緊張が増していく。

「なに？　なにかあった？」

　すると少しの沈黙の後、父が切り出した。

「父さんとお前から天音ちゃんの話を聞き、彼女の、理人の周りにいる女性に対する立ち居振る舞いや、お前が他人の手料理を食べられなくなった理由を初めて知った」

「そうだろうな」

　天音は両親の前ではいい子を演じていたから、ふたりにとって青天の霹へき靂れきだっただろう。

　てっきり俺と祖父の努力の甲斐なくまた『野々花と別れて、天音と再婚をしろ』と言われると思っていた俺は拍子抜けしてしまう。

「最初は私も母さんも信じられなかった。天音ちゃんのことはそれこそ赤ちゃんの時から知っていたからな。そんなことをするような子だと認められなかったんだ」

「私もよ。天音ちゃんほど理人の相手に相応しい子はいないと思っていたわ。天音ちゃんと結婚することが、理人にとってなによりの幸せだと信じていたの」

　今日のふたりはいつもと違う。これまでのことを後悔しているように見える。

「だけど病院内で流れている噂と、実際に勤務中にもかかわらずお前にくっついて歩く天音ちゃんを見て、父さんとお前の言っていたことは事実なのだと痛感したよ」

　そう言うと父さんは、深く息を吐いた。

「私の中で天音ちゃんは天てん真しん爛らん漫まんな子供のままでな、人様を傷つけるようなことをする子ではないと思いたかったんだろう。そして母さんと同じように、幼い頃仲が良かった天音ちゃんと理人の記憶が根強くあって、ふたりが結婚すれば病院も発展してそれが理人の幸せにも繋がると信じていた」

　初めて知る父の胸の内に驚きを隠せない。

　天音と結婚することで病院に利益が生じるから、俺に天音との結婚を強要しているとばかり思っていたが、俺の幸せを本気で考えてくれていたと思ってもいいのだろうか。

「これ以上、天音ちゃんとの結婚をすすめることはやめると約束しよう。天音ちゃんの今後についても、院長として現場の意見を聞いて然しかるべき対応を取る」

「そうしてくれると助かるよ。同僚からも苦情がきていたんだ。それに噂も広がって困っている」

「あぁ、わかってる。……すまなかった」

　深々と頭を下げて謝罪する父の姿に、どう反応したらいいのか困ってしまう。だけど父は誠実に対応してくれた。それに天音のことも理解してくれて本当によかった。

「いや、こっちこそありがとう」

　初めて俺もお礼を言うと、顔を上げた父は目を見開いた。

「これは驚いた。まさか理人から感謝される日がくるとは」

「俺だってありがとうくらい言うさ」

「ふっ」と笑う父に照れくささを感じてしまう。

「外科部長からお前が医者としても人間としても成長したのは、明らかに結婚してからだと聞いたよ。理人のためにも病院のためにも結婚相手に相応しいのは、お前が選んだ相手なのだろう」

「え？　それじゃ……」

　俺の言葉を遮り、父は大きく頷いて「野々花さんと温かな家庭を築いていきなさい」と言ってくれた。

　父が野々花のことを認めてくれたと思うと、嬉しくてたまらない。

　これで心置きなく野々花に想いを伝えることができる。でも認めてくれたのは父だけだ。父より野々花との結婚を快く思っていなかった様子の母は、どう思っているのだろうか。

　ずっと沈黙を貫いていた母を見ると目が合う。すると母は真剣な面持ちで口を開いた。

「理人、あなたにとっての幸せは野々花さんと一緒に人生を歩むことなの？」

　母からの意外な質問に、言葉を失う。だけどどこか苦しげな表情で俺の答えを待つ母に正直な気持ちを伝えた。

「野々花とはまだ結婚したばかりだし、お互い知らないことも多いと思う。だけど俺の人生に野々花がいない毎日が考えられないほど、大切な存在なんだ」

　彼女が家を出て痛感した。野々花のいない家は家じゃない。野々花がいてこその俺の帰る場所なのだと。

「野々花と生きていくことが、俺の幸せだと胸を張って言えるよ」

　もっと野々花のことを知り、俺のことも知ってほしい。もしかしたら意見が食い違い、喧嘩することがあるかもしれない。

　その時はとことんお互いの意見をぶつけあって、さらに仲を深めていけたらと思う。

　この前の出来事もいつか笑い話になるように、嫉妬したことを認めて謝り、そして好きだと伝えたい。

「そう……そうなのね」

　俺の答えを聞き、母はまるで自分に言い聞かせるように呟く。

「もしこの先、野々花さんの気持ちが理人から離れたとしても同じことが言える？」

　母に聞かれ、ふと鈴木のことが頭をよぎる。

　どう見ても鈴木は野々花に好意を寄せていると思う。だけど俺は、鈴木はもちろん他の誰にも野々花を渡したくない。

「離れたらまた引き戻せばいい。野々花への想いは、簡単に諦められるものじゃないから」

　嘘をつきたくなくて言ったものの、俺の話を聞いた両親が気まずそうに目を逸らしたのを見て、恥ずかしいことを言ったと自覚する。

「と、とにかくそういうわけだから」

「理人の気持ちはわかったわ。……悪かったわね。昔、あなたの主張を信じずにつらい思いをさせて。あの時、理人の言葉を信じていれば、あなたにも天音ちゃんにも違った未来があったのかもしれないと思うと、後悔してしまうわ」

「母さん……」

　あれほど天音との結婚に強くこだわっていた母の豹変ぶりに、夢でも見ているのかと思うほど動揺してしまう。

　俺の考えていることを察したのか、母は不服そうにこちらを見た。

「なに？　その顔は。言っておくけど私だって謝る時は謝るわよ。……これまではいい母親ではなかったかもしれないけど、息子の幸せは常に願っていたから」

　なにが母をここまで変えたのだろうか。やっぱりこんな母には慣れなくて戸惑うよ。

　すると俺たちのやり取りを見ていた父が、クスリと笑った。

「理人、母さんはひとりで野々花さんに会いにいってきたんだ」

「えっ？　野々花に？」

　すぐに母を見ると、気まずそうに目を逸らした。

「あぁ。野々花さんと話をして色々と思うところがあったんだろう。私も正直、母さんの豹変ぶりには驚いているよ」

「ちょっとあなた？」

　すかさず父の腕を掴む母。こんなに和気あいあいとしたふたりを見るのはいつ以来だろうか。

「いい意味で言っているんだぞ？　怒ることはないだろ」

「笑っているじゃないですか」

　なんだ、こうして見るとふたりも普通の夫婦だな。どこか距離があって仲が悪いと勝手に思っていた。だけどそれは俺がふたりから遠ざかっていたから気付けなかっただけだったんだ。

「と、とにかく理人。今度、野々花さんをうちに連れてらっしゃい」

「そうだった、大切なことを忘れるところだったな。私も母さんも野々花さんに謝りたいと思っているんだ。それと結婚した後で言うのもあれだが、親として理人をお願いしますとも伝えたくてな。落ち着いたらふたりで来てくれ」

　両親からまさかこんな言葉をかけてもらえる日がくるとは思わず、感慨深くて、不覚にも泣きそうになってしまった。

「わかったよ」

　俺の返事を聞き、両親は顔を見合わせてホッとした様子。

「それじゃ今夜は明日のオペに備えて泊まっていきなさい。なんでもお前、ここのところ患者の容態が心配で病院で寝泊まりしているそうじゃないか」

「明日は大切なオペなのに、しっかり寝ないでどうするの。夕食は？　まだならすぐに作らせるから待ってなさい」

　俺の身体の心配をしてくれる両親もまた新鮮で違和感を抱いてしまう。だけど同時に心地よいと思うのは、野々花と結婚してから家族という存在に幸せを感じることができるようになったからだ。

　それから宿直の医師に連絡して今日は病院には戻らないことを伝え、久しぶりに実家に泊まることにした。

　そして、両親とともに軽食をとった。言葉数は少なかったけれど、家族揃って団らんをしたのは久々で、まるで子供の頃に戻った気がして楽しい時間を過ごした。




　次の日、手術着に着替え終え、野々花から送られてきたメッセージをスマホをしまう前に見た。

「頑張ってくるよ、野々花」

　今日のオペが終わったら連絡をしようと思っていたから、昨夜のうちに野々花からメッセージが送られてきてとても驚いた。

　今日は家に帰れば野々花が待ってくれていると思うと、さらにやる気が漲ってくる。

　ロッカーにスマホをしまい、更衣室を後にした。

「おはようございます、高清水先生」

　廊下を進んでいると背後から声をかけてきたのは鈴木だった。

「おはよう」

　野々花との一件以来、挨拶を交わすことはあってもそれ以上の関わりはなかった。それなのになぜか今、鈴木は俺の後をついてくる。

　もしかして野々花からなにか聞いたのだろうか。それとも俺に宣戦布告をしようとしている？

　様々な考えが及び、ついチラチラと鈴木を見てしまう。それに気付いた彼は笑い出した。

「すみません、あまりに高清水先生が俺を見るものですから。安心してください、泉にはしっかりと振られましたから」

「えっ？」

　思いがけない話に足が止まる。すると鈴木も足を止めて俺に歩み寄った。

「俺のことは、友達以上には思えないとはっきり言われちゃいましたよ。だけど振ってくれたおかげで俺も前に進めそうです。……俺の幸せのためにも、高清水先生と泉は絶対に幸せになってください」

「鈴木……」

　そう話す鈴木の顔は笑っているが、声は少し震えていた。どれくらいの期間、鈴木は野々花を想っていたのだろうか。

「今日のオペ、俺も助手として入らせていただきますので、よろしくお願いします」

「あ、あぁ」

　鈴木は最後まで笑顔で俺に一礼し、颯爽と去っていく。その後ろ姿は眩まぶしくて俺も負けていられないと思った。

　嫉妬して落ち込んでいる場合じゃなかったな。俺も鈴木のように勇気を出して野々花に想いを伝えなくてはいけない。

　患者のバイタルチェックや部長とオペの確認をして、万全の準備を進めていく。

「今日のオペは長丁場になるでしょう。昨日はしっかりと眠りましたか？　朝ごはんは食べてきました？」

「はい」

　部長と念入りに手を洗いながらそんな言葉を交わす。

「なんとしても今日のオペは成功させて、患者さんをまた家族のもとに帰してあげましょう」

「そうですね」

　成功する確率は正直言って低い。だからこそ今日までしっかりと準備をしてきた。なにがなんでも成功させたい。

　手洗いを終えて消毒を済ませ、手術用手袋をはめる。そして手術室に入った時、医師が慌てて駆け込んできた。

「大変です！」

「どうしました？」

　困惑している医師に部長は落ち着いた声で問う。すると医師から耳を疑う言葉が飛び出した。

「今……救急搬送されてきた患者が、高清水先生の奥さんで」

「えっ？　野々花が？」

　思わず医師のもとに駆け寄る。

「どういうことですか？　野々花が搬送されてきたって。野々花は無事なんですか？」

「それが、その……緊急オペが必要な状態です」

　緊急オペ？　それほどひどい状態なのか？

　医師が言うには車との接触事故により、内臓の損傷と左膝の粉砕骨折でオペの準備が進められているという。

「それでは人手が必要ですね……。高清水先生、ここは私たちに任せてそちらをお願いしてもいいですか？」

「えっ？　ですが……」

「大丈夫です、高清水先生がいなくても、強力なサポーターが大勢いますから。それに奥さんが気になって集中できないでしょう？」

　図星をつかれ、返す言葉がない。

「すみません」

「いいえ、頼みましたよ」

「……はい！」

　他の医師からも「こちらは任せてください」「早く奥さんのもとに行ってあげてください」と言われ、頭が上がらない。

　急いで移動して野々花が運ばれた救命室へと向かう。

　詳しい症状がわからないから不安が募る。だけどどんな状態だったとしても、野々花は絶対に俺が助けてみせる。










新条件　生涯寄り添うこと




　最後に見た景色はけたたましいクラクションの音と、人々の悲鳴、そして目の前に迫りくる車だった。

「んっ……」

　全身に感じる痛みで目が覚めたものの、なかなか瞼を開けることも、身体を動かすこともできない。鼻を掠めるのは消毒液のにおい。

「野々花……？　大丈夫か？　野々花」

　そして聞こえてきたのは心配そうに私を呼ぶ理人さんの声。

「理人……さ、ん？」

「あぁ、そうだよ」

　手を強く握られ、その相手を確認したくて必死に目を開ける。すると視界いっぱいに理人さんの顔が広がった。

「理人さん……」

「よかった、目が覚めて。気分はどうだ？」

「気分……」

　一瞬自分の身に起きたことが理解できなくて固まる。でも最後に見た景色を思い出し、事故に遭ったんだと気づく。

「私、助かったんですね」

「もちろんだ。重傷だったが、無事に手術は終わった。ただ、これからしばらくは絶対安静だし、リハビリも待っているがな」

　そっか、よかった。またこうして理人さんと会うことができて。

「とにかく今はゆっくり休んでくれ。……詳しいことは元気になったら話すから」

　ううん、理人さんに聞きたいこと、言いたいことがたくさんあるの。でも瞼が重くてたまらない。

「……はい、約束ですよ？」

「あぁ、約束だ」

　彼に優しく頭を撫でられる感触に眠気が増し、私は再び眠りに落ちた。




　それから私は丸一日眠り続け、目を覚ました時には麻酔が切れた状態でひどい痛みに襲われた。

　痛みも治まり、集中治療室から一般病棟に移れたのは手術から十日後だった。

「野々花ー！　本当によかったよぉー！　事故に遭ったって聞いた時は心臓が止まると思ったんだからね！」

　泣きながら病室に駆け込んできた奈津希は、私を見てさらに泣き出した。

「二岡泣きすぎ。泉が困ってるだろ？」

「だって～」

　奈津希に病室のソファに座るよう促し、鈴木君は私を見て安堵したようだ。

「無事でよかったよ。……二岡じゃないけど手術室で泉が救急搬送されたと聞いた時は、俺も頭が真っ白になった」

「ごめんね、ふたりとも。心配かけちゃって」

　一般病棟に移るまでは面会もできなかったから、余計に心配をかけてしまったよね。

「執刀したのは高清水先生だから、術後の経過もいいと思う」

「え、理人さんが手術してくれたの？」

「あぁ、そうだよ。絶対に泉を助けるんだってすごい気迫だったらしい」

　そうだったんだ、理人さんが私を助けてくれたんだね。

「また来るから、ゆっくり休んで」

「うん、ありがとう」

　鈴木君とは次に顔を合わせたらどうなるのか不安だったけれど、驚くほど以前と変わりなく接することができている。

「ほら、二岡行くぞ」

「野々花、また来るからね！」

　鈴木君に腕を引かれて名残惜しそうに出ていく奈津希に、つい笑ってしまった。

　この日は多くの人が私を訪ねてきてくれた。休憩時間には同僚たちが次々とお見舞いにきてくれて、そして午後には祖母が会いに来てくれた。

　祖母は私の顔を見るなり泣き出してしまった。

「無事で本当によかった」

「ごめんね、おばあちゃん。心配かけちゃって」

　思うように身体を動かすことができないから、抱きしめてあげられないのがもどかしい。

「とにかく理人君の言うことをしっかりと聞いて、早く元気になってちょうだい」

「うん」

　そして祖母と入れ替わりにやって来たのは、警察の人たちだった。

　そこで私は初めて事故の真相を聞くことになったのだ。




　日もすっかり落ち、窓の外は真っ暗だ。そろそろカーテンを閉めてほしいところだけれど、そのためだけに看護師を呼ぶのは気が引ける。

　おそらくあと少しで夕食の時間だろうから、食事が運ばれてきた時に閉めてもらえばいいよね。

　ベッドの上で呆然と様々なことを考えていると、ドアがノックされた。

「はい、どうぞ」

　私の返事を聞き、入ってきたのは夕食を持った理人さんだった。

「え？　理人さん？」

「食事を持ってきた。食べられそうか？」

　そう言ってテーブルに置かれたのは重湯。彼は開けっぱなしになっていたカーテンを閉めてくれた。

　そしてリモコンでベッドのリクライングを上げると、座位がしっかりととれるようにクッションで身体を固定してくれた。

「すみません、ありがとうございます」

「どういたしまして」

　そう言って微笑んだ理人さんの笑顔に、胸が高鳴る。

　理人さんとは家を出て以来なのに、まるであの日の出来事がなかったかのよう。

「はい、野々花。口開けて」

　理人さんはひと口分の重湯をスプーンにのせて、私の口元に運んできた。

「えっ!?　いいえ、自分で食べられます」

「いいからやらせてよ」

　え？　なにこれ。どうして急に理人さんってば甘やかしモードに入っているの？

　困惑するものの、理人さんは私に食べさせるまで引かなそう。恥ずかしいけれど、覚悟を決めるしかない。

「えっと、じゃあ……」

　口を開けて食べさせてもらう。すると理人さんは満足そうに笑った。

「はい、もうひと口」

「……はい」

　結局全部食べさせてもらったけれど、緊張と恥ずかしさで食べた気がしなかった。

「よかった、食べられて」

　そう言うと理人さんはナースコールを押した。少ししてやって来た看護師がバイタルを測定してくれた。

　それから空になった食器を持って看護師は病室から出ていった。

「じゃあそろそろ寝ようか」

「寝るって……？」

　私が小首を傾げる中、理人さんはソファの背もたれを倒して簡易のベッドを作り始めた。

「野々花が入院中、俺もここで寝泊まりするから」

　まさかの話にギョッとなる。

「ちょ、ちょっと待ってください。本気ですか!?」

「あぁ。そのために個室にしてもらったんだ」

　それじゃ私が退院するまで、ここでずっと夜はふたりっきりで過ごすってこと？　家でも一緒に寝たことないのに？

　パニックになる中、自分の寝床を作ると理人さんはクッションなどをどかしてリクライングを倒してくれた。

「今日、警察が来てすべて聞いたんだろ？　それなのにひとりになんてさせられない」

「理人さん……」

　苦しそうに顔を歪ませた彼に、私もつらい気持ちでいっぱいになる。

　あの日、私は確かに誰かに押されて事故に遭った。交差点で信号待ちをしている人はたくさんいて、目撃者も大勢いたようですぐに犯人は取り押さえられたようだ。

　警察の人は事件の裏付けのために私の証言を取りに来た。

　車が来るタイミングで背中を押して、私を殺そうとしたのは渡部さんだったのだ。前日の夜にお義父様から理人さんとの結婚話はなかったことにしてほしい、さらにアメリカに戻ってはどうかと連絡があり、お義母様からも理人さんとの結婚を応援できなくなったと言われたらしい。

　それはすべて私のせいだと思い込み、私がいなくなれば理人さんと結婚できると考えて犯行に及んだという。

　きっと理人さんはもちろん、お義父様とお義母様もショックを受けただろう。

「俺のせいでこんな大怪我をさせてしまい、本当に悪かった」

「いいえ、理人さんのせいではありません」

　すべて渡部さんが起こしたことだ。だから責任など感じてほしくないのに、理人さんの表情は晴れないまま。

「俺がもっと早くに天音について対処していれば、こんなことにはならかった」

「でも私を助けてくれたのは理人さんだって聞きました。それに渡部さんは逮捕されたんですよね？」

「あぁ、当然だ。二度と俺たちの前に現れないように、弁護士を通して約束させるつもりだ」

　渡部さんと言葉を交わしたのは、彼女の帰国直後の一回だけだった。あの時だけで渡部さんがどれほど理人さんのことを好きなのか伝わってきた。

　だけど彼女の想いは間違ったものだ。好きならなにをしてもいいわけじゃない。そして誰の想いも必ず報われるわけでもない。

　渡部さんがしたことを考えると許せないけれど、報われない想いもあると理解して、自分のした過ちを反省してほしい。

「だったらもう安心です。私、ひとりでも眠れますよ？」

　ここにはベッドはひとつしかないし、理人さんはあのソファで寝るってことでしょ？　いくら特別室のソファだといっても、彼からしたら小さいし身体が痛くなるはず。

「いや、野々花が退院するまでここで寝るよ。……俺、野々花がいない家には帰りたくないんだ」

「――え」

　意味深な言葉にドキッとする私の髪を、理人さんは優しく撫でた。

「俺にとって帰る場所は、野々花のいるところだから」

　優しい眼まな差ざしで私を見つめながら囁かれた甘い言葉に、身体中が熱くなる。

「この前はごめん。……鈴木と一緒にいる時の野々花があまりに楽しそうで、俺には向けてくれたことのない笑顔で話していたから嫉妬してあんなことをしてしまったんだ」

　唇を噛みしめて理人さんは続けた。

「嫉妬する前に、好きだと伝えるべきなのに順番が逆になってしまった。本当に悪かった。だから今、改めて言わせてほしい」

　そう言うと理人さんは床に膝をついて私の手を握った。手を伝って胸の鼓動の速さに気付かれそうで怖い。ドキドキして苦しくなる。

「始まりは三年後に離婚する約束の契約結婚だったけど、野々花と一緒に過ごすようになって、野々花の優しさや芯の強さに惹かれた。これから先の長い人生を、野々花とともに歩んでいきたいんだ」

　これは夢？　もしかして私、気付かないうちに寝てしまっているんじゃないの？　そう思うくらい幸せな展開に頭が追いつかない。

「でも俺たちはまだ出会って間もないし、お互い知らないことがたくさんある。この前のように意見が食い違い、喧嘩することもあるかもしれない。そうやって少しずつ理解しあいながら本物の夫婦になって、俺と一緒に生きてほしい」

　握られた手の力を強めると、理人さんはふわりと笑った。

「好きだよ、野々花。こんなに好きになったのは野々花が初めてだし、この先もっと好きになる自信がある。野々花にも同じように俺を好きになってほしい。そのための努力は惜しまないし、絶対に幸せにすると誓う。だから俺と契約結婚じゃなくて、恋愛結婚をしてくれませんか？」

　これは夢じゃないんだよね。理人さんも私と同じ気持ちなのだと信じてもいいよね？

　このまますぐに「はい」と返事をしたいところだけれど、私はまだ理人さんになにも伝えられていない。

　溢れそうになる涙をこらえて理人さんを見つめた。

「理人さん、私……契約を破ってしまったんです。渡部さんが現れて理人さんと気まずくなっちゃって、ひとりではどうしたらいいのかわからなくなってしまい、奈津希と鈴木君に私たちの関係を話しちゃったんです」

「そうか」

　理人さんは相あい槌づちを打ちながら私の話に耳を傾けてくれた。

「それだけじゃありません。……私、鈴木君に抱きしめられて。鈴木君の気持ちに全然気付いていなくて、最低なことをしてしまいました」

　鈴木君は普通に接してくれたけれど、間違いなく彼を傷つけてしまった。

「だけど私は鈴木君を本当に友達以上には思えなくてっ……気持ちに応えることはできませんでした」

　感極まり、こらえていた涙が溢れ出してしまう。そんな私の涙を理人さんは優しく拭う。

「理人さんと契約を交わした時は、好きにならないと約束したのに無理でした。いつも私に寄り添ってくれて、力になってくれて……。真面目で優しいところも、私の作ったご飯を美味しいと言って食べてくれたことも、全部が嬉しくて好きでどうしようもないんです」

　落ち着かせるように小さく深呼吸をして、私の涙を拭う理人さんの手に触れた。

「私も理人さんのことが大好きです。これから本当の夫婦になって、たくさん楽しい時間を過ごしていきたい。つらい時も悲しい時もずっと一緒にいたいんです。……私を理人さんの本物の奥さんにしてください」

　伝えたいことをすべて伝えられて、自然と笑みがこぼれる。それにつられるように理人さんも目を細めた。

「もちろんだよ。俺も野々花の本物の夫にしてくれ」

　彼はベッドの上に腰かけると、私の身体をゆっくりと抱きしめた。

　私、理人さんと両想いになれたんだ。これからはずっと一緒にいられるんだよね。

　彼の温もりに包まれて、じわじわと実感が湧いてくる。

　どれくらいの時間、お互いの温もりを確かめ合っただろうか。

「なぁ、野々花。鈴木には抱きしめられただけ？　それ以上のことはされていない？」

「はい」

「そっか。よかった」

　心から安堵した声で言うと、理人さんは私の顔を覗き込んだ。

　至近距離で見つめられて恥ずかしいのに、理人さんから目を逸らせなくなる。

「この前のキス、やり直してもいい？」

「え……ここで、ですか？」

　個室とはいえ、ここは病院だ。誰かが入ってくる可能性もある。

「あぁ。俺はもう勤務時間を終えているし、なにも問題ないだろ？」

「いや、でも……」

　両想いになれたというだけでいっぱいいっぱいなのに、さらにキスまでしたら私の心臓が壊れそう。

　やんわりと距離を取るものの、すぐにまた距離を縮めてきた理人さんが私を見つめる。

「ごめん、我慢できそうにない」

「あっ……んっ」

　理人さんの端整な顔が視界いっぱいに広がった瞬間、唇に触れた温かな感触。すぐに唇は離れ、理人さんは愛しそうに私の頬を撫でた。

「かわいいな、野々花は」

「……っ」

　慣れない〝かわいい〟の言葉に、身体中が熱くなる。そんな私を見て理人さんは再びキスを落とした。触れるだけのキスから次第に深い口づけへと変わる。

　恥ずかしくてたまらなかったのに、だんだんと緊張は解けて理人さんのキスに溺れていく。数えきれないほどキスを交わした後、理人さんは名残惜しそうにキスをやめた。

「ダメだ、これ以上したら止まらなくなる」

　深く息を吐きながら私から離れていく彼の腕を、咄嗟に掴んでしまった。

「野々花？」

「あ……ごめんなさい。なんか、寂しくなっちゃって」

　それにもっとキスしていたかった。……とは絶対に言えない。

　さらに身体が熱くなるのを感じていると、理人さんは盛大なため息を漏らした。

「本当に止まらなくなるから、そういうかわいいこと言うの禁止。……野々花が元気になったら覚悟しておけよ」

　そう言って私の額にキスをした理人さんは、まるで少年のように笑う。その笑顔に胸が苦しくなったのはいうまでもない。




　それから理人さんは毎日私の病室で寝泊まりをするようになった。寝る前にお互いの話をしたり、今後のことを話したりと以前よりも確実に距離は縮まっていると思う。

　理人さんと話しあい、私は仕事を辞めることにした。回復してからリハビリが始まるし、退院まで最低でも三カ月はかかる。

　私が仕事を続けていた理由は、理人さんとは離婚する前提だったからだった。離婚後に病院を辞めたとしても、新たな勤め先がすぐ見つかるようにキャリアを積んでおきたかった。

　でも理人さんとこれからもずっと一緒に生きていくと決めたのなら、必ずしも仕事を続ける必要はない。それよりも家庭に入って大変な仕事をしている理人さんを支えたいと思った。

　理人さんも私の気持ちを尊重してくれた。

　私は順調に回復していき、いよいよリハビリが始まったものの、これがまたすごくつらくて大変だった。

　そんな私を見て理人さんは仕事の合間を縫ってリハビリに付き合ってくれて、支えてくれた。理人さんだけじゃない、奈津希も鈴木君も祖母も励まし続けてくれた。

　ちなみに奈津希と鈴木君に理人さんと本物の夫婦になれたと伝えた時は、奈津希は泣きながら喜び、鈴木君は「よかったな」と安堵した表情で言ってくれた。

　そしてお義父様とお義母様も病室を訪ねてきて、これまでの言動を謝罪してくれた。

　お義母様は罪悪感と申し訳なさからなのか、頻繁にお見舞いに来て、入院生活をフォローしてくれている。

　今すぐには無理だけれど、少しずつふたりと良好な関係を築いていきたいと思っている。

「よかったな、おばあ様が暮らす施設が決まって」

「はい。これも全部お義父様とお義母様のおかげです」

　入院して二カ月半が過ぎた今日、仕事が終わった理人さんはいつものように私の病室にやって来ていた。

　毎晩ソファで寝ていると知った看護師が簡易ベッドを用意してくれて、理人さんもベッドで眠れるようになった。

　お互いベッドに入ってから、その日の出来事を報告し合うのが日課になっている。

　二週間ほど前に祖母がお見舞いに来てくれて、施設のパンフレットを一緒に見てほしいと言われた。どこがいいかふたりで悩んでいた時にお義母様が来て、事情を聞いた上でお義父様にかけあってくれたのだ。

　祖母は高清水総合病院が経営するサービス付き高齢者住宅への入居が決まった。施設は病院の敷地内にあり、病院と提携している点に惹かれた。

　なによりマンションからも近いので、いつでも会いに来ることができる。

「盲点だったな、うちの施設は」

「はい」

　理人さんも私も、お義父様とお義母様と距離があったから、選択肢に入っていなかったのだ。

「おばあ様、来月にも入居予定だって？」

「はい、部屋の内装も気に入ったようで、早くあそこで暮らしたいそうです」

「そっか、よかったな」

　実家がなくなってしまうのは悲しくもあるけれど、でも祖母の願いを叶えてあげたい。それが祖母にできる孝行だと思うから。

「そろそろ寝ようか」

「そうですね、おやすみなさい」

「おやすみ、野々花」

　最近は毎日が幸せすぎて、時々夜寝て目を覚ましたら夢だったというオチが待っていないかと不安になる時がある。

　でもこれは確かに現実で、もっと幸せになるために元気になったらやりたいことがたくさんある。早くそれが叶う日が来ますようにと願いながら眠りに就いた。




　それからもつらいリハビリに励み、少しずつ自分の足でも歩けるようになってきた頃、仕事が終わるなり車椅子を引いた理人さんが病室にやって来た。

「野々花、出かけよう」

「えっ？」

　来るや否やそう言った理人さんは、「俺に掴まって」と言った。言われるがまま彼にしがみつくと、すぐに私を抱きかかえた。

「きゃっ!?　理人さん!?」

　困惑する私を車椅子に乗せて、理人さんは病室を出る。

「大丈夫、ちゃんと外泊許可は取ったから」

「外泊許可ですか？」

「あぁ。今夜はマンションに帰ろう」

　どこに行くのかも説明されないまま、理人さんは駐車場へ向かい、私を助手席に乗せて車椅子をトランクに積んだ。

　だけどここで自分がパジャマ姿だと気付く。

「理人さん、どこかに行くんですか？　だったら私の恰かっ好こうはまずいですよ」

「それも大丈夫。野々花はなにも心配しなくていい」




　不安な私とは違い、上機嫌で車を走らせる理人さんが向かった先は、私たちが出会ったホテルだった。

　そこで私は用意されていたドレスに着替えさせてもらい、さらにはヘアメイクまでセットしてもらった。

「お待たせしました。奥様、とてもお綺麗ですね」

　車椅子を押してもらいながら理人さんのもとに戻ると、彼は私を見て顔を綻ばせた。

「えぇ、世界で一番綺麗です」

　サラッと言った理人さんに、ホテルのスタッフは「幸せのおすそ分けをありがとうございます」なんて言う。

「それではごゆっくりお過ごしください」

「ありがとう」

　ホテルスタッフに代わって理人さんは車椅子を押して、最上階のレストランへと向かう。そして通された席は、窓側の夜景が見える素敵な場所。

「綺麗ですね」

「ああ、そうだな」

　車椅子のまま席に着き、あることに気付く。

「あれ？　この席のテーブルだけ低くないですか？」

　隣の席と比べて明らかに低い。

「気付いたか？　野々花が食べやすいように低いテーブルを用意してもらったんだ」

「そうだったんですね。ありがとうございます」

　こういったさりげない優しさに、また好きって気持ちが大きくなる。

　予約してくれた料理はどれも美味しくて、自然と会話も弾む。

「教会でいきなり隣に座ってきた時は、本当に驚いたよ。それにまさか野々花からあんな提案をされるとは夢にも思わなかった」

「あの時は私も切羽詰まっていたんです」

　あの日のことを思い出して、ふたりで笑ってしまう。

　久しぶりの外出に楽しい時間を過ごすことができた。

「理人さん、今日は連れてきてくれてありがとうございました。これでまたリハビリも頑張れます」

　最後に綺麗な夜景を目に焼きつけていこうと思って窓の外を眺めていると、理人さんが一枚の封筒をテーブルに置いた。

「野々花、これも覚えているか？」

「これ……」

　それは私と理人さんの契約書だった。すると理人さんは封筒の中から契約書を出して、半分に破いてしまった。

「これで俺たちの契約結婚は終了。……だからさ、これからまた新しい契約を結ぼう。今度の結婚にあたっての条件はただひとつ、〝生涯寄り添うこと〟だ」

「理人さん……」

　次に彼はポケットから、かわいくラッピングされた小さな箱を私に差し出した。

「野々花、俺と結婚してください」

　約九カ月前、プロポーズされた時は戸惑ってすぐに答えることができなかったけれど、今日は違う。

「はい……！」

　笑顔で返事をすると、周囲にいた他のお客様から拍手が送られた。少し照れくさくなりながらも、幸せな気持ちでいっぱいになった。




　ホテルを後にして私たちは久しぶりにマンションにふたりで帰ってきた。私たちが留守の間も家政婦が定期的に掃除をしてくれていたから、部屋の中は綺麗だった。

　玄関で先に靴を脱ぐと、理人さんは私に向かって手を広げた。

「はい、おいで野々花」

「ありがとうございます」

　彼にしがみつくと、軽々と抱きかかえられる。

「どういたしまして。愛しい妻を何度も抱きかかえることができて俺は嬉しい限りだよ」

　両想いになってからというもの、理人さんはたびたびこんな風に甘い言葉を囁く。言われ慣れていない私は、毎回恥ずかしくてたまらなくなるのだ。

　そんな私の左手薬指には、お揃いの結婚指輪に加えてさっき理人さんからプレゼントされた指輪が輝いている。

「実は野々花に見せたいものがあるんだ」

　そう言って理人さんが向かったリビングには、私より大きいくまのぬいぐるみがあった。

「え？　どうしたんですか、これ」

　驚く私を見て理人さんは満足そうに笑った。

「その顔が見たかった。びっくりした？」

「びっくりしますよ」

　理人さんはそっと私をくまのぬいぐるみのそばに下ろした。

「初デートの時に言っただろ？　いつか買ってやるって」

「だからって本当に買うとは思わないじゃないですか」

「じゃあ返品する？」

　それを言われると、返答に困る。正直、ずっとこんな風に大きなぬいぐるみを持つことが夢でもあったから。

　それにぬいぐるみはふわふわで肌触りも抜群。思わず抱きついてしまった。

「返品しなくていいです」

　そう言うと、理人さんは声をあげて笑った。

「アハハッ……！　了解。じゃあプレゼントとして受け取ってくれ」

「はい、ありがとうございます」

　嬉しくてギューッとくまのぬいぐるみを抱きしめていると、理人さんはスマホで写真を撮った。

「え？　やだ、理人さんなに撮っているんですか？」

「くまに抱きつく野々花がかわいくてさ。待ち受けにしよう」

「絶対にやめてください！」

　止めたいのに、まだまともに歩けない私にはそれが叶わない。

「いいだろ？　かわいいんだから」

「かわいくありませんし、恥ずかしいからやめてください」

「それは無理なお願いだから却下だ」

　どうやら理人さんは本当にさっきの写真を待ち受けにしたようで、私に変えられないようにテーブルの上にスマホを置いた。

　そして私の隣に腰を下ろす。私は反対側を向いた。

「怒ってる？」

「はい」

　棘のある声で返事をすると、理人さんは「どうやったら機嫌を直してくれる？」と聞いてきた。

「写真を消してくれたらです」

「だからそれは無理だって。……来週三日間、学会に出席するために大おお阪さかに行かなきゃいけないから許してくれ」

　そっか、三日間も理人さんと会えなくなるんだ。

　仕事だし仕方がないことだとわかってはいるけれど、やっぱり寂しい。

「じゃあ私も理人さんの写真を撮ってもいいですか？」

「もちろん」

　理人さんに私のスマホを持ってきてもらい、思うがまま理人さんを撮る。どの理人さんも素敵で、つい私も待ち受けにしたくなってしまった。

「あの、理人さん。ふたりで撮ってもいいですか？　それだったら待ち受けにしてもいいですよ？」

「そうだな、せっかくならふたりで撮った写真がいいよな」

　それから私たちは身を寄せあい、何枚も写真を撮った。ふたりで撮った写真を眺めて、どれをお互いの待ち受けにするか悩んでいると、急に理人さんが頬にキスをした。

　びっくりして彼を見れば、「真剣に悩んでる姿がかわいくてキスしたくなった」なんて言う。

「頬じゃなくて、唇にもしていい？」

「……ダメって言ったらしないんですか？」

「んー、それは無理かも」

　肩を引き寄せられ、少し強引に唇が奪われた。

　もう数えきれないほど口づけを交わしているのに、いまだにキスをする時は緊張してしまう。だけど痺しびれるほど甘いキスをされるたびに、次第になにも考えられなくなってしまうんだ。

　今日も緊張する余裕などなくなり、必死に理人さんのキスに応える。そしてお互いの息が上がった頃、名残惜しそうに理人さんはキスを止めた。

　いつもキスをした後の理人さんは妖よう艶えんで、もっと私が欲しいと言われている錯覚を覚えてしまうほど熱い眼差しを向けてくる。

「まずいな、そろそろ限界だ」

「え？　あっ……」

　理人さんは私の首に顔を埋うずめ、ゆっくりと鎖骨へと舌を滑らせた。

　甘い感覚に目をギュッと瞑つぶる。次の瞬間、首にチクリと痛みが走った。

「でも野々花が元気になってから愛しあいたいから、今はこれで我慢する」

　彼は愛しそうに自分がつけたキスマークを撫でた。

　理人さんは我慢しているのが自分だけだと思っているのかな。そんなことない、私だってキスをするたびに理人さんともっとしたいと思っているのに……。

　それを伝えたくて私から理人さんに抱きついた。

「理人さん、私が元気になったらたくさん愛してくださいね？」

「えっ？」

「私だって、早く理人さんと本当の夫婦になりたいと思っているんですから」

　彼の胸に顔を埋めながら本音を漏らすと、理人さんは力いっぱい私を抱きしめた。

「本当に元気になったら覚悟しておけよ」

「……はい！」

　どちらからともなく顔を見合わせ、私たちは口づけを交わす。だけど一度だけでは止まらず、何度も何度も――。

　キリがないことに気付き、また笑ってしまった。

「このくまのぬいぐるみ、いつか生まれてくる俺たちの子供も気に入ってくれるかな」

「絶対気に入りますよ。だって子供の夢ですから」

　だけどそっか、私たちはもう契約の関係ではないのだから子供を持つ未来だって待っているんだね。

「男の子じゃぬいぐるみは喜ばないんじゃないか？」

「そうでしょうか？　意外とかわいいものが好きな子かもしれませんし」

「逆に女の子でも、ぬいぐるみが嫌いな子の可能性もあるな」

「そうですよ」

　契約結婚をした当初は、理人さんとこんな話をする日がくるなんて、夢にも思わなかった。三年後には別れて別々の道に進むはずだったのだから。でもこうして本物の夫婦になれたのは、やっぱりあの日の出会いには強い縁があって、運命だったと信じたい。

　それをいつか生まれてくる私と理人さんの子供に話してあげられたらいいな。そんな未来がきますように……。




　二年半後――。

「ただいま」

　聞こえてきた理人さんの声に、目を開ける。

「あれ？　やだ、いつの間にか寝ちゃっていたんだ」

　くまのぬいぐるみに寄りかかり、うたた寝していた私の腕の中には、スヤスヤと眠る一歳になる息子、愛あい夢むがいる。

「ただいま」

　玄関まで出迎えがなかったから、寝ていると思ったのか理人さんは小声で言いながら静かにリビングに入ってきた。

「おかえりなさい。すみません、寝てて」

「いいや、大丈夫。今日もお疲れ様。歩けるようになってから愛夢を見るのがますます大変になったよな」

　理人さんは寝ている愛夢を起こさないようにそっとベビーベッドに運んでくれた。私も後を追い、気持ちよさそうに眠る息子の寝顔をふたりで眺める。

「そういえば今日も父さんたちが来たんだって？」

「はい、おばあちゃんも一緒に連れてきてくれました」

　お義父様とお義母様はもちろん、祖母もおじい様も愛夢にメロメロだ。とくにおじい様は愛夢を溺愛していて、余命として伝えられた期日を迎えようとしているのに、前よりも元気になっているから医者たちは奇跡だと言っているらしい。

「もしかしてあそこにある大量の服やおもちゃは、父さんと母さんから？」

「……はい、また買ったようです」

　お義父様とお義母様は頻繁に愛夢にプレゼントを買ってくる。私たちが買わなくてもいいほどに。

「愛夢は幸せですね。こんなにもみんなに愛されて」

「そうだな」

　昨日も奈津希と鈴木君が遊びに来てくれて、愛夢とたくさん遊んでくれた。また来月にも遊びに来てくれる予定だ。

「こんなにいつも誰かが来てくれていたら、人見知りもしなそうですね」

「そう言われてみると、そろそろ人見知りしてもいい頃なのにないな。だったら頻繁に来る父さんたちも少しは役に立ったってことだ」

　そんなことを言う理人さんに笑ってしまった。すると私の笑い声に反応し、愛夢が目を覚まして泣き出した。

「ごめん、愛夢。起こしちゃって」

「おいで、愛夢」

　慣れた手つきで抱き上げると、理人さんは愛夢をあやし始める。すると愛夢はすぐに落ち着き、笑い始めた。

「すごい、理人さん」

「今日はじいじたちが来てくれたから、機嫌がいいのかもしれないな。よし、愛夢。パパと風呂に入ろうか」

　理人さんが言うと、まるで返事をするように「あー」と答えた。それがまた愛おしくてたまらない。

　リビングにはたくさんの家族写真が飾られている。きっとこの写真はこの先も増えていくはず。もしかしたら近い未来、新しい家族が加わっているかもしれない。




END
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念願の新婚初夜




　いつものように入浴を済ませてから、脱衣室の鏡に映る自分をまじまじと眺めてしまう。

　今夜のために下着も新調したし、エステに行って身体も磨いてきた。お風呂の中でも念入りに洗ってチェックしたし大丈夫だよね。

　今日、病院に行ってもうリハビリは必要ないと言われた。あと少し定期検診には行くようだけれど、以前と同じくらい歩けるようになった。

　理人さんとリハビリが必要なくなったら愛しあおうと約束していた。つまり今夜はその約束が果たされる日ということだ。

　これまでキスをするたびに早く理人さんに愛されたいと願っていたけれど、いざその時がくると緊張してしまう。

　落ち着けと自分に言い聞かせながら髪を乾かそうとドライヤーを探すも、いつもの場所にない。

「あれ？」

　違うところを探しても見つけることができずにいると、ドアがノックされた。

「野々花、出た？」

「はっ……はい」

　思わず声を上擦らせながら返事をすると、理人さんが笑いをこらえながら入ってきた。

「もしかしてドライヤーを探していた？」

「はい。あっ」

　理人さんの手にはドライヤーが握られている。

「野々花の髪を乾かしてあげたくて俺が持ってた。……おいで」

　そう言って差し伸べられた理人さんの手を私は掴んだ。

「お願いします」

「任せて」

　寝室のベッドに腰かけた彼の膝に座ると、理人さんは優しい手つきで髪を乾かし始めた。あんなに緊張していたのに、それが少しずつ解ほどけていく。

「野々花、緊張しているだろ？」

「えっ!?」

　図星をつかれ、思わず大きな声が出てしまった。

「やっぱりな。ずっと表情が強張っているよ」

　嘘、本当に？　自分ではうまく隠せていたと思っていたのに、理人さんにはバレバレだったんだ。

　髪を乾かし終えた理人さんは、手で髪をとかし始めた。

「散々待ったんだ。べつに今夜じゃなくてもいいよ。無理はさせたくない」

「そんなっ……！」

　慌てて振り返り、驚く理人さんの胸に顔を埋めた。

「そんなこと言わないでください。私がこの瞬間をどれだけ待ちわびていたと思っているんですか？」

　ずっと理人さんに触れてほしくてたまらなかったのだから。

　私を抱きしめ返し、理人さんは少しだけ震える声で私に聞いた。

「いいのか？　多分……いや、絶対に俺、止まらなくなる自信があるけど」

「はい。止めないでください」

　私の言葉に理人さんは勢いよく私をベッドに押し倒した。すぐに覆いかぶさり、余裕ない手つきで自分のパジャマのボタンを外す。

「後でやめてって言っても無理だからな」

　パジャマを脱ぎ捨てると、理人さんの逞しい身体が露あらわになってその美しさに息を呑む。

「野々花……」

　唇を奪われ、すぐに彼の熱い舌が口を割って入ってきた。

　その間に理人さんは器用に私のパジャマのボタンを外していく。私はただ彼とのキスに夢中になり、気付いたらズボンも脱がされていた。

「脱がすよ」

「……はい」

　最後に下着もすべて脱がされ、一糸纏わぬ姿にさせられてしまった。恥ずかしくてつい手で身体を隠してしまうと、すぐに理人さんに腕を掴まれた。

「なんで隠すんだ？」

「だって……」

　まじまじと見つめられ、言葉が続かない。

「だって、なに？」

　いつになく意地悪な理人さんに、顔をしかめて「わかってるじゃないですか」と文句を言う。

「うん、わかってるけど野々花の反応がかわいくてつい」

　そう言って理人さんは頬や額、鼻などにキスを落とす。そして次に胸の頂を口に含んだ。

「んんっ」

　今までとは違う甘い感覚に一段と大きな声が出てしまう。理人さんの手は私の胸を揉もみながら、もう片方の手は身体の一番敏感な場所に触れた。

　そこは自分でも驚くほど潤っていて、理人さんが触れるたびに卑ひ猥わいな音が響き、一気に羞恥心に襲われる。

「よかった、ちゃんと野々花が感じてくれて」

　耳元で囁かれ、恥ずかしくて死にそう。

「もっと気持ちよくさせたい」

「えっ？　あ、嘘っ……！」

　下に向かった理人さんは、私の膝を抱えて一番敏感な部分に顔を埋めた。一気に快楽の波に襲われ、なにも考えられなくなる。

「ダメだ、もう限界」

　彼もまたすべて衣服を脱ぎ、余裕ない手つきで避妊具を装着した。

「痛かったらごめん」

「大丈夫です。きてください」

　彼の背中に腕を回すと、ゆっくりと彼が私の中に入ってきた。圧迫感を感じながらも、彼を受け入れたくて手に力が入る。

「つらくない？」

「は、い」

　私の中に全部彼が入ったものの、理人さんは苦しそう。

「理人さん、動いてください」

「……っ！　そんなこと言われたら、本当に止まらなくなる」

　次の瞬間、激しく腰を打ちつけられた。そこからは記憶が曖昧で、ただ理人さんに与えられる快楽に溺れていった。




「大丈夫？」

「はい」

　ベッドの中でお互い裸のまま抱きしめあう。

　乱れていた呼吸もやっと落ち着いたけれど、それまで理人さんはずっと私の髪や背中を優しく撫でてくれていた。

「理人さん」

「ん？」

　彼の名前を呼び、私は真っ直ぐに愛おしい人を見つめる。

「私、今とっても幸せです」

　笑顔で伝えると、理人さんは力いっぱい私を抱きしめた。

「俺もだよ」

　初めて迎えた彼との新婚初夜は、一生忘れられないひと時となった。

「じゃあもう一回してもいい？」

「えっ？」

　私に確認しながら理人さんの手は怪しく動く。

　新婚初夜は初めて意識を失うという、ある意味忘れられない一夜となった。










俺の自慢の家族　理人ＳＩＤＥ




「高清水先生、俺はどうですか？　治りますかね」

　心配そうに俺の答えを待つ患者を安心させられるよう、笑顔で伝えた。

「えぇ、もちろんです。ですから手術を受けて元気になりましょう。それがご家族の願いでもあります」

　五十代の男性患者と一緒に来ていた家族は、「ほら、先生がこう言っているんだから」「絶対に治るよ」と励ます。

「わかった。……高清水先生、どうかお願いします！」

　初期の肺がんを患った男性は、がんが不治の病だという認識があり、どうせ死ぬなら手術をしないと言い張っていた。

　しかし何度もご家族とともに説得し、やっと男性の決心が固まったようだ。頭を下げた男性にご家族は安堵している。

「はい、こちらこそよろしくお願いします」

　午前の外来診察を終え、医局に戻ると疲れが一気に押し寄せてくる。

「お疲れ様でした、高清水先生。お昼にしますよね？　お茶持ってきますね」

「お疲れ様。ありがとう」

　後輩医師にお茶を淹れてもらっている間に、野々花が作ってくれた弁当を開けた。

　今日も俺が好きな紅ショウガの厚焼き玉子が入っている。

「高清水先生、毎日その玉子焼きで飽きないんですか？」

　いつの間に背後に立っていたのか、研修期間を終えて正式に外科の医師となった鈴木が弁当を覗き込んでいた。

「野々花が作るご飯は特別で飽きないんだよ」

「相変わらずの愛妻家ぶりですね」

　呆れながら鈴木はテーブルに飾られている家族写真を見た。

「俺は高清水先生のような愛妻家になりたいと思っていますよ」

　そう言って後輩医師はお茶をテーブルに置き、野々花と二歳になった愛夢の写真を眺めた。

「綺麗な奥さんにかわいい息子さんがいて、本当に羨ましいです。俺も早く相手を見つけないと。ね、鈴木先生」

「そうですね。目指すは高清水先生以上の愛妻家だ。まぁ、俺には関係ないですけど」

　少し嫌みが含まれている気がするのは、俺の勘違いだろうか。

　研修医の頃はかわいげのあった鈴木も、一人前になるとかわいげがなくなってきた。だけど外科医としての腕は確かで、先輩として彼のこれからが楽しみでもある。

　俺が野々花と出会えて医者としても人間としても成長できたように、鈴木にもそういった出会いがあればと願ってしまう。

　しかしそんな俺の気持ちは鈴木には届いていないようで、「今は恋愛より仕事ですから」と言って席に戻ってしまった。

　すると後輩医師がコソッと耳打ちした。

「鈴木先生、あんなことを言っていますけど、看護師の話によると同い年の受付事務の子と、なにやらいい雰囲気らしいですよ」

「そうなのか？」

「はい。あ、俺から聞いたって言わないでくださいね」

　そうか、鈴木にもそういった相手ができたんだな。俺が野々花と出会う前から鈴木は野々花に想いを寄せていた。俺の勝手な願いだが、そんな鈴木には誰よりも幸せになってほしい。

　なにか進展があったら、野々花にも教えてやろう。

　野々花の手作り弁当を完食し、午後の回診に向かった。




　一日の業務を終え、帰宅すると玄関で野々花と愛夢が出迎えてくれた。

「おかいりーパパ！」

「ただいま愛夢」

　廊下を駆けてくると、勢いそのままに俺に抱きついてきた。そんな愛夢を抱き上げると、嬉しそうに「きゃー」と叫ぶ。

「おかえりなさい、理人さん」

「ただいま、野々花」

　彼女を引き寄せて頬にキスをする。すると愛夢も真似をして野々花の頬にキスをした。これが最近の日課になっている。

「パパー、きょーはねーごちそうなの」

「そうなのか？　じゃあお腹減らして帰ってきてよかった。ママの料理は美味しいから楽しみだな」

「うん！」

　最近の愛夢はお手伝いをすることが好きで、俺の着替えにもついてきて、バッグなどを持っていってくれる。

　着替えを終え、愛夢を抱きかかえてリビングに向かうと、本当にテーブルには多くの料理が並んでいた。

「すごい豪華だな。あれ？　もしかして今日、なにかの記念日だった？」

　結婚記念日でも誕生日でもないはずだけれど、不安になって聞けば、野々花はクスリと笑った。

「違いますよ。……あ、違わなくはないかもしれません」

　そう言うと野々花はバッグの中からあるものを手に取って、俺の前に出した。それは母子手帳だった。

「え……まさか……」

　歓喜で言葉が続かない俺に、野々花は照れくさそうに言った。

「妊娠、七週目だそうです」

　彼女のお腹にふたり目がいる。その事実に俺は興奮を抑えることができず、野々花を抱き上げた。

「ありがとう、野々花」

「喜んでもらえて私も嬉しいです」

「当然だろ？」

　いつかはふたり目が欲しいと願っていたが、こんなにも早く授かることができたのだから。

「あぁー、ママずるい！　パパ、ぼくもー」

　手を伸ばして抱っこをせがんでくる愛夢。ゆっくりと野々花を下ろして、愛夢を抱き上げた。

「きゃーたかい」

　大喜びする愛夢を見て、俺と野々花は笑ってしまう。

「みんな喜ぶだろうな。じいちゃんなんか、もっと寿命が延びて医者たちを驚かせそうだ」

「ぜひ長生きしてほしいです」

　新しい家族が増えたら、ますます賑にぎやかになるだろう。それが幸せだと思えるのは、野々花も愛夢もこれから生まれてくる子供も、俺にとって自慢の家族だからだ。




END










あとがき




　はじめましての方も、お久しぶりですの方も、このたびは『３年後離婚するはずが、敏腕ドクターの切愛には抗えない』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　今作は、離婚することを前提に契約結婚をしたふたりのお話でした。恋愛→結婚ではなく、結婚→恋愛になるふたりを描くのは楽しかったです。

　その反面、ふたりの幸せを邪魔する天音の存在をどうするか、頭を悩ませました。

　実は天音は初期設定の段階では登場予定はなく、鈴木君に存分にふたりの仲を引っかき回してもらうつもりでした。

　だけど、鈴木君にはやっぱり最後までいい人でいてほしいという思いが強くなり、理人のトラウマの原因となった天音が誕生しました。

　作中で野々花も言っていたように、すべての人の想いが報われるわけではありません。そう思うと好きな人と想いが通じ合えることは奇跡だと思います。

　そのような様々な奇跡をこれからも文字に起こして、物語を紡いでいくのが私の夢です。そんな私の夢を叶えてくださった読者様をはじめ、出版に携わってくださる皆様には本当に心から感謝しております。いつもありがとうございます。

　それなのに、今作もまたスケジュールを大いに狂わせて大変ご迷惑をおかけした担当の若海様をはじめ、素敵なカバーイラストを描いてくださった蜂不二子先生、そして多くの方のお力添えのおかげで一冊の本を出版させていただくことができました。お世話になりました。

　毎回同じ言葉での締めくくりとなってしまいますが、私がこうして執筆活動を続けていられるのは、読んでくださる読者様がいるからです。拙い物語を読んでくださり、さらには感想などいつもありがとうございます。思いのほか本業の仕事が忙しくて、それがまだまだ続きそうですが大好きな執筆活動を続ける活力となっています。

　まだまだ書きたいお話はたくさんあるし、夢もあります！　読んでくださる読者様がいる限り書き続けていきたいと思います。

　あとがきまで読んでくださり、本当にありがとうございました。

　またこのような素敵な機会を通して、皆様とお会いできることを願って……。




田た崎さきくるみ
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